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発刊にあたって

本書は，国庫補助金>;:けて平成 7年度から実施している原の辻遺跡発掘調査事業の

平成7年度から平成9年度分の発掘謝査報告書です。

平成 7年度1:J:，石出向大!11:i'也氏と芦辺町Tl京地区0)調査を実施しました。大!l1地区で

は，弥生時代中期から後期の箱式石棺墓，石蓬土壌菜，土壌墓，小児き華料主主，滑など

の遺構が緩認され，大人の慕t土石街角築や士境基が主体であることが明らかにノ主りまし

た。原地区では，平成6年度の調査に続いて台地の高台部分を発掘して祭儀関係の掘

Ù~柱建物や 2 条の濠などが検出され，原の辻遺跡のなかでの中枢の地域であることが

分かつてきました。

平成8年度は，石国時T原/久保A地区と芦辺町原地区の調査合実施しました。原/

久保A地区は，弥生時代中期から後期の葉地で，秤i式石棺墓，石蓋土i震基，二七:燐墓，

小児褒棺慕など22基の墳墓が確認され，中国後漢の内行花文鏡， el;M;O)小型的製主党，

ガラス勾]'.など貴重な遺物が出十一しました。原地区、は， 7fff也の高台から隠側傾斜面で

確認された濠が!東傑傾斜面に延てffていることが確認され，新たに 1条の濠が発見され

ました。また，弥生時代中期から占墳時代前期の察穴式住居跡がB棟検出され，環濠

内部の東(Il!!iこも!eiu域が拡がっていることが判明しました。

平成 9年度は，石田町原ノ久保B地区，池田大原:Ji1115Zと芦辺町原地区，高元地区の

調j資を実施しました。池田大原地区では，弥生時代中期の濠が 1条検出され，環濠の

外の防衛ラインであった可能伎をもっています。 E京地区では東側傾斜商に竪穴式伎居奇

跡が16棟検出され，平成再年度に発見された濠がさらに前側に延びていることが分か

りましjこO

このように 3笛年の調査によって多くの成果があがり，一支閣の中心集落である原

の辻遺跡の実態が徐々に切らかになりつつあります。今後も調査は継続いたしますが，

地域の方々のご理解とご協力をいただきながら，遺跡の保存と活用を図っていかねば

ならないと考えています。

原の辻、る怖の発掘調査成果が，学術的資料として活用され，文化財の愛護に役立て

ていただ行れば幸いて

平成11年 3月31日

長崎県教育委員会教育長 出 口 啓二郎



例 w 

はる 勺む

し本脅は，国1曜補助を受けて平成 7年度から実施している原の辻遺跡発掘調査事業の平成 7年度か

ら平成 9年度分の発掘言問査報告書であるの

2 調査は，芦辺町教育委員会と石田町教宵委員会の協力を得て，長崎県教育委員会が主体と伝っと

笑施したものである。

3.本7秀に収録した地区と分担執筆Lt，以下とおりである。文責が複数の場合には，文章末尾に;立;費

名を明記した。これ以外の 1・JI• IV章については宮崎が相当したG

J-，'，まかれ

①大川地区 平成7年度調主主 文責(宮崎貴夫)

壱岐郡石!日間可石川西触手大川
!まるのくぼ

②原ノ久保A士自区、 平成 8年E宣言問奈 文j頁(安楽勉・商f吉男)

壱岐郡石田町石t日西触す:原ノ久保
はる

③i京地区 平成 7~9 it一度調査文責(常崎貴夫)

壱I校五lí芦辺町深11白在島記角.'k~手JJj~

④高元地区 平成 9年度調査文資(杉原敦史)

壱岐部芦辺町深江鶴fも紋宇高元

⑤池田大原地区 平成 9年度認査文責(杉原敦史)

壱岐郡石田町]池田東触字大成

⑤原ノ久保B地区 平成9年度調査文霊堂(安楽勉)

壱妓布告石田町イ…iB3iZ百触字原/久保

4 .本書関係の出上造物と以l函および写真類は，現在，長崎県教育庁原の辻遺跡調盗事務所に保管し

ているc

5.本蓄の総編集は，寓崎が担当した。

6 本書で方伎の基準としたのは，磁北である。図ではMNの略字を使用した。
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遺跡、の立地環境

壱岐の地勢と弥生時代の遺跡

を肢は，九州島北丙海上の玄界灘にあり，南北J7km，東西15km，)，福島を併せても荷積139km'の小規模

な昂である。 B岐は，tH三紀の薬殺のとを玄武岩が覆っていて，最も高い山が標高213mの岳ノ辻とい

う{丘く丸みをもっ丘陵性の地形をなしている。島の耕地在百積;土4，552haで土地荷積0)33%を占めて，長

崎県内では最も高い耕地率である。

J壱岐島lふ福岡市の北西67km，佐賀県呼子町の北26km，対民主(!)南東67加にあり，大陸・朝鮮半島と

日本木士、を結ぶ地理的なイ切符にあって，古来より対応とともに大際交沙・交流に重要な役割を果たし

3世紀頃のわが国のことを述べた中国の歴史書 j三国志.1r差是志倭人伝jには， r一大国」た島である。
いさ e(

(一支国の誤記)で登場し， rややHJ地があるが，水田をま井しても食料には足らず， やはり南やitと交

場して暮らしている J(平野邦雄訳)と記述され，壱岐の人々が活発な交易活動を行っていたことを物

語っているG 奈良平安廿与代の律令期には下図の壱岐屈であり湾回呉一氏は奈良時代の人Uを10，600人
(計i'l)

と推測している。現在の行政区分で
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壱岐郡 4田fに分か

れ約35，000人が住んでいる。

は長崎県に爆し，
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壱岐の弥生時代遺跡は現在60余笛

そのなかで小
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所が矢rIられているが，

と原の辻遺跡(芦辺町，;ciHl町)田J)

である。

弥生時代前期の遺跡は，原の辻遺

カラカミ遺跡，小場遺跡(勝本

の3遺跡だけが知られているに町)

跡，

したがって，ほとんどの

遺跡ということになる c IN易遺跡は，

合口の索揺が 1基出土しているc

カラカミ遺跡と関係をもっ遺跡であ

遺跡は弥宅中期から後期にかけての

カラカミ遺跡に鱗蒸した位置にあっ

すぎない。

プ、，

ろう。カラ力ミ遺跡では，昭和57~

第 1図遺跡の位置

一1

59年度の誠査において弥生前期末の

fj百3霊と査破片ムが数点出土していて，



まだ点的な確認にとどまっている。 平成しかし，期末には集落が形成され始めたことが推測される。

前期末tこ台地と北側から北曲、lR!Jの低地におい5年から本格的な調斎が行われている原の辻遺跡では，

てfモゴヨ:が開始され， I話的な拡がりそ?もつことが明らかになりつつある。療の辻遺跡とカラカミ遺跡の

政芽i段階において pでに燥の注遺跡拠点祭主主としての端絡はl向者ともに弥生前期末Jこ隠始きれるが，

のJJが規模的に卓越してい丈ことが考えられる。

弥生中期になるとー原のj土遺跡とカラカミ遺跡は双方ともに小期前半以降に経路期をむかえるが，

最近O)~:問賓の成果からみていくと，阪の辻遺跡は須玖 I 式(/)1段階に多重に環濠そ巡らして大集落とし

の船

者き場跡も，須玖 I式段階に築造されて弥生中期に使用されたことがおt測されている。
はtとほこがp

車出遺跡では，弥生中期から後期の資料が出土していて， J忌の辻i室長年と河じ幡鉾)11水系の上流段幻こ

て繋備されたことが抗測できるようになってきた。平成8年度に発見された八反池区(芦辺町)
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4.天ケ原遺跡

第 2函原の辻遺跡位置図

ム車出遺跡 3. カラカミ遺跡
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1.原の辻遺跡



あるところかり，原ω辻遺跡から分岐した集団によって弥生中期に経営が開始された可能性が高いこ

とが.~えられ，続了:!，こfじU:帰属関係が維持されていたことが考えられる。
かh 九、んがわ

カヲカミ遺跡は，メIJL+II釘 11の谷底平野から比高40mOJ 丘陵土 lこ立地していて，昭和57~59年度の調

有!で環濠が--1:豆巡ることが確認されている。過去の部作成果も併せると， fij壬規短銃片 1点，同窓の

小却H}J製鏡，銅鋤光， íif~î族などの青銅器，楽i良糸?骨石混入!こ~IT ・楽浪系瓦貧土器・三韓糸主L質士器・

陶資1:詩書等0)朝鮮半島系凶Z，鉄鎌・鉄製銘・鉄製fj主i等の鉄製品，付角製委主・ヤス・アワビオコシ

等のjT:f'内製品などの資料が出土し ζいる。遺跡は弥生前期末から古墳時代前期まで続くが，弥生終末

以降古墳時代にへると急速に衰退するようである。 i送物。〕組j戊からみると農呉の石}包丁や鉄鎌の出士

が少ないのに対して漁務関係の造物が多く出土していて， 農詩的な色彩よりも漁f;守的な様相が強い遺

長時、である。

卓出遺跡は，平成9年度の調査において，濠とitl'定される断面V字形の潜が確認され， Pi泉， 方格

規舟i鋭片， /J¥浮!{方繁鏡，銅銭等の遺物が出土して，柳田地域の拠点集落であることが判明した。遺跡

の規模からみると，燥の辻遺跡が約lOOha，カラカミ遺跡が約日ぬであり，:W出遺跡も数haほどのお、が

りをもつことが推測される。 この三つの拠点集蕗のうちで原のi土遺跡は圧倒的に恒大で， 青銅?i~など

の造物や遺憾の内容からみても 支凶の斗I心的な集落(同色)であヮたことは間違いない。

需の遺物組成をみると， [1' [五や郭鮮半島から総裁された品々がみら41，
しら 'f

それぞれに「市庭」

いた可能性も示唆している。
めまが

また，

をもっご

壱自主北端に位i夜dる王;ぅ!辰遺跡では，対烏奇1者主y海岸丘)セジョウ神という石剰の下から三三本の中広

~jrU鉾が出土している。 j， t司高にあるという場所を考慮すると，異国から招来する怒設や疫病等に対して

の僻牙11のための境界祭11氾であったことが推測される。 この他に壱岐では， ，;J:事本国]の熊野村ミ社にイ串宗と

して'1'広銅鉾 1本が伝1吐されているが， これまご広形銅鉾は出土しておらず，百ヱドこを超える銅鉾を出

土Lている対馬と比較すると対照的々あり方を示している。

2 . 原の辻遺跡の概要

原の辻透鎖ii主，大JJ.::守問に遺跡として:主尽きれ始め， これまで数々の謁査が交'施されてさた。

では最近江J調査成果を基にして原ω辻遺跡の概要について述べたい。
ζ辺夫人.:(る

原0)辻遺跡は， 島内最長の幡鉾111が形成した深江l汀原と呼ばれる沖積地のなかに百状に突出した標

高 8~18mほどの低い台地と，標高 5----. im ほどの現水間百の低地:こ立地している。 遺跡lム 総 生前

IT1，よlこ属生を開始し司中期前半期に多量環濠をもっ大集落として整備され古墳時代前期まで存続する

ji:，'? 布~式宥f杭i段階に原の辻大集落の縞物Eが起きて消滅にむかつたようである。

弥生前期末の段階には， 台地では高元地区東Jll作成十直iの大溝付近， {民地では北東部の不係地以一般

の つの:t!t~域に分かれてだ1f主が開始されたようであるn 何者の集同のj主異についてはまだ明縫ではな

いが，ね誌では鍬と T斧柄米製品が出ナーしているところからここでは木製品の製作が1]われていたこ
みや丸ド

とが分かるο 台地の北内から=it音iHこかげでのf!~!自の不{保・ II[原則・閣総(安悶/(J 前 A) 地区民主，始、

生前期末から中期にかげて，頁岩や粘紋自をIiJし当た石防 f・4ゴ鎌 a石斧・主;ι東日等の石器製作が行われ

3 



表 1• これまでの主な調査の経緯と成果

発見・調査年度 l 発見者・調査主体 : 主な成果

長二面両亙げ'l}4:;i以It. IU己言語「五ζ元ふ斗:fi--h了 一一一一

昭和14年

昭和26c~39年

昭和29年

昭和49年

H円宇 150~52年

平成 3~5 年

平成 5年

平成 6年

平成 7年

平成8年

平成 9年

平成10年

!鴇倒忠正 |麟!l1改修に伴う耕土砕理での調査。

九学会・東亜考古学会 !住民跡，墓域の確認。 ト骨，貨泉，銅銭，朝鮮半島系土器

1東亜考古学会

県教委

県教委

県・古辺・石出IIfJ教委

県・芦辺・石田町教委

県・芦辺・石田町教委

県・芦辺，石出町教委

県・芦辺・石田町教委

県・芦辺町教委

L宗教委

jなど出土。阪の辻上層式の設定。石器から鉄器へ転換した

典型的遺跡の評価。

関場整備で大原地区から細形鍛舟J2・銅鉾 1出正。

大)民地区で. W，I人の基盤整備に伴って護棺墓52，石棺慕19

が発見され，戦国式銅剣・トンボJ~など出土。

大川地区，原ノ久保A • B:ft'l区などの墓域の発見。大)11地

区では，規矩銭・有i五j銅事11などfH土。遺跡が台地上に広域

に拡がることを篠認。

j 橋鉾)11総合繋備計阿i乙伴う範民確認調査。自然災容に伴う

緊急認査e 環濠の一部など発見されるの

台地東憾で環濠，大i再が確認され，遺跡が大規模な多重環

濠集誌であることが判明する。活 x豆申，劉主張，貨泉など

が出土するG

原地区の台地j~台部分で高床建物群確認。高元地区で弥ff，

中期~古墳時代前期0)住民跡J3棟， 士塘3()Jまなどが確認さ

tL， ト骨・獣帯鏡などが出土する。

大!l1土産医で初期貿易陶磁，材、稲陶器，裏書土器出九

原地;又台地高台部分で高床建物群と占墳前期竪穴?に居跡，

t'5.出事長 2条など確認。大Jj[地区の;辱;域調査。調資指導委員

会でー支国の王百五であることが確定される u

台地北側から西側の低地に弥生前期末から中紫の居住域の

拡がり， IB河道・濠などが確認される。ココヤシ街出土。

八反地反では，船着き場跡と水田畦昨跡が発見される。!京

治区では， 台地東側に濠，竪穴伶居跡などを確認。原/久

保A地区0)慕域調査。内子J花文鏡などIH土。

1不燥地区のため池ie!f-点工事に伴う調交で，弥生中郊の床大

ヨi材LH土。池田大原地区ではJX:商濠を確認'0 長地17では，

台地東側に語気笠穴住居跡などを確認。

!コト11築地区の調査において，拐、牛、}前期末、J中期の居住i立構と，

l 始、汗後期の渓存続認し，前渓持{~の五銭銭・三婆鉱出士G
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ていて烏内に配布したばかりとなし島外にも交易物として淫ばれていった可能性そもっている。

低地の:jt凶部不熊地区では，朝鮮半島系の無文と器や擬無文オ:然がまとまってtfjJーしていて，半島の

人々が集中して居住していたことが推測される。平成 9年度には， {民地を流れる t日I可1査のIゃから礎石
ば L さ A だだ

建物の建築部材といわれる沫大iJ[村が:J刊していて，敷葉・男女粗来 lて法という大陸直輸入のハイテク

土木技術で築造された船着き場跡と共に，大陸から米島した技術者がi声援にかかわっていたことが考

えられる。不係地区で実織された平成10年疫の船着き場付近水路等状況調査(以下特定調査)では，

前漢封寺代の五妹銭や三翼線も出土して，本遺跡が対外交渉・交流の基地であったことを如実に不すこ

とになった。船着き場付近lこは倉が建ち，周辺0)低土ihには同際的な j市庭Jが存在したことが熔像さ

れてくるつこの低泌す苦では居住が弥生後期初頭頃に放棄され，新たiこ漆が繋備されるという大きな

変化が認められる。拐、会後期前菜以後の原行およ台地ω内濠の中だけにi授られ，中期に婦られた濠の湾

整備と共に新たに幾重にも環濠が巡らされ，原の土土主主t答は再び有志辛{七したようである。

原の辻遺跡では，弥生後期後fJt'lの下大見守式の段階において，環濠に遺物の廃棄が行われて濠が埋

まってLパ様子がみられ，倭[忍大乱。)終息以後の状況を反映していると捻測することができる。濠l立

後期後葉から古墳時代前期には埋没して，弥生終末から布叡式段階には埋没した濠ωk:こ竪穴住居が

設けられている。戦苦しゃ紛争がおさまって緊仮した状況が解消されると，紡御のための濠の必要性が

なくなり人為的に埋められたのであろう。

1mの辻遺跡では，芸域が環$.Hセに 箇所(高元主由民)，環濠タトに五筒所(石日]大i京，大J!!，柏1+1，)jj( 

ノ久保A，IJ]{ /久保B)確認されている。墳墓ω形式は，北部九州系の「友人財務棺が→む回大原地lえた

どで線認されているが，大II[地区など墳墓の主体となるのは箱式-rit官法，二七i演芸である。これは壱岐

の1貢慕が北部九州地域よりも長崎県本土部や佐賀県北部の西北九州地域の基制に類似したあり方をも

っていたことを示している。-;ilJJ大!京・大II[• 1京/久保AJt'lIえの墳誌では，規短銃・獣主主続・円行花

文章売などの中Q8(!r1弘戦f't;式銅剣・品開形銅剣・細?際線鉾、およびl宅建の銃部11などの青銅器や中rßl'à~のト

ンボ玉などが副葬さfしていて，王族級の有力な集団の墳主主均よ存ぶしたことが明りかである。

また，原の辻遺跡の台地l買部 (J息地区)では，祭りや儀式に{史われたと推測される採投柱建初群が

検出されて¥)る c 東京国立文化財研究所の宮本長二郎氏lよ， 1ヒlNUω連物若手を小型高床祭殿.中央郊の

建物を f:;~床主祭殿，南側の建物を平屋脇践と解釈されている。宗教・祭儀のためりシンぷリック役中

干豆[/域であったのであろう。

w上遺物をみると，大陸・朝鮮半島からの舶哉された品物号、本ゴこからり撚入品が多く出土していて，

i倭人伝」にいう南北市緩の状況がうかがえ， 一支国の人々の活発な交易活動も考えられるが，ここに

(--ffj庭」があって，各国から人の谷オミがみられる毘際的な交易・交流の拠点であったことが推察され

るC 今後も品料需される認去に」って， 会支Tlの慧銭な庁F史が明らかになってくると考えらhる。

註 1 漂白呉ー了奈良時代民改経済の数的研究;宮山房1925 復タD!:kt白書房 1972 

2 1吉本長二郎「弥生の大型建物Jr歴史九州J第 7巻 5号 1997 
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口 調査の経緯

1 .平成 7年度の調査

iij¥の辻遺跡では平成 5年度から格鉾II!総合整備計@j(こfI'って本格的な発掘調査が始まって環濠等が

発見され r委主志倭人伝」に記殺された i一支出!の中心集落であることが明らかになった。しかし遺

跡は大規模に拡がり，集務内の詳細な様析はまだ明らかになっていない。そのためい夜間発行為や遺

構の保存ー活用・整備ωための基礎資料を得る ij的で，国庫補助を受付て ~JJKの辻遺跡発擬調査事業!

を平成 7年度~平成11年度の計i由iで実施することになった。調査は，芦辺町・ {I田町教育委員会の協

力を得 ζ，県教育委員会が主体とな「て実施した。

平成7年度は，原地七三(戸.;n悶]深江鶴亀紋字jぶ)と大II!j也氏(れl'f日7正IrrI耐蝕字大}II)の範間稼認

識存、を実施した。原地区は、台地I良部0')，河台 ζ西側傾斜I訴にかけて， A~ 1以の 9儀所の調変壌を設

定して1，らねばな発掘した。誠斉は，平成 7五1'-9月29日~平成8年 1月22日に実施した。その結果，高

台、部のA阪で祭儀関係の掘玄柱建物2枚以 L 竪穴住沼跡2棟，東用方向の滋 2条などが検出きれ，

.1&恒1]傾斜面の調査機では言語が商担1]にのびていることと，県穴住尽跡7i束，i誇3条などが確認された。

A区は平成 6 年の県単独事業の書記査で守ヒ端を説杏して小豆~-~の高床建物ti宇治f発兄されていたが，今年度

の言語杏によって台地頂部全体を剥いで調査したことになり，名羽義主封切併を縫認することができ， この

反域が原の辻遺跡iの'1'核部分ごあることが号fjらかになったの

大!II 地区~j:， f沼;frJ'il年度ω範F耳石許認調査によって墓域としての在宣言告がなされたが， そのfむこj;Ji井τ銭

1面と有鈎斜主HI3;;'(，ガラス玉などが採集えれて有JJ:!fH司の墳墓として注目されるこことなった。当

該地区日〕調査は， A'~] 区の10箇所の調査壊を設定して533?げを発掘した。調査は，平成 7 年 9 丹 4 口

~平成 7年11丹241，cIにf君臨したc 調査の結果，続式石棺墓5基，石主主主犠;長;1 法~ J)接収;および土墳

墓13基，小児妥結基 7基，滞状i星術5条などり透絡が検出され，鉄剣，鉄鎌，欽iiJij先，管王，カ、ラス

J:i，鏡片などがi上。士した。今回の調査にょっと，墳墓の分布状況は密でなふわりとゆったりとした

配置状況をなしていること，墳墓の主体がr~式行棺墓，士横墓であること.~域の範沼jが東西約6りm ，

南北黙]80mの主主がりをもつことなどが明らかになコた。

調査関係書は1)、ドのとおりである。

調査担当 長崎県教育庁原の辻遺跡読盗事務所

(原地区) 係 長 品目y 和明(現文化課係長)

主任文化財保一議主事 宵崎貴夫(現調合号p務所係長)

メ化財保護主事 JIIIJ 洋平(現;文化課文化財保護主事)

1I .fi尾和室(現長崎南高校教諭j

(大}I!地区) 主任文化財保議主事 沼崎 賢犬(現調査事務所係長)

文化財保三重F事 山下支明(現壱岐高校教諭)

議資協)J 芦辺町教育委員会・石川町教育委員会
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2.平成 8年度の調査

平成 8年度は， J.京地反(芦辺町深江鶴亀角l!字原)と原ノ久保A地p<(1日田町石田凶蝕字原ノ久保)

の範囲確認調ままを実施した。原池氏は，平成 7年度の調査を行った台地議頂部で確認された濠や居住

関係の遺構が東側傾斜l討にどのように拡がるのか追求する目的で， A~IkC<の 9 箇所の調査壌を設定

して1，140nrを発掘した。調奈は，平成自年11月5日~平成9年 3月20日に笑施した。調査の結果，弥

生中期から古墳前期の竪穴住居跡L棟，東西万向の濠5条誇忌条，ノト児王室棺募6主主などの遺構が確

認され，濠が東側にのびることと，内i濠内部の台地東側斜田nこ居住域が拡がることが確認された。

i京ノ久保A地区は，昭和52年の調斎で基域であることが縫認されていたが，墳主主の構成や主主域の拡

がりを認べるために， A~G区の 7 箇所の調売績を設定して， 502m2を発掘した。調査は，平成 8 年10

月24日~平成 9frl月:u円に実施した。調去の結果， D区を'i川三として FI玄・ E区で，籍式石宇自主主13

基，石主主土壌墓・ E機墓6基，士墳9基，小児喜善棺墓3基，集石遺構4基，潜 2条の遺構が検出され，

墳墓の主体が箱式石棺墓であること，墓域が東西100m，南北150mの範囲jに拡がっていることが確認

された。 t1i二1:.品は，箱式石棺墓のなかから小型f五裂鏡 11m，後I廿に掘られた土績のなかかり長室子孫

銘の内行花文鋭 lji百，筒形不明青銅器 1点、，碧ユ;製管玉 1}，l，(，ガラス製勾玉 1点，ガラス製丸三五など

が出土した。内行花文j裁は破壊されていたが， もともと;は立完形て

族級の有fカj者の詰磁H葬品てでボあつた可吉能g'l性守が高い資料てで叩ある O この他にガラス製小玉，鉄製ヤワガンナ，

鉄製鋤先，ノト査などが出土し，多くの副葬品を1'1'う菜域であることが明らかになった。

調査関係船主以下のとおりである。

調査担当 長崎県教育庁原の辻遺跡調査事務所

(原地区) 係 長 宮崎貴夫

文化財保護主事 商 信男

)} rli下英明(J究壱岐高校教諭)

ガ I11口 洋平(現文化課文化財保護主事)

(原/久保A地区)

所 長 回111 皇室

謀 tミ 女ー」栄泊， 勉

イ系 長 宮崎 :寅夫

文化財保護主事 白♂ 信男

ノ/ 山下 英明(現を妓高校教諭)

I1 111口 洋平(現文化課文化財保笈主事)

調査協力 芦辺町教育委員会..fiHJ日了教育委員会

3 .平成 g年度の調査

平成9年度は，原地以・高元地区(芦辺町深江鶴亀触、字陪{・夜jJf;)と池田大原地区.!ffiノ久保B地

区(石缶百f石田西蝕字大原・原ノ久保)の範囲確認調査を実施した。
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段、j也μでは，平成 8年度調:A区域の南側を中心として 1• 111叉の言書室墳を設定し，台地西側傾斜起

にIU[><:存設定して6ROm'を発掘した c 1 • lH主でつ正，弥生中期かゐ??境前期の!懇穴tt)J}跡17棟，濠 1

条~ 1持6条，小児妥結E主主主主などω遺精が検出され， iih当跡が多数主重複した状況がみられたc 台地の

東側傾斜面が長期間にわたって居住域として利用されていたことが明らかになった。平成8年度調査

のD[去で検出されどいた濠が， jili何IJU)Il肢にのびていることが確認きれた。また，この濠に沿って小

児妥結系が両岸に並んだ状況で検出され，本来の墓地とは性格が異なることが控測される。台地出伊IJ

斜同のIIIドべでは，調査績の艇が 1mζいう制約もあり遺構の内容がはっきりしないところもあるが，

弥生後期から方墳前期の竪火住居跡の可能性のある落ち込みが4節子i確認されたの尚元地区では 1

.~. Vltベの品i詣所の調奈J践を設定Lて220討を発掘したc 議iをの結果. 1 Þ<と V~;;でピットが，1IJ区で弥

生終末~古墳初頭の合円小児努棺墓2基が続出されたが，そのftilの調査壌では遺構の確認ができなか

ったc 芦辺町の原・高元泡区の認査は，平成 9年11月4日~平成10月1月24Fl t乙実ぬした。

池i日大原地阪は原地区から[乾白にある余地で，これまで調査が実施されたことがない区域である。

そこでの遺構等の綴認ために. 1 ~VIぱの 6 r，主所の謁交±績を設定して2:)5m2を発掘した。 t11j査によっ

て， 1 lぎで京商方向にのびる弥生中期の濠 1条が検jllされ 1・V • VI区ごピツャ治が~:fiヰ検出され

たが，厳子宮、な居住を物語る選織の確認はできなかった。今回発見さ tGk~家は，台地を区切る潔濠外の

防衛ラインのーっこ推測される"この濠は弥生
A

後期には存在せず，短期間に哩没したようごある b こ

の地区0)調資で，環濠内部が主主本的な居住域であり，環濠外-tmに主主域ムコ畑地などのエリアが存在した

ことが推測できるようになったむ原/久保B地区は， Zff札1;;2年の調王寺iで.弥生終末-----[主墳初日許J切の問

調f式系の成人妥結廷が 2基検出されていた場所で，墓fuJiの確認を主体として J~VI区の 6~主fYí'υ)W馬宣

績を設定して49日m'を発掘した。調査の結束，全ての地区ともに遺構は検よちされず 1区から幾何片，

lJl尽から占J員時代から歴史F寺f¥0) ~L:Njf八位どが出土した。石田町池田大原. 1京ノ久保B地区の認査は，

平成 9年12月10日~平成10年 3月6日に実施した。

調査関係者は以下のとおりである。

調毛主fll.当 長崎県教育庁原の辻遺跡調有事務所

(昇、・高元地11:) 係 長 宮 崎貴 夫

文{[";!材保護主事 杉原敦史

刀 j}~ 信男

(池田大原・]虫ノ久保B地区)

設i じ三 安楽 勉

f¥¥ミ Jt 宮!崎長犬

文化財保義主事 杉原 車交史

1/ 凶 f言労

調査協力 芦辺町教育き委員会 e石田町教育委員会
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III 調査

1 .大)11地区の調査

(1 ) 調査概要

当該認変地点は，遺跡の北東部にút置し，標高11c~13mO)台地iこ立地する怖生時代の墓地である。

昭和51 :ff~こは原文化課による範凶確認識査が実施され，箱式石棺系 2 主主，土議墓 2 基，小児き重信墓 4

基が検出さ h，ガラス製勾玉・管支・小五，鉄製ヤリコヴンナなどの両u葬品が出土した。その後，畑地

(604番地)の深耕で出二七した規矩鏡などの底的裁鏡片台鈎鍛&1113点，多数のガラス玉が地刀しの研究者

によコて採然され，有)J特集ttJの墓主主として注目されることになった。この地l，z，立，従来「高原地区j

と称されていたが会名が間違っていることが判明したため，後に「大}II地1:<:1に改められた。

平成 7年度の調室は，墓域の範i号機認と墳墓の内容・情成を究明ナるために調室を実施したG 調査

は，行田町ノ石田商触602番地.60:1 1番地， 604番地.605-1番地， 606需主1の煩1習に， A ~~ J I?':の7

侯iNrの調査績を設定して， S53mzを発好f!ノた。調査の結果，結ェt石棺主ミ 5恭， :[1茶土壊慕，土壌菜およ

び土壌13墓，小児宝霊平百慕 7基 蕎 状j章構5条などの透燃が検出された。副葬品は司鉄昔話，鉄鋤先、碧

王製管玉，ガテス小玉がみられたが，墳主主では伝い/¥1[5互の 1号土機から欽鋤允，鉄主義，丹.1iJ.土器れ

などがHi卜した tを主主主主}れまD1 12<， 1 1 iXで出七し， 604番地と605--1il1't也でも採集されている。

604善寺地の I反では.lii土をブノレイによって選別したところ150点を超えるガラスポ，縦三五製i.{f.Ji--と

主主nーが採取された。今日までの調査によって，本地医U)壌墓が弥生中期後半から後J!JJの時期に営まれ

たことが明らかに伝ってきたが，弥生前期土窯が少量ではあるが出士していて，主主地として利!tJdれ

る以前にも小規核ではあるが人々の居住があったことが分かった。また， fJ形様、石器やブイ 7rr;Ti漆

などのlRTi::1!jH寺代の資料も若 ftJU二した。以下河々の遺構についてみていきたい。

(2) 遺構

①箱式lit官墓(第12・B図)

1号箱式石棺墓(第12図)

A2ばにあるおii官;昆よご， t:~材をほとんど抜さ取られ，側わが s 1;苛所残っている L':過ぎない。思~j主主は

糾丸の長方形をなし，長さL.1.71n，柄。 6mを測る。残コだ松材と小口の掘り方など考慮すると，内法

は長さ約1.9m，東1W!の艇が約O，4mをillilる。東側が西側よりも幅が広く，長単位}j"[r11は東i却!と推測きれ，

主軌方位LDIlO8'EをまmJる。中から骨片少々と弥生後期と思われる上得月が出土して，規模が長大傾向

をもっているので弥生後期後半以降の時期のものと考えられるつなお，これから説明を行う本地区の

石結集，石主主よ:墳墓0)棺材はほとんどが玄武おの板状石を用いている o

2号箱式石棺慕(第12[対)

BH互にあるよi樗慕で，三宝石L-trz目立掃が残っていたに過ぎないが，小L1と1l!U:行は完存していたっ小口・

担iJ石ともに薄手u')j日状石をfお甘し，倶i石には 5枚。j石を)jjいている c. ID身の内法は，長さ2.02m，東

使!の騒O.25nl，15岩dO.:37nlをii!Uる。主主仰UU)幅が広いのでる頭イ立方向は東側と推測され，主粕方f立はNIOl'

-11ー
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表 2.平成 7年度大JI!地区遺構一覧

時実Jj 儲考
~門

学手 r.10 lli!J 

E主 主景後期中日当

鉄鋤先.欽鎌，PJ 塗L'~普片末期中

七相{抜lフ!M，:管少々，弥生土総1-1後期つ

数
一一7

一

一

品

川

ド

一

官

B
一

嘉

穂
一

」干

さ

1

1

2

2

2

旦ーは
|

A

l

A

A

A

計
一

宇治選

1 '守護特n長1 

1号止様2 

ニヒ犠ぷ

土壌4 

lサ石棺装「ヲ

ぞ+長官?

弥生前刻ゴ一部片

後期前二}

弥生七器片

件当空七器片

jJ 1'"ヤリガンす，Jf主主土器片;木干吉宗〉ガラスノJ、三:385

}前期末

i後期

!中期末

|中如来

;中期末

B

B
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2弓b桁墓お 1品

2号+.J康B 2 9 

1 ，~}j 綾茎132 1 0 

丹塗土器片I号1誇B2 1 1 

2号満

査十子J

5τ，t土器片

ガラス/1、Js:51

1サイJ法土填慕|後期?
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3サ土壌1 O 

右指紋け跡管Ji7 ，ヲT主土詩片中期末1-35 3 ~勾正二it官芸

B 5 i fiサ射精主主

1 6 

守王ガラス小去 6，ず胃ドゴによド

弥生土滋片
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後期 P
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7 

1 8 B 5 

1 9 I B 5 4引墳

2 0 ! E 1 i，'七積

E L ! 5号主主村墓

4弓i?寺
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!主主→ Jナ絵査管三，1、日雪j二諒L;;ガラス小玉2仏

ガブス小五19 ~J→宣後!担t}t半

;心市1"J;!ii!跡

lガフス/トヨs.4.鉄如U，ポ川一土器片

後期後葉，，~弥生土活J:\

|弥生士総}i

弥生土器片

後期後葉

後期?

i後期?

2 1 

:l号妥結!扶2:; B 2 

23 1G1 ，j母Ii惜3長

3号土壌事

12 ! s:-l 

1 3 ' B 4 

11 I E 2 
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Gl 2 4 
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第11図 平成 7年度調査検出遺構配置図(1 /100) 

GI孟土層名

l 層茶掲色土層(耕作土)

2 a層暗茶縄色土層

2 b層黒褐色土，管

3 層黄灰白色土層(地山)
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Eを担uる。熟社後期の登片が装行付近にみられたが，棺身が長大傾向をもっていて弥生後期後半以降

の時期のものと考えられる。

3号箱式石棺墓(第12凶)

B5区にある石棺法で，ほとんどの核材が抜き取られ，東側の小口材が1枚倒れた状態で残ってい

4号待式石棺墓

12.'¥m 

三ド謡話語三を与吉三

Q 

121m 

一ι「

竺竺Fヲー二己主テ~-~~~

第13関 箱式石棺墓実測図(2)(1 /30) 
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たに遜ぎない。この小口材は例外的に頁岩をrtjいている。主主撲の規模は，長さ 1.9m，東但uの艇がが]0.65

111，深さO.23m {i:測り， ;f官材の抜き取り痕などから判断すると棺身の内法は長き約1.7m，騒車JO.3m

程度であったことが披減できる。強位は東側iで，主i袖万位はN%Eである。給内から，丹J1Z土21t!?と

碧 E製管支 7点、が出土している。 H塗t.革法からみると弥生中期末ヒ震の遺構であろう。

4号箱式石棺墓(第13図)

GJ区にあるli椋墓で，調賓区tこ半分ほどかかった。棺身は薄い板状石を汗jい，蒸石が割れて脳内

に落ち込んでいる。全形が出ておらず， じ閣の記長誌に箆めた。落塘は偶丸長方形をなし，長さ1.89m，

准定縞約O.7m，深さ仏18mを測る。主謝l方位は， N6n¥ずである。棺身は，l.im前後の長さであろ

っO 棺内から遺物は出土していない。

5 ~苦籍式石棺墓(第13:3ヰ)

G 1区にある行指墓で，棺材をほとんど抜き取られ，東側の倶1)石 1枚が洩っているに過ぎない。ゑi

墳は悶丸長方形をなし，長さ 1.53m，柄約O.7mを測る。棺材の抜きlfj(り主主から判断すると，中自身の内

法は長さ軒-11.12m，南fRIJO)幅約O.25mを減る。当地反では，最も規模の小さいものである。南側が幅

が広いので頭位は雨宮1)と推定きれ，主車出方(ずはN28"¥¥すであるc弥生後期と 2むわれる土器片が出土して

いる。

②干)蓋土綴主主(第15関)

1号石惹土壌墓(第15凶)

s 3・4区にあるそT蓋土壌慕ごある 7枚の板状.6を長楕円形の墓I践に被せ，さらに 5枚の石で覆

っている。墓:tft?lr，主，二段になって棺身に相当する墓績が婦られている。lJlH立H向と推測される東側の

小口部分には，小口と側面に 1枚ずつ[コ!の字形に板状石が配置主れ，特集な形態をもっているo

t'U身の内法は，長さ1.671n，東憾の幅O.23In，詰ささO.25mを担i)る。棺身の主軸プJt立は， NI03'Eであ

る。出 h割引まみられなかった。当地択で明確に行蓋士一墳墓と確認できたのはさ!?遺構だけである。

③ 1:壌墓(第JA・15図j

1号土壌墓(浮n4図)

B2長〈にある期王L長方形の土機長で，丙再現に同日11X 70cmほどのご角形、伏のまiと北東停止に35cmほどの

板状石が存在した。茶績は，長さ L.43m，幅O.85m，深さO.28mを測る。東側小u付近に長さ::lOcmfJ

どの落ち込みが椀り下げ途中で縫認され，両信リノ卜口部分に掘方が確認されたので，木箱墓のT可能性が

高いと思われる。国!葬品は，東側からガラス小五が38五倍以上ー鉄ヤリガンナ 1本が出土していて， j泡

に子]}全土器片が出土している。副葬品の配ii'i.状況からみると頭伎は東側で，主戦方伎はおllZ'Eをi!!可

る。 遺構の待期lム丹主主土器が出土しているので弥生呼1期末以降の時期が推測される Q

2号土壌募(第]史認)

G2区にある士:城主主で， ~巨flllJが大きい長楕円形状をなしている。東Y;M~こは50cmほどの板状石が置か

れ， Tから鉄効i七がtl:l土したo 忌iJ肢の長さ 1.S:)ill，夷担1)の揺O.54nl，採さ O.3rTlを測るコ結床W;Cド央に

径27cmのピットがみられる。 ilU位方向は東{lJ1JとJif，測され，主車出方位はN82VVを測る。慕壌の東ffilに霞

一-23 ←
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かれたfiは， 一種の襟わであろうか。しかし元々石蒸土域若手であったものが'"宝石を除去された可能

性も残ヮている。

3号土壌纂(詳Hl図)

(;1 区 lこんよ百かかった土壌l~-c'， 南北方向をi匂く。長辺の長さは不明で，幅O.5m を測る J 中から鉄

剣 1本と弥生後期後'f期のrfi;杯が出;土Lた。

④土横(第11・151xl)

1号土壌(第15O)

Al区にある土壌で，滞状の洛九込みによって切られているが，もともとは楕円形状の形状をもっ

ていたことが推測される。長さl.16m，幅O.8m，~宋さ O.15mを測り，主軸はN:J2.E を向く υ 中から鉄

主47)七，欽鎌，丹塗土探片がU1土 lノ~ Scrn~15印]ほどの円際(浜石)カ'81国入っている c ，jは元々まだ

数多く存在した可能性をもっており，鉄鋭先，鉄鎌などの出 kを考慮すると墓i或の祭最E関係の土績で

あったことが考えられる。

2号土壌(第11図)

B2区で一部検出された土演で 1号;士城県;に切られているようである。主軸は南北方向を向き，

円塗十一器片が出土しているつ土墳墓の可能性をもっ。

3 号土壌(沼]J~)

B4区のF持疫に一部かかる士墳である。編:17cmを担1Iる。周辺から弥什コ後期後半期の高村、が出土して

いる}十令城主主のIヨ能性をもっている。

4 号土境(第11~1)

B5 区の itι壁に"，\15かかるす二壊ごある。中から弥生後期中頃の土器}tが出土した。土1~主主主の可能回

をもっ。

5号土壌(第1][刈)

Gl区の由主主に 部かかる寸J践である。中から弥生後期後半以降のほ3片が出土している。土壌墓

の可能性をもっている。

E号土壌(第111)0(1)

GIT(のr*i壁に骨日かかる土壊であるの中から弥生後耳目と，思われる士穏片がHLlーしごL迫。υ 土壊某

の可能性をもっごいる。

7号土壌[第1¥関)

Gl院の;Jt¥設にかかる土墳で 2号土壌茶と近接して絞;石が南燃の-{W;，こ被っている。 l有二lL方[wjを

向き，長さ1. :imほどがかかれ幅約 1m 宇誤j る。弥生後期後半以際の土探片がH~土している。墓であ

るか吉fかi河訂Fでない。こω偽:こも， A 2ドjこ2;;札 E1区に 1基の性格T言明の土場?がみられたc

(④主主棺墓場1ト19I')(D

1号室襲棺墓(第16閃)

Al区にある小児妥結墓ごある。査と交を組み合わせた合口主主擦で，下主主の半分ほどと上主主の大半
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が撹否しを受けて欠失している。下泰は円}i'i郊を打ち欠いた査が斜めに据えられ 1.部を打ょう欠いた室

腕 Iご半部を被せて 1:怒としている。主性.~万{iU:;N 119'W， :l里遺角度は39'を測る。;焼成後の穿子しゃ51!]葬

品は認められなかった。下斐の歳lま，形態的に弥生後架1'1"賓の所住であろう υ

2号雪量棺墓(言i16W!)

B 1区にある小児主主格基て、ある。中形衰の口頭部を打ち欠いた鋼部部分を棺として用いているが，

半分ほどをf党首しそ受けて欠失している。検出状況では，てsCg票結であったか有力、判断するのは難しか

ったが，時1Iの登破片が混じっているりで表と賓の合口妥結の可能符ーが高いと考えられる。棺は斜めに

据えりれ，焼J-tiefjミの穿孔が2箇iW認められる。主軸方位i土:-.r114' E，埋置角度は29'を調印。この遺構

は F警の査の形祭から後期前禁ω所耳石とう寺えられる。

3号嚢棺墓 CUH7flJJ

B2区にある小児饗棺墓である o f主主に鋤先形口縁のJj;円壷， と主主に|く jの字形日縁のき蓄を使用

した合口主主結である。病円形の墓横内に， ド宣言は斜めに夜を据え，上察はき空売ニ館所15~20cmはどの

石で固定している。 J:i饗、饗共に焼成後の穿子Lが 1笛所ずつ認められるつ主戦力{すは:-.rZ9'E，J里震

角度は16'を測る。副葬品こしてガラス小玉が191回出土しごた。この遺構は，主主などの形態から弥生後

期初頭から前葉の所足立と考えられる。

4号室善棺墓(第l8図)

E 2l~ にある小児努棺菜である。鋤先形の広lJ去を斜めに据えて下棄とい t察』こも査を用いて合

口察棺としているが，院百Lそ受けていて特に 1-警の残りが:忍い。下警には焼成後の穿子しが 1併ffiJiみら

れる e 主軸方j，rは"f119E，理主主角度は25、奇j測る。副葬品としてガラス;J、+が54低出土した。この童話

棺は， 干警の読の形態から弥生後照目白棄の所産と考えられる。

5号護棺墓(第191翠)

E 2 [乏にある小児察結誌である。日空頭部をおち欠いた円塗至宝をド主主とし，上翠に|く」の字LJ縁の

ミ撃を用いて合口主主総としている。上在日をJ波乱によって創平され 1:主主0)大半を失っているの 下さ警には

l箇所焼成後の穿孔が認められる。 :t市laJ{I[は106'E，理賞角度は57。を測る。下窪内からガラスノトミE

20f固と碧玉製管玉がH-l土している。弥生後期初頭から前菜の所産と考えられる。

s号護棺募(筑間以)

B5区にある完結で，苦おしによってと部大半を失い， 下半部を残1だけである。椋内に17cmx 13叩

の範Hiによ長が成こり，ガラス小五 6点がtH土した。主税方{士はN86'E，理霊角度は60を測る。{口jレン

ズ主主の底部で，弥生後期後半の所感である。

7号室棺墓(第111'2))

G2 区の雨隅にかかった主軌が来日立方向を向く主主結集で，主主 i: 警の合U~喜l'富でめる。下落の底部は

凸レンズ状をなしていて弥守ム後期後半の所京である。この主主絡は，取り l二げずにそのまま筏した。

(9)~渦状遺構(第11凶)

浅く不整形状のお.E区で瀦が 5;佐佐認されている。そのうち. l' 3号潜で丹皇室土器が出土して
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その性格にいる。排水関係のj務ではないので，墓地や壌菜を区切る溝であった可能段をもっている。

ついては，将来広く発掘して検討すべきと考える。

3号室喜棺墓
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5号重喜被墓
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(3) 造物

当地区の遺物は， IR石器時代と弥生時代の遺物などがコンテナ10箱分出 Lしている c

①土器(第20~22図)

各地区出土土器(第20図)

1 ・ 2 は弥生前期のき歪である。口縁端部に刻日を施すが~ 1 (.ま風化を受付不明瞭になっている。 1

はにぶい黄燈色の色識で号昔白土に石英・長石・角関石を含む。 2はに 5;い黄澄色の色調で，日台土にそI

英・長石.Sif:，奈母を含むの日立E2ば 2P同 2はB2RZl号満出土。弥生前期の土擦は， B 11><:ピソ

トとJ[>{からも出土している。 3~10は丹捻土器で， 4 ~ 7は査 3は蓋， 8 ~JOは夜i杯である。色

調は， 10がにぶい検色の他は検色を呈 L，胎 Uこはいずれも金雲母を含台。 4・7・8は1~汚濁 9 ・

10は1号j誇付近， 3 ~主 3 号潜， 5 l-土B4区2h再 6はE2区2I弱から出土した。時期的に弥生中期末

から後期初頭領に土t定主れる c 11はお杯の杯部片で，下半郊から直立ぎみに回出している G !こぶい賛

燈色の色調で，胎土に石英・長石・金雲母を含むの弥生後期1:[1頃のお折、である o 4号土墳からfl¥土し

た。 12 は小形高料、の胸部1波f=íーである。短い柱状f:官から続部は大きく日小、ている。裾)~H)には涜)1足前の

さF子iが3筒所みられる。 総色の色調で，飴土に石英・長石・赤色粒・金雲母を含む。古1童相j頭頃の土

滋であり，墳哀が古墳前期まで営まれた可能付二を示唆する資料である。 B4区2府出土。

ワ f 「 ー三号-i
¥JJS 

~三三正三三"'" 3 ¥-V7 

声者二ぺて7二コ:二二三
f 冶\\ゃ~ン

o 20 c m 
同孟平日ニニ; 十 J 

第201l費 出土土器(1 /4) 
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1号室豊棺 (第21凶)

ド主主は，口頭部を打ち欠く査で，頚目同界に 2 条の台形状の突帯をもち，胸部にも突帯が~Jげ落ちた

疫を残している G i金色の色調で，飴土に石英・長手jを含む。上婆l土体f翌日 i半を打ち欠く査で，後tH:ーの

f覚乱tこよって1阿部下半部を欠失している。月間中伎に「ゴ」の字形の突帯を有する。援色江)色調で，目??

二i二に石英・長石・角閃石・金主雲母を含む。焼成後の穿子しは認められなし"0 5Jj\~:t-:.後期中頃の資料であろ

つじ

2号黍棺 L第21図)

夜と主主の合υ警棺であったが，上喜重は後世の撹古Lによってほとんど無くなっていたc 下警は，体上

部をrrち欠く奈で，胸中イ立に台形状の突帯をもっ。棒色の色調でー胎土に石英・長行・魚河右・金主主

母を台、む3 腕ド半部に焼成後のきF孔が 1t省所認められる。弥生後期前葉の資料であろう。

3号嚢棺(第21[，，1)

ド青年Lt，ほぼ完形の広口療である。倒卵形の胸部向、ら頚古15はi主立ぎみに立ち上が Y)，口縁は朝顔形

の大きく開く O 口縁は』巴厚きれてl勾而に段を有し，鋤先形口縁の形態を残している。口縁椛;部には刻!

日が斜めに施きれている。即日~'i'1立ときI¥sI"J界には 1条ずつ三角形の突J貯を有するの器出jは， 49.3cmを

測る。 1登色の色調で， !J台ゴニに b英・長石・金雲母を含む。日間下端部に;焼成後の穿孔が 1箆所認められ

る。 jーをはく Jの字形口総のき華で，胴上半きsに丸く張りをもら，口縁端部l主主Lくおさめているc 樟

色の色認で，!出土に石英・長石を合、む。 腕下端部iこ焼成後の~子しが l 街所認められる。日間外国には煤

が付着していて，日用に使用Lたものを利用している。警は，弥生後郊初頭から古Ii主主のお三瀦式の資

料である。

4号嚢棺(第21関)

宣言と去をの合口髪結であったが I~.護は主主りが惑いので，下窪をのみを路市した。下要は，倒卵形の

胸部から5安部が直立ぎみに立ち 1:が札口縁;士大きく飼いている。口縁は肥厚されi人!百にi段を有し，

鋤先iiラロ縁の形態を残している o ，ql司 rr1位と頚桐界に l 条ずつ[コ j の字形のき足帯をもっている。 ~ii高

は53.6cm を mHる。楼色の色調で，目白一士に石英・長石・戸JI)~石・金雲母を含む。口議j部外I両には丹塗が

施されている。腕下地部に焼成後の穿干しが 1[富所認められる。弥生後期自立葉の資料であろう。

5号霊童棺(第22図)

ドき警にPH京王室， 1:警に「く|の字形口縁の繋を用いた合口婆椋である O 下饗は，口銭高官を打ち欠い

た倒卵形の腕部で， .m司中位に「コ jofi':形の炎帯を 2条施している。腕 t干の災帯から上部』こは丹塗

が施されている。 険包の色調L'，胎土に石英・長石・金三雲母を合む。内面;土， 25表がアパタもたに剥落

している。廊下半部に焼成後の穿干しが 1i盗品rr認められる。 t，1警は， 1 <JO)字形口縁の王室で，後世の撹

再しによって体下半部が無くなっている。:阿部は丸く張りをもち，円縁端吉15を式しくおさめている。浅黄

後色の色調で， J治士に石英・長むを含む。焼成後の穿孔については体 F半部を欠損しているので明ら

かではないc この婆f;t，弥生後期初頭から前主主0)高三諸事式の資料であろう。

このf出こ丹主主主'W)とI品例代2)の口縁部破片が出土している。 1は郭顔形に広がる丹塗去の口縁部で，
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端部に刻目が施されているコ憶色の色調で， E台コに{-]英・長石・金雲母を含む。ト獲の打ち欠かれた

口縁の可能性をもっ。れま，丹検柱、杯の宇f;Ji5Hである。口縁は「く J字形に屈折し，メしみをもっ身lま

わりと深い。 H耳褐f立の色調で，胎土に石英・長石・c$;:i雪1'1を含む。

E号喜善棺 (第22際Il

体{、半が残る王室棺で，休部l土芦Lく張りをもち，底部:土凸レンズ状をなしている。;こぶい責務色0)色

調で，日台十戸に石英・長石・角間石を含む。焼成j支の穿孔は認められなし'"弥生後期後半期の資料であ

る。

②1:1探(第23図)

l'~ 3は，台形様石器で司いずれも{日UiZliJI5の 方?こjえりが入って刃在日は斜めになっている。 1(.;t :1 

号石棺墓， 3 Lt J区出土。 2は605-- 1需地で採集された資料である。いずれも黒1寝出裂である。 4

iム横長剥片を利用したナイフ形石言語で破璃質安山岩裂である。片側のjlliJ辺古15をプランテイング調整

し， 手方。〕側辺が主]郊になっている。 B:1 r;>{ z脳出土。 5は黒曜石製の細石刃核で，全体の約 1/3

ほどが新しく欠失している。 E3区2府庁Lt'::'0 6・7，土黒躍行裂のサイドスクレイパーで 6はWTI側

辺に iは片側側辺に刃部をもっといる。 6は5サi毒 7は2弓子l"1]¥:石棺主主i:!jニ土::'0 8・9I立，黒!{白石

裂の石室族である。両者ともに、F基式の三角形鍍である。 8はJC<:2層， 9~'主 B 1 [丞t.t~ニヒ。 10は頁右製
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の鮫石である cillil辺の米分ほどに使用に~る痕跡が認められる。重さ 275g を泌る。 135] 届出土。 1~9

の石器IJ， 8・9のれ絞を除くとi臼石器時代の資料と考えられ， 10もその可能性をもっている。

③金属器(第24・25図)

青錫器 U~'l 241幼

1 '<lは，青銅主主片である。 1は， 1]区1作

と銘文の =部zなどがみられる。全体に黒みを帯びて'朱がイ付寸着している。 Rm711和5孔1年;にこ採毛渠長された円E函雪

規短凶f神中宮鈴竜の一古部甘と考えられる o 2は， 604番地で採集された鏡片で，縁の→lljjと柄1歯文，雲2詩文市の
、ι)，J

渦文・斜角線Jどなどがみられる。向村秀典氏。j分類の四葉Jili内n花文鏡lV式に相当する資料であろう。

3は， D llXで出土した平縁日)鏡片で，櫛術文が一部うかがえる。[両径18己m前後奇測る。ドヨ行花文鏡

の7可能性が高いと考えられる。この他に鏡片は， 1 1阪から ll(出土し， 604番地で6点， 605-1需

地で 2点が採集されている O

鉄器(第255司)

1は，切先部を欠失する9¥Uである。現存長22，6cl日偏2.8cm，Jlj.さ4m引を測る。葉百訴は短く，長さ 2

C111，阪 2C111亭illiJる。去豆剣で茎部の短いタイプである。 3-0土壌墓出土。 2[.ム先端と基音f¥を欠失ヲ一る

欽鉾である。 現存、長14日1，刃Ul5幅2.9cm，茎部幅i.4cmを測る。 605， 1番地で採集されていた資料であ

る。;)，ま，先i悼の→s15を欠失ずる以外はほぼ完存証〕ヤリガンナである。現存長18，4crn，鱈1.6crnを測

るつ ]号土壌墓出二L 4は， 先』端崩を欠失芦 る調鎌fである O 現現l存j長台乏ミ]日5.6恥口印叩1ηn，刃i郊甘切i幅2.7c仁口印cmロm叫n，基L思E音部:幅3.4an

厚き 2附附iを担測IJる。 Hづi二墳山 10 5は，鍬光てー刃ms欠損している。現存長SJl口n，梧g，8c却を担IJる 4

の鉄鎌とともに 1号j壌から出:1二したυ6は，片側のtJrり返し部分が半分ほど欠失する以外はほぼ完

存の鋤先である。部分的に水質部が残っている O 長さ6，2叩 1，幅 9cmを測る。 2号士犠主主の中宮外副葬品

である。

こにとこご二コ と士士こっ) 2 

o 5cm 
ト←ーへ守一一一 亡二三

第24liil 出土鏡片 (1/1)
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④装飾品(第26~2ß同)

今回の言局員正で， ;ri製勾玉・管~E~，ガラス製小ーもが79り点);(1 出t:および採集されている。

勾玉(第261'xj)

1は， 1 pz:から出十，したJl更玉裂の勾JL片であるofL古!iと尾部を欠失していて，現存長2.2cm，子L部幅

O.8c田を担1るむ

管宝<1u26凶)

2 ------8 Lt， ::j号{:，棺墓から出 Tーした 7占の誓J玉製管玉であるc 長さ;=J"'-~日 mlll ， 1:壬 3Inmをi.tmる。この

資料以外に 5号議中官墓から管玉が出土しているが図示していない。

3号土壌墓出土ガラスミ丘(第261斗)

9 ~12iム 3号 L坂墓から出土したノトゴゾケ 9・10は径 4~5mmで， 11 ・ 121土径 2 mm以下の短小二五

である c 9 {，;;青緑色， 10と11は淡青緑色， 12は紺色を呈寸る。

3号護持基出土ガラス玉(第26f斗)

1;i~3Hむ 3 号察棺墓から出ゴーした小五である。 13~22は不透明の紫紺色， 23------25は紺青色， 26は

不透明のアズキ色， 27'~31 は青緑色をさ差する。

4号養中宮墓出土ガラス玉(第26['，¥'])

:32~幻は 4 号妥結慕から出土した小玉である。:ロ~691土紛色， íO~'-/t) 2 は淡緑色， R3は不透明の薄

し〉必黄色を呈する O

5号室善熔慕出土ガラス玉(第26関)

81へ 10l!土 5弓き霊平吉墓から出土 Llこ小jiである。20点以上出土しごいるが， 18点を図示したo8.1~.lOO 

は淡青緑色， 101は濃い青緑色を呈する。

E号室量持募出土ガラス玉(第26凶)

102~ 107は 6号祭給基からUHしたガラス小主であるo102・103・1071主総資色， 1 (lol~I06は総色

を♀令する。

1号土壌募出土ガラス玉(第27・28関)

1号土墳墓では，ガラス小玉が385Jよく以 t出土したが，そのうち20的9

117~20前7(.は土 7泌災青緑f色主， 208・209は子号緑色を三ーする。出土した'385点そ区分すると， 事甘色系が276;:X以上，

淡首緑色系が106i!.ペ，青緑色系が3点という内訳になる。

設 1 悶村秀典「後渓主査の!~i年J I国立歴史民俗博物館研究報告J第55集 凶立歴火民俗博物長官 1993 
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i4) 小結

今回の絡Ufif譲認訴査によって，墳墓が603 1， 604，ω5-1番地の畑地でj産認され，ぷ域が東間約

60m， i~司会if:約80mの紘一!需に初、がりをもつことが判明した。墳墓の構成をみると，成人Jねま妥結で与:く，

箱式行総墓と土壌墓乙がJ小児墓は日用の:t:l1fi在転用した主主棺主主であり，成人主立において警棺がj体

である北部九州地域とは呉なる様相手ともつ己とが明らかになった。 Llftii基のなかには 1号土議県;ゃ

昭和51年度調賓の第11試掘横I号オ墳墓のように木棺!義の可能性が高いもωも認められる。また 1

号:{i蓋{二1境基は小口付近にだ、Uiこi1i状イτを用いているが，、ド成 8it度;こ51前夜したt61ノ久保A地κでも

i山j小口に板状石を用いる石室す墳墓が 2基，片側小口に板状石を使う石;誌とお古a1が 1基あって販の辻

遺跡にみらfしる石室士墳墓の特集な形態例として指摘することができる。

境慕の主き出方伎は，新式イ寸守官墓と土壊墓が 2j)iJJを除き東西)j向を向さー 30'(/Jj/K幅範囲に集'11してい

るつ妥結墓も東西万向奇向き4Tの振幅mIT閣にほとんどが集中している。主主棺のj型ig角度は， 6っから611

まで1司会4析がIJ，、t) 0 

墳*'1;の分布状況は，北部九州地域の饗fH主主地のように過密でないわりとゆったりとした自己流状況

をもち l号 1-J為墓と 2号j壌 2号土墳哀と 7号士j演が切り一台っている{也には境基関係の君主後状況

は認められない。滞状遺構からは，?下生中期末び)丹i手ょとま号が出オしているものもあり，と号花や主Z域・

Jil誌をIX:画する泌であった百j従件をもっている。

大jllYJllパは司昭和5l年の謁査成果などそ併せると， j臨i載品として円国規矩四千申銭，内1J花文鏡など

O):INili関銃，沼産品として有j'{，J銅謝i!，ガラス生J二五，その他に剣・鉾・鋤先・鎌・ヤ:)ガン?の鉄器など

翠京な副葬品をもつことがこの地iぺのわ徴として指桶できる。幼小児墓までガラス五が冨IJ務されてい

ることを考寂すると，有力な集団によって営まれた慕地であコたことが考えられる。本地区は， ]8、生

前期j!::I土小規艇な居住があったーとが硲認されているが，墓域として利用されたのは主に抗生小期末

から弥生後期後半期であって， -IS墳前期初頭頃に豆で存続したようである。 才一いに605"l {言地位ど会

中心と 1ど墳墓遺構is残っているので，将来の整備などに伴う詳細な調査によって遺跡の構造が明ら

かにされるのを期待したい。
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石精墓土墳墓の主軸方位(平成 7年度)
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2 .原ノ久保A地区の調査

11 ) 調査概要(第30. 31. 32図，表 3) 

日召幸fl52年度の長崎県教育委員会ω原ノ久保A担いくの調室によって，箱式石棺ßi~ 4-:製ーが検出されてお

り，墓域であることが様認された。その調〆白?では精盗を行わず，そのままの状態でj/Jlめ戻している。

今凶l土， l宗ノ久保A地区を対象としてー if4域の範図こ内容を縫認するf:めに，章E図確認己骨堂をf了った。

認査対象i也氏は，遺跡雨時計にある大111橋付近から，北側に広がる襟尚15m前後の台j1flで，湾問tj:，宅

地や畑士tilとして利用されている。 己刻表区は，県道勝本・ 1"-i田線右挟み A地区からじ主主を設定し"白2

m3を調査した。 A区は，東西幅4.()m， r:1~ヒ I!白3.0m" B~主 l主，東西幅l.Om，南北幅20.0m" C~えは，

H三岡柄1.0m，南北橋20.UmQ D区i土，当初lz束尚幅20.0m，ト詰北限lo.()mに設定していたが J霊絡の

状況liit認のために調査区を拡幅して、最終的には39(hがとなった。 E区は，京子育信2.ihn，南北幅15.0

lno F区は，東VEil:品2.0m，南北阪5.0m"Gkくは，東F可阪J.Om， rH~七戦記O. (lm である。

(む各調J杏区ごとの誌H空機姿

AIAは，遺構の検出，遺物ω出土，ともにみられなかったO

Bp!."は，遺構の検出，遺物の出士，ともにみられなかすたc

CIXは，遺構の検出，遺物の出七ともにみられなかった。

DI又は，箱式石松墓・石主主土犠墓・十」蹟墓・土垢;・婆校fよよ・集úi皇tf~ ・慌が検出された。遺物は，

功、'tJ二認・石器・鉄総・青品rJili-i.装飾品が出士した。

EIX.Iま，潜が検IUされた。遺物は，弥生t苦言が出土したわ

FIXは，箱入石松墓・号室棺墓を検出したo

(;[;';1ま，弥生土器が出土したコ

さ〉基本土!守

D R<:は，大別すると 4 層に分かれる 1 層は表土。 i~\t乱をうけている。色は，灰褐色とにぷい黄楊

色に細分される。 2層・ 3届i之，黒褐色士:で弥生時代ν〕遺物がIILL:しているが， D区l土，畑として利

汗jされているためにj道返しされており，厳主任には包台!曹とはいえない。 1層は，にぶい陪干母色土の地111

である。

E区は，大別すると 5!単に分かれる。 1 崩は，表十。 2 1\'ヨ 1.1:，に-S~い黄燈色士。 3 層は，黒褐色」。

弥生土器がHt:Lしている。 4.Ì1~!j は，崎得色 L 5隠は，号;褐色土(f)片!uJJであるO

F区lム大別 jると 6婦に分かれる。 1I~語は，表土。 2 暦は，炭化物を合む暗殺}-(!d". と妙粒の混じ

る褐色上にj 自分される。 3 婦は，渇色まで弥生二!こ~ーが出土している。 41出土， t'区;褐色土υ51守は， ff奇

褐色土。)珂!llJであるの

c区U.，大別ヲる ζ7凶に分かれる。 11再i土，表1:.0 2居は，褐-tsJ二。 :11自立精字詰色土υ4層は，

塁手毛色土で、弥生士号告がtH土している。ら出t土，黒褐色土。 6JtH土 4・5・61語の混在 7層は，

地 山でにふ;い赤褐色をしている西)
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表 3.検出遺構一覧表

ト型空豆一ミゴ竺名|
D Iメ H手石棺墓 | 

2号石棺主主
ト一一一一一一 一一一…ー

3 t~~FL不自主

I ，1号石棺募

:，号石棺菜

[ 6号石i1結墓

7対石十戸支

出 f濯物・副葬品 忽円
J

; 一丁一-

J一 一一一一一一一一-

j硬玉製勾玉，碧王製管王 | 

自号石相主主 | 小型f方製鋭

9号正i棺主主 石1'e;;材の掠lア跡あり

川号石棺;壊

I 1号石精慕 I 1i棺材。)抜け跡あり

川対面喜一一十 七民団内鴨引!っている

I l号む遊士墳慕l ガラス製小玉

I :2 ~じ盗一七墳;長i

!3日義上原慕|小震 で 刊 本 抑 制 跡 あ り

，j号石素主考古墓

「扇函2示i京三

基一機
一
一

士
一
茎
一

葦
一
填
一

石
一
土
-

1
1
一

鉄鉱・欽鋤先・小鉢

l号」ー塙

I ~号七J属

同:ιγ
L 

←一一一」
[ f:きま・下斐，廷を佼府
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I 3 表土

I C 灰褐色土(ややしまっている)

C にぷい黄褐色ム(揖1s1愚)

I e ?膳と I，庖のi昆荘

2 ，異褐き土

3 褐色土

4 暗赤褐色村土層(地山) o 5η 
トー一一ャー一一 一←一 一+ 一一「一一_.ーイ

第32図 D区土層図(1 . 8日)



(2) 0区の遺構

①和式石棺墓

1号箱式石棺墓(第33図. P L 14) 

謁査l5Zの北西部 6 号符式石結主主と→liij主主なる形で検出された。昭和S2iN宣 ())ã!~J査 e検出された第

3号fi棺墓とド司会である。菜の平iiiiiま，偶丸方形をしている。権身の長~む司法は，推定約1.6m，続税

内法はO.32mを凶り，主主軸は， 1磁北より東にHiT傾いている G 行給料は，板状日〕石が使用されており，

f官身部は，賄側に小口材が l 校，側f;'，それと敷行が棺床:t~として残っている。遺物は，出土してい

ない。 (西)

2号籍式石棺墓(第33函. Pし14.15) 

調査じ互の北西部で検出された。昭和52年度の調査で検出された第4号石棺墓とl司一‘である。基の平

[白iは，隅丸方形をしている。粒身の長袖内法は， 1.75m，短軸内法はO.32mを阿久基軸は， 1滋:lr，よ

り東に177'傾いている。結身iii5は，残りがよく，厚みのある蓋:CI，敷石，側石，小口材，全て残ってい

る。遺物は，出土していなし'0 (O6) 

3号線式石棺墓(第34図. PL15) 

調査阪の南西部で検出された Q 援の半i向は，関丸fゴ形をしている。熔身の長組i内法は，推定約1.34 

m，短軸内法;はO.21mを図弘主主軸は，磁北より東に142-j頃いている c 棺身部は，北側に小LI材が 1;枚

と，側行，蓋石が 1枚，それぞれ，厚みのあるものが残っている。遺物は，出土していない。(西)

4号籍式石棺墓(第34図. PL15. 16) 

薄い板状の石を利用した箱式石棺;廷である。 1??石は， Jtf~Uに一枚残るだけで，消滅している。小口

石は南側にふ枚立てられ，掘り方が舟形に対し， :;Jtjl日Uiこは夜かれておらず，橋円を呈している。南側

の小じl行も，坊iり片面iよりやや内側にui:ぼしており，後に動いたと考えられる。稿!末には，板石が数

かれている。 長軌I}司法上72nl，t号制i内法人最大幅O.3m，深さ約0.2.'lrnて+副葬lTiはないじ (安泰)

5号箱式石棺墓(第35隠. P L 16) 

調査区中央{IlJ1寄りに検出された。慢!j石が一部残っており，慈の平面は，隅JL方形を Lている O 長戦

内法は， 1. 93m，短期由内法は， O.26rnを関る。基車lJは，話ii:1じより東に20傾いている。遺物は，出+し

て い ない。(凶)

E号箱式石棺墓(第35図. PL16) 

調書正区のj七時国~， 1号籍式石棺墓とゐ部豆;なる形で検出された。昭和52年度の議韮t'e検出された第

2号石棺廷と同ムである。墓iω、!ア而l土，間)LJjJf;;をしといる o ti自身の長斡内法は， L15m，短軸内法

はO.32m を~り 1主総 l土，総北より凶に35傾いている。石棺材は，板状のおが使用されており，??官身

部は，筏りがよく，南北に小仁]材が]枚づっと，側石，板状(})j3宝石が残っている。硬玉製の勾::r~，碧

玉製の管去が，それぞれ l点出土している。(凶)

7号籍式石棺慕(第36図. P L 17) 

諮査E歪の~tÊ宣言[5で検出された。墓の平百買は，日f:1~1しノゴ形をしている。終身の長期出内法は， l. :3umラ持j
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車問内法は0.25mを図り，基軸は，磁北より東に16Jυj[，((¥，ている。棺身部は，南北に小口材が 1枚づっ

と，板状の側石， I享みのある王宝石が残っている。 造物は，出土していたい。(商)

E号箱式石棺墓(第36図. PLI7. 18) 

今何の言問査r<ーの中では，ほほ'11央lこ位ほする。本体部分を囲むように一段削られているが，北部ifで

は消滅している。棺材は，比較的大形の板石を使Ifjし，しっかりとした長方形のJ対立にfJtげている。

義石は，半分ほどかぶるが，あとは動いており，松内にも残る O 偲if行は， J.¥'llii 3 i枚組になっており，

小口の隅にあたる部分は小さな行をいれ補強している。棺床は， 丁寧に村長行が敷かれている。 南側小

口から約O.25m離れたt宮内の床;こ援して，ノト烈イJj!製鋭が I国j副葬されていた。事tは，由径約7.6仰の内

行7E文鏡である。石惜の長職内法は15rn，主豆執内法!土， O.2Sm，深さ O.3mで，小仁H白は匂 I~}ま正方

形を呈「る。この遺倍は，検J17遺構のほJZ中央 (.~{úJをすることに加え，段そ持つこと，さらに，東西

両北の同一自に集石を意図的に配したのではないかと思われ，副葬品から察すると，集団子ょの中でも特

別な被葬者であったことが窺われる。(安楽)

9号籍式石棺墓(第37図. P L 18) 

調査区の中央東よりに検出された。墓ω三[e阿は，偶丸で，台形状をしている o f自身の長鞘内法はち

uヲ4m，短車由内誌、l立、北側古l().:3llm，商慣れま0.451ηである Q 基軸は， li詠jじより東に13:1傾いている。石

棺材は，板状のイ干!が使)刊されており，棺身部は，南北に小口材が 1枚づっと，両側に担if石，板状の蒸

右が残っている。東側・西側には，側石の抜t1rt持がみられる。濯物は，出土していない。(雨)

10号箱式石棺墓(第37図. P L 19) 

諮奇区の北丙部で検出された。;基の、l'弱l主，民1iメL方形をしている。結身ロ〕長納内法は， 1.62nl，短

勃[メ司法はO.3m を i沼り，蒸軌は，磁:l~より来に 121'傾いている。松身部は，南北に小口村が 1 枚づっ

と，側石，板状の蓋石が浅っている。 j'也の石棺材によじベて小ぷりなものが多しその代わり数が多い。

遺物は， f~r土していない。(高)

11号籍式石棺慕{第39図. P L 19) 

調交区の北何一部ご検出された。墓の平面ーは，腕)Lfj形をしている。棺身郊に，小11材と側石の抜け

跡がみられ，長軸[人J法は， 1.17rn，短織内法は， O.22mを図る。基l院は，正法j七より束に20今傾いてい

る。遺物は， H.i土していない。(同)

12号箱式石棺募(第38図. PLI9. 2日)

調査区I.~j東部で検出された。墓の平面は，総主L万形を L ている。長甲ifo内法i土，推Æ約1.72nl，ね納

内法は， O.'lmを図る。基軸は，穏j北七より東tにこl凶69

助跡iがみられる。結身古部1¥が， 二土t士:勝駿亀によつてI;!切j刀jられている o J遊宣物iは土出H土lしノていなしい'0 商)

③b葦土横長i

1号石筆土壌纂(第39図. P L22) 

叔石を鏡板状lこ重ねた石釜士境基であるρ 南側の 4分の 1Iま耕ffょにぶつて当日られ，段売がf、ii，~てい

る。小口石は雨漏とも抜かれているが，掘り万だけ残っている。土績はほぼ長力、形で，南側が若干狭
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くなっている。全長1.7m，最大幅O.5m，深さ約O.2m。士一駒内からガラスボ 51:;11が出土。時期は弥生

時代後期終末駁と17えられる。 (安楽)

2号石蓑土壌慕(第40図. P L22) 

制夜区南東部で検出された。土墳の平面は， ~'j時丸方形をしている。長前b内訟、は，推定約1.71m，短

戦内法は， O.54u1をl立jる。基軸は fj誌北より凶に17'1頃いごいる。ノj¥口材は 2枚筏つごおり，北側は，

Nみのある石材を用し"詩句Hふ板状の右を使用している c 蓋石は， sl五みのあるものが残っている。

遺物は，出土していない。 (凶)

3号石蓋土壌墓(第40a1l. P L23) 

このお蓋土墳廷の土Jfi~~ :t， 長執内i去1.8m，知事由内法O.26m，深さ約O.35tnで，南側の小口中央に]

枚の1iZ-iJがなてられごし A る。全体のJf~状は日'JtfL方形ご，北:tliJは楕円を立している。!面には 5 枚の

絞状のむが一部警なるように撞かれている。 七壌中央の床面には，副葬品として小形夜が 1点、選かれ

ていた。)の讃の底には，小指大の孔が穿たれている。遺構の年代は，同j非日lから弥生終末頃と考え

ら れる。(安楽)

4号石蓑土獲墓 (第41図. P L23) 

調査i丘中央南寄りに，葉わが， ~喜ち込んだ状態で検出された。南側は，新作による自I1平をうけてい

るが，土壊の平面は，隅丸方形をしている。長軌内法は， 1. On1，短軸内法は， O.3m母図る。碁申告は，

E謹二iiAより京に142領いている。遺物¥-;i，I_nていな V'Q 丙)

5号石蓋土壌墓 (第41図. P L24) 

調予言区のほぼ中央 Hサ箱ュえ石干:1'01"ぷぴ)北側に検出されたο と績の平itrii土， I寝丸の台形状をしているη

長制l内訟は， 1.OlTI，短1袖内法は，北側1I.，11m，雨ílfiJO.6m を図る o~執は，磁:jLより東に150"傾いてい

る。議石が，数枚士横内に落ち込んでいる状況がみられる。遺物はれていなLi ， : ) 同 )

③士域整;

1号土療慕 (第42図. P L24) 

調査区の中央部，やや北京よりに検出されたo J二j貨のエド}主jf:t，限式L(/)~h形をしている。長中車内法は，

推定約().96m，短翰内法は， () .19mを図る。萎納lふ悩北より東lこ158"f!tlt-)ている。七時迄PZJに際か1交t:f

込主れており ，IJ、鉢が 1点，鉄製力形織先が 2}{:ん秒、鈴が l点出土している tコ

(主〉日賢(算~:U~ 38~羽)

1号土壌

長径約2.I f:m，短1ì'í"(:J の 51n. 深さ約O.087m のJ~.JL方形の+.~演である。 造物は，出ゴーしていない。

2号土猿

長径約1.04m，jiJ.係長('JO.96m，深さ約O.359mO)楕円形の士墳である。遺物は， Hi士していないn

3号土壌

長径約0当2n1，主豆f歪約O.7m，深さがJO.163m心不全書彩の土15dである。透守男JL出土していなし)<)

4号土壌

~72~ 
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長径約2.5nl，短筏約O.4m，深さ約0.291mの際立し方形の t墳である。 遺物は，出土していない 0

5号土塘

長径約2.5m，短筏約仏74m，深さ約O.057mの不整形の土墳である。遺物は，出士していないの

E号土墳

長径約l.86m，短径約O.54m，深さ約O.136mの不整形の土壌で、ある。 遺物は，出土していない。

7号土境

長径約O.76m，魚沼約O.6Bm，深さ約O.114mの円形のよ壌である。遺物は，出土していない。

B号土壌

長径約1.08m，短径約O.68m，深さ約o.16mの陪円形の土壊である。遺物は，出土していない。

9号土壌(第38図. P L 19. 20) 

12号結式石棺菜そ切る形で，検出された。 長筏約1.55m，短径約O.9m，深さ約O.32mωPl形の土壌

である。遺物は，内行花文鏡 1面(後漢鏡)，ガラス製1;J去 1点，ガラス製丸五 3J:i(、，碧三瓦製管五 1

点ー筒形不明青銅器 1点，その他多くの弥生式土器，石器がwr二i二している O この土壌は， 13号箱式石

棺来。〕行中官材y目抜き取られた後に撮られたと考えられるところから，後世に掘られて，その際に出土

した遺物を投げ入れたものと思われる O
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(⑤楚棺慕

1号護棺墓(第43図. P L25) 

諮査区の"11央 4号石室主士f境基の北側tこ検出された，西新式の者を下窪とした小児港棺墓である。

ヒ3警は，体下半部のみを利用してとき警としている} ドき室内には，機や板状の石が落ち込んでいるが，

もともと楚棺墓の Uニ襟石として置かれていたものが， ~喜ち込んだ可能性が高い。下婆には，中央よ

り東に jcmほどの{立i置に，穿孔と思われる穴が認められたり基軸は， EHi北より束に5(rjtll:いごいる。埋

誼角度は， 25"である O 遺物は，出土していない。

2号室童精墓(第44図. P L25) 

詩情主主区のi台東一部に検出された，丹主告の主主合口縁王宮を沼いた小児察担弘主てゃある。ぼぽ，直立している。

理i置角度は， 90ザごある。 造物は，出土していない。

⑥集石i塁機(第45[勾)

8号箱式石棺墓1;-収り凶むように検出された隊群てマ必 G

1号集石

;村守官のi省担U.こ，東凶がH.8m，南北約1.0111にわたり検出された様群である。

2号集右

ィマ棺の西側に，東凶約1.3n1，南北約I.5mにわたり検出された際鮮である。

3号集石

石棺の:lt僚uに，東~î*!'i l.6nl， wj;!七約0.8mにわたり検出された磯群である 0

4号集右

./i棺の東側に，東凶約O.3rn，j1(:i北が10.3mにわたり検出された磯群ごある。

⑦溝

1号溝(第31図)

調査p<の南河在日に， 3 号箱式石棺墓に、ドfi~こ北西か九mmに庄内る JIラで検出された。上!刺画。 3m~"v

O.'Jm， Tlliî幅().2m~().4mo 造物は，出土していない。

(3) 0区の遺物

①土器(第46. 17図)

1から 6ii， 9号1撲から出+した土擦である。 1・:2!主，警である。 1は，弥生時代中期の須玖

1I式の丹訟の鋤光状r1縁を持つ饗ごある。 IJ縁部直下に断面三角形の突帝を持つ。口縁端部;ま，やや，

たれており，刻み目が施されている。胎 u土，明褐f立をしており， ~rî!丸・長石・金Z53f迂を含んでいる。

~ iお弥生向代'1 1郊の~f1玖 I 式の警のほ在日である。器表は， )百¥1七している O 治士、lふにふ、い1陵台をし

ており，石英・ 5ミ石を含んでし〉る。 3~6 は者であるO 3は，弥生時代後期の鋤先状の仁i縁部を持

つ大形の査である。口縁部は，大きくタトに張りtJjしており，口長訓告rriiiこは，実ijfjが施されているじ全

体にわたり，ハケ自が見られる o !J!f肉は!草VlO ，~Ú七は，あらくこぶい黄際色をしており句石英・長

石を含んている。，j，;1:，弥生時代中販の丹さきの袋状Lゴ縁を持つ査である υ 口縁者品現Hふ!ゼ湾L，メLく
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収まっている。胎土は~耳赤褐色なしており，石英・長石を含んでいる。 5 は，弥生時代後期後半の

複合円縁をもっ査である。口縁端部は，外湾しており， 1.1，く収まっている。胎士はこぶい桜色をし

ており，石英・長石を含んでいる。 61j:，弥生時代中期ω5Ji玖 I式0)普賢の応部である。器内は淳く，

体下半部は，大きく張り出している。潔表は，風化しているが， 部にハウ仔がみられるo ij台士は，

袴色をしており，石英・長石を多量に含んでおり，角関石も見られる。 7は， 1 ~号と横家から出土し

た弥生時代後半から終末期の身の深し刈、鉢である。体1二三子部はーそi;f主りぎみに従っており， 1本ド三14

郊にはススが付着している。日縁端部は，平坦に収まっている。平底が，わずかではあるが残ってい

る。飴土は，にぶい黄検色をしており，行英・長石・金妥f迂を含んでいる。体ド半部にiよ，穿子しが 1

箇所みられ，内側にも穿ずし途'1'と}己われるくぼみが 1f奇i]riみられるが，祭請Eの際』こ使用されたもωで

はないかと考えられる。 8は 2号石葦土壊芸、かちj甘仁した弥生時代終末期の丹塗の小査である。口

~~ 

2号室言椅墓

一一一一一 一一一一一←~生主F

o 50cm 
』二二二Z 二二二平ニニ司二二

第44図 。区護棺墓実灘図'4}(1 /10) 
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縁tii5Li，吉町しており，口縁J器部は，ヌLく収まっている。腹部は， fLI売である。給土は見赤褐色を

しており，そi英・長討を含んでいる。体下半部には，ススが付着しており，穿子しが l箆所みられるが，

祭紀の際に使用されたものではないかと考えられる" 9は，弥生時代中期の付塗の鋤光状口縁を持つ

高杯である。口縁部はー肥厚しており，口縁端部は，丸く収まる。添表は，風化しているが，内側に

は丹が残る。飴土l土，にぶい楼色をしており，石英・長Ti・金雲母を合んでいる。 10は，弥金時代後

期中葉の高杯、の口縁部である。 目白土は，にぷい袴色をしており， f-{英・長石を含んでいるハ 9. lO(土，

日号土墳から出土している。 1t--'-'13fふ 9号土機から出土した弥生時代後期から終末にかけての高原

の騎柱部である。 11は，日出土は，務色をしており，石英・長行を含んでいるc 内側には，絞り疫がみ

られ，穿子Lも1箇所みられる。 12は，器表は風化しているが，11むこHまヲ燈tr¥をしており，石英・ 1三石

を多景に含んでし〉る O 穿子Lが 3箆所みられる。 13は，器表は風化しご Vl.る。胎十一1;):，こぶい黄桜色を

しており，わ英・長石在合λノでいる。穿子しは 1箇所みられる o K 1は 1号幸喜棺墓に使用された弥

生時代後期後葉の査である。I:~芸 lま，需の体 F半部のみ残っている。忠一表Li，風化しているが，ハケ

臼が妓っている c 底部は，平氏である。胎十JLにぷい袴色をしており，行英.J毛布を含んでいるo

F主主は，主主である。 rl縁古j)vi，外反しており，績V字状の刻IJf=Iが脳されている。Ll縁端部は，平J汗に

llY.まっているc 空軍部から rl縁部にかけて朝顔形に開いており，頭部内側tこは，ハケ日がみられる。頚

在日下端に， 127形状突帯を i条持っている。服部には，台形状!だ帯を 2条持っている O 応部は，やや凸

レンズ状になっ土 jEである。!治土はこぶい澄f".をしており，石英・長正!を含んでいる。 K2は 2

号、警精選に使用された弥生時代後期白IJ葉から中頃の者である。稜線のある袋主主口縁を持つ。i1rJJ部f主に

比べ，口縁径が，極端に小さし」頚音liI、端には， Wi両三角形の突帯を一条巡らしている。日縁端部は，

平坦にJ[Zまっている。仁1縁とl討には，丹が残っており，ススもf、f着している。頚Usvは，ハウ日がみ

られる。休上半部は，風化しているが，ススが付着している。底部は，やや凸レンズ状になっている。

胎土は，にぶい燈色をしており，長{Cl ・行~を含んでいる c

ヨ〉石器(第48問)

1 !ふ黒日産石裂の角錐状石器。基部は，自然面が残る(>Jたさ5.7cm，幅2.7cm，厚みJ.'K百() 2:主，黒

曜石0)角際を用いた石核。正1mから恒u辺 tこかり 2/3 ほど剥離しており，他のðj~分は自然[白が残る。

重さlO.lgo :lは，黒時空石製の台形石器。基却に，プランティング加工がみられる。 4は，凶幕式の

黒曜石裂の然菜打製石室長。長さ2.1cm，幅1.5clIl，厚み0.3口nu5 f止.UiJ幕式ωザヌカイト製の無茎打製

1i録。長さ2.4cm，縞1.5cm，隊み0.5cm。 誌は，風化が著しいが，すり石として使斤jされた形跡があ

るO 重さ311g (> 7は，砥石として使用された形跡がある。重さ488g0 8ιt， .f J撃痕があるの重さ412

E。

。ど色、賜器

鉄器(第49図. P L25) 

1は，鉄鎌である。長さ4.0cm，基音ii顧問 lC-Jn， :#-;{~5厚み4. (J@1l，刃部編19.7cm，刃部!享みl. Omlll，護

さ123g c 2 は，錫先である。 j長さ 5.&m，刃部隔8 守 5cm，厚み 1 り捌~4.01Jllli， Aさ75gQ 3は，鍛えlで
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あるο 基吉弘刃先?宅15ともに欠損しており， i!rり返し部分のみ残る。現有長27cm，FEAみ1.Omm-----3. Omm， 

重き15.0g 0 1 ------~J は号ニLl議決から出土した。

膏銀器(第50図. P L21. 22. 29) 

1 は 9 号土壌から出上した後漢鋭の径20cmを測る長友子孫銘iせí~ 花文;鏡である ο 特徴をあげると，

¥ 

Kl 

O 20cm 

第41函 D区出土饗棺 (1/自)

83 



??? 
乙ごュ

A~A 
8 

匂 grq

n
h
J
1
l
!
j
I
)
 

日
〈
い
〆
つ

パ
U
川

υ
つJ

o lOcm 
ドー←一 一←→一一一一一一一

第48図出土石器 (1/2・1/3)

~84~ 



-銀座の阿茶文の弁H1Jに i+s卒、 jの銘がみえ， i長古子孫;銘と判断される。「子 lf孫?の字形

「仁川昔日が，菱形ごある。は，少し角張っ ζおり，

. 1征庄と連弧文のi日jにある陸十月手は，日雪帯のみごある。

-逮弧文は 8il¥lである。

-連~JH間文様は，全て円文のみつ

-雲雷文併のなかで高文は二重以ドのI"J心円，斜角線文は平行線。

まっすぐな籾い統己主文とよ考えられる。

「漢鏡V郊の門葉原W ェt~ 0コ銃と判断される O

-雲雷立;干普の形かり11市歯:立:の区分を考えると，

両ドL秀呉氏0)分類に従えば，j辻仁の特徴により，

8号箱iiA:i信墓から出土した「小型f方製鏡Jである。ほl主完全なjfjで残コているc 直f手主:'>]2 (主司

7正口Do ffiさ34.2g Q 特徴をあげると，

-背文構成は釘Eタ内行イE土帯斗fヰ詰;----)..樹i歯文r出→:'V縁となっている。

容内行fも;文;骨子を主文として，内行花文が匡塁'fij;1ご内接しており， 3瓜線イ七，双線{，A:で鋳出されている。
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-平縁は幅広化していて，外に向かつて傾斜傾向tとめる。

j以上の特徴により，高倉洋彰よもの分類に従えば，孫、生時代後期Ip頃から終末にかけて北部九州、lご製作

された匂 r1.%1 II主')b類 lの鏡と判断される。平成 9今度の京出遺跡からも|司じ形式のブニ形の小史的裂鏡

が出土している F

1は，筒形不明青銅器である。長さ自 4cm，-{手 1.~l-"'<~.8し m，子L1'，'9.0mmへ 2.3cm，還さ 6lUg 。石与さと

して俊liJされた可能性も考えられる。

く正装飾品(箔51図)

1は 9号土墳から出土したガラス製1-::.]::=6:ごあるc 頭部は，最初からこの状態であるとIEiわれるつ

まさ技法によって作らオ ごいる。頭径9.2mm，}i民1'11.2cm，尾径5.7胴，尾厚S.8mm，~穿デLi王1.0mm，と立さ

，---

O 

む一~ ー-!0_¥ ，--一一

o 10cm 
0 3 

ト一一ー+ ニニニニゴ

第50図出土青銅器(1 2 ) 
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8.9go 2，j:， 6号箱式イi格墓から出二iした便玉裂を-;:J玉であ告。頭113.1馴.玉慨すよ4.5mm，I説子2.71ll1ll，

~孔径l. Omm，重き 0.5g o 3~， 7 は，碧玉裂管玉である。 3~6 は層下部から出土， 7 Iま 6弓

箱ュi，{i絃蒸からのUl土である。 3;土，長さ 4.9cm，径約l. 6しm，子Lfモ~.Omm，重さ 31. 1g o 4は，長き2.2

cm，径4.0畑 1，子L{王2.0阻 1，重さ0.9g" 5 I土，長さ 1.3cm，径5Omm，孔筏1.Jmm，藍さO‘6g" 6は，長

d2.0cm，径5.0mm，子Li主2.0nmJ.重さL1 g" 7 ti，長さが)6.01ll1ll，径::l.5mUl~孔筏1.5mmo 3~6 の色調

は， I児オリーブ灰色。の色調は， 1)(色。 8~.1(Jは<)号ーi 壊から出土したガラス霊足立し玉である" 8 
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.) E去さ2.6go 10は，直径約1.5cm，藍主0.9g 0 l自径約1.9ClI1，91土，は，直径約1.7鵬，煮さ3.1g 。

ガラス書~/J、玉である。 ][1主まき技法によって作られている。1l~16は，ぶとも，努子Lはみあたらず，

S Jラ箱式石格慕からの出二1:である。 11は， t主~). 3mm，厚み3.1ml11。色調12~ 16tt， l層下部から出二七，

は， Hi青青色である G 12(.よ，径3-521m，厚み2.1由民c 色調は，任者赤色。 131立，径3.6阻，厚み1.9mm。色調

は，培赤色である。 141ム径13E叫厚み1.61問。色識は， I積赤色である。 15;'主，径3.1削 ，~tみ2.]mmQ 

(凶)色帯電は，旺言、青色である。 l(訂正壬31羽田，厚み2.21服。色調は， atf泊三色とある}

E区の遺構(4) 

① 1号満(第52凶)

1"函幅1.7m '-..-.-<L 4n10 ト、雨中高3.1m------5 .1In， fiMF査区の東恒iJに， .1じから南東に主主る形で検出きれた。

;Vj:ctのJ廷4??遺物は L巴褐色土}替の::)1尽力、ら出土している。丹塗の須1久II式O)i誌が 1点，丹予言;のき室C'，

N塗の須玖II式の土器であるところから，を2条持っている服部]点仕ど，造物32点のうち27j:てがう

この透右京正，弥生中期ω治であり，集域にあるところか勺，排水路も Lくは区[向のための溝の可能性

士二三ヲフ二コ

t~~をすでたi謹キ蕎とも考えられる Gあるいは， fηjらかの祭犯行事の後に，

一1
一川

カ)~えら才L る。

¥
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¥ 

正孟二ニムニヨ二三三二二主コ

o lOcm 
トー←ー「一戸 一一一一一一斗
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第53図



(5) E区の漬物

。土器(沼田図)

1は，銚先状[1縁部を持つ須玖II式の長芸員資てもある。頚音防〉ら口縁部にかけて，朝顔形に開いてい

る。 μ縁部は， 5C，，~.J 5f::J表i'L-t-:，"がり，上回には検 7 デロJ跡がみられる。 CI縁治部H~ 平坦に収まっている0

%~表はヲ横}JICJにナデてあれその後Jこ縦プj向にナアてある。 I治上は，にぶい黄柊色をしており， 1.! 

英・長石を含んでいる。 2(ま 1号構内からth+した1¥1字突帯を持つ査の腕部である。器表は，横方

向にナデてあり，内側;主スス痕がみられる。 飴十ムはこJ;ぃ黄栓色をしてま3り，石英・ j乏石を含んで

いる υ (Q守)

(6) F区の遺構

。〉紡式石橋信(第54f酒. P L26. 27) 

1号箱式石棺墓

調査区のit*~iiliに検出された。 7民主主区の拡棋を行っていないために正確伝寸泣、は不明ごあるが，長

軸内法O.75mを図る":Ci中古材が， 3点ほど検出された。

②受信基(第54図. P L27) 

1号妻棺墓

謂王をvの南東部に検出さnた。 f再三瀦式のき長をよ5ゑ下室とするJf77口鷲棺墓である。基軸は， {jfjゴ七

より凶に111丹傾いている O ド:35ω月日i下半吉郎こさ芋子Lが 1カi'iffみられる。

(7) F区の遺物

(1)土器(第551史J)

1は，弥生時代後期ω市j紫かり中葉にかげでのきさである。]き主ぺ土，風化しているが，体下半部には，

ハケ 11が少し残り，ススが{寸宿しているじ[]縁部は，外反している。 [J縁端部は，目白!亨してお η，ムF

mにi反まっている。目白土は，にぷい赤褐色をしており，石英・長石・三塁LJ:奇含んでいる。下室は，風

fl:してし込るが，然表にススが付着している。全体的にハウ目がみられる。口縁部は，外湾しており，

日縁端部は，やや丸く収まっている。胎上JJ. にふ、い赤褐色をしており，行夫・長イ1・雲母・金雲付・

角閃石が合主れごし冶る。 1同音iやや[、寄りに焼成後0)穿孔が 1カ所みられる。

(8) G区の遺物

(i)工器(詩}J3図j

:3 I主， 1V1字の突備を持つ丹絵の査の体j半部であるつ rA肉は厚く，号@~之は風化しているが，がâ デ

の跡がみられる。頭部;こは，朱7YS.干支っている。胎オは，によ;い笹色をしており，石英・長石を大量に

含んでいる。 4I土，弥生侍代中耳目中嘆のiすき主の鋤先状心縁を持つ高封、である G 口縁J諸 ~1j5 ~ま，メしく収ま

る。仁1縁の上l可には，横ナアの跡がみられ，昔話表』こは丹が残る。 J治土は，にぶいE主総色であり.右旋・

長石・金三空母が含まれる 5(土，丹塗の327である。焼成前の小さな穿子しが. 2カ所あり，対になって

いる。 蛮径約1.5聞の円形のつまみがついている。日始千二は，燈色をしており，石英・長石・金雲母会合

ん でいる。(出)

-90 
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(9¥ 小結

/;[01の総主主により， ;FIき式石棺墓]31:t，石誌{ま j策基5基， 士墳菜 Iぷ，土地It9 基，ラ害情墓 3J~i，長石

遺構 4基，託宣2条を確認した。また，土器;)， 200l(~ 石採38}，;Z ， 陶器31J 点の出壬であった。今[可の調

査の成果としては，昭和52年度の認去で確認された墓域の反体的な確認ができたことて、あるのそこで，

検出主れた遺織と 9号土壌かち出土したよfi物についての分析を試みたい。

ミー造機 (第56色i!)

籍式石棺墓

ま，f'. 現1.¥;:方向であるが， 12主主中10'壊は，南方向であった。2J去は，北方lujである。等f，'ij線を調べ

ると，ほ};:t，等高線に沿ったJIラで埋葬されてい丈ので，地I1れこrb、じて，埋葬されていたものと思われ

る。次に，棺身の長勅内法と短軸内法的都合(長期出 短軸)を調べてみ丈。すると， 12蒸中 2基の石

棺墓は，長軸は，短献立)4俗未満であったため，比較的寸詰まりの石棺墓として(1)と呼ぶことに

し土。(I)のうち基のお治主計士，格身部内法が長方形であり， (I a)，残りの]某は， fミ台形状

の棺」宇都内i1~-cあり( 1 b) とした。残りの10;邸主，総身部が比較的長く，浩司身音15内法が長方形の正i

f官墓合(Jl)と呼ぶこととした。そのうち 5弓11宿主主のお材の iに1弓石棺茎の石材が0)っとおり，

このことから(1)は， (fJ)わりも古い時代の1;11自群と考えられるのではないか。主/ふ 7fZ石棺墓

からは勾弥生前代後郊後半の小形fjj製鏡が出土しているので， (II)は，弥生時代後期後半ω石棺群と

考えられるのではな¥，だろうか。この灰分tこ従って繋却を行うとー

(I a) 結身部が、J~f!î まりで，棺身部内法が長方形の石結集

品号石栴基

( 1 b) 棺身部が寸詰まりで，楕身部内法が長i~ì形状の石棺主主

9号石粉墓

( lJ ) 松身部が比絞的長<，棺」宇部内法が長方形の石橋墓

l 号石棺んよ・ 2 号石棺墓・ 3 号よi十む*7~. 4 -f:;石棺主主・ 5弓:Ji棺慕

7 号石棺 f~'S ・告号石棺墓・ 10号石棺京・ 11号石棺墓・ 1 :2弓，'，松英

この分類lこ従って討中立のcU由ガ{立をみていくと， (1 a)は，基軸からの角皮IJ:， liit;Jtから山に;:;50

ととEヮている c (I b)は， f耐とから来にU5の傾きにらfっといる。(11)lj::，議軌からの角度;ム磁jと

から更にr(ijかつて132から17iコであり，品。の主r(iUHO)lt'に理主ごされてし 3ることがわかるのただし， 10サお

粒子墓のみ，基軸からの角度が，磁itかえ束に20となっている f、:{i絃材についてみてみると，厚めの蒸

石を使用しているもの(2 弓 L，結~h~ ・ 1 号、石栴;茎・ 7 号イ片山4 ・ JO号石棺長)と板状の葦れをf定的し

といるもの (ιl号石.ttf主主・ 5号イl結""#・ R号石棺基)がある。これは，上記の分331とは合致しないが，

とω乙とは，石棺主主をffーる際には，石棺材そのものにこだわらも:いことをす、していると考えられる。

なお， F1Z検出の石中主主主;λ 完掘していないために分析対象から除外している。

石蓋土壌墓

まず，頭、f立方向ごあるが， 53走中 3基は南方向で，残りの 2基lムjtJ証向である。やはり，よ!tB基同

一日3~



様に等高線に沿った形で埋葬されていることがわかる。次(こ t!村i庁位である。磁北より東へ132から

150、の範聞に埋葬されている。ただし， 1 ~うわ翠 t墳墓と 2 号、石義土機}t~Lt，基軸からの角度は，それ

ぞれ磁北から西にlT，2;)'となっている。弥生町千代終末期の小夜ノ九 3号ε:I#X土壌惑からlJ.1土してお

り，主事目方位もおおよそ向 方向を示しているところから箱式石軒家([])と，この:Ci蕊土壌主主君t

J主同時期と考えられる。石棺材については 1テ:f:ri蓋:1:墳墓・ 2号石苦言土横ぷ・ 1号石室2土壌慕に一

般的にむ蓋土j主主主主てーは使Jjjされない小口材が使用されているが， とれは検めて珍しく，特殊な例と考

えよ，nるυ

土墳慕

守て紬方{売は，必1じより見Iに158の方向でー干l蓬土墳墓の主戦方f立と戸! 万I白jを示しており，やはり，

石義土墳墓群0)時代と!寸持期と考えられる。これは，弥生時代終末期の小鉢がl-flJょしているところか

らもいえる。際が，多く投げ込まれた状態もみられ， また Smほど1判プJには!fこ石i主主構も検出されて

いるので，祭近E的遠権の可能性も考えられる。

土壌

9基のjニ境が検出されたが 9号土j肢のみ遺物の出ゴがみられた。弥生時代;I')(IJから後期にかけて

の土器・よ135・金属擦がなげこまれており，石棺茶との切り合い関係か内みて，遺構が，弥生時代の

ものとはいえないの

護棺墓

ひ区. F [:z計 3基検出されている。 D区 1号号室格基.Fぷ 1-;手察結墓は，合口空襲下宮家， D[ベ2号窪

棺墓は，単式雪空中宮墓;である。まず，主勃方{¥Lをみとみると， LJ区 1号主主情墓は， 1f迂北より1fT;ご50，F 

17. J 号婆ポ'f{慕は，磁北より[lj，こ 111~Cある。 2 基のま主棺慕の時期 i土，。いく l 場主主精墓が事:1\_3:ム時代後期後

葉 F区 1号祭棺盈;が弥生時代後期前葉となコているが，箔式わ総菜 (ll) u)主軸方位とは，合致し

ない。なお， Drえ2号禁治主主l土丘、7しているために，守て軌hイすはでていない。

集石遺構

今位J， 8 号(，棺墓の四万を取り囲むJf3で検出されたが，おそらく 8 弓正7棺墓の被葬者を肘別I~(人

として扱うために，石総裂の周回に盛二とをしと，J#石を行ったのだと考えられる。その際に 8号石

棺廷を中心iご，等間隔で石をおいていったと想定される。そこで 1サ集わと 3号集1，との距離をま|

ると，約 5111であった。 2号雰三石から;;lD計ると 5守右議士一緒ぷも範t塁内}こl..t.~_-)てくるが， これほう

出土遺物もなしまた 5 号石義土J償法OJ :jL!WUには集れ違約も検出されてい々いため"号石蓋士t~

墓については，緩誌はない。

溝

今1.，，1. D区に 1条 Ef7に I条検出された。 D阪のj奇は，検出した主主:lllが狭いために， ~t測である

が， D長(0)墓域のl文尚治とは考えられないだろうか。また， E区の満については， 1誇内より j守主主土器

が11-¥土した。これは，寄与犯に伴いヲ滋i与に投げしふれたとも考えられる。また，溝のIj向が， :ltti当から

作i'1Iにえっている。これも捻f品!の域を出ないが司 D[えのl"l1JiJHこ広がる一帯にもう一つ慕域があり，そ
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0)墓域を区jんでいると考えられないだろうか。どちらの溝についても，今後の調Tまに期待したいとこ

ろであるc

②9号土坂出土遺物

9号土壌からは，弥生時代iド期から終末期までの仁誤がt1Li:している。 D区内0)墓域の時期設定を，

(1)は，弥生11寺代後郊の前半から中L凡 (11 )を弥生時代後期後半から終末期に考えているが，そう

1ると，なぜ，弥生時代中期の土器が出土Lたのかが問題となってくる。そこで，遺憾の検出状況を

みると，棺床に米が残る 8号箱式石棺墓の被葬者が中心と思われる。そうすると，それ以外に， 日一号

土壌から出土、した長'立子孫l付行花文鏡などの後淡鋭をj持つようタ被葬者が， D区内にいるとは考えら

れにくい。そ0)点から 9号土墳の出十透:持jは， 'v;fノ久保A地以のほかの;場所から持ってきたもの，

あるいは，ヰ舎ておれたものと考えられないだろうか。

また，今回日U，Lf;長官子孫内行花文章誌は，直径初日11と大形銭である。大1院長煮な持てる局長の存在、

が，確実に考えられるc 石突とも考えられる筒形不明背銅器も，後語渓Zカか込ら銭と

性もあり，主主長の存在を確実なものにできるのではないだろうかつ

従来， jJjぎの久保A地区は，弥生時代後期の広域といわれてきた。今回のIilcij査においても令 D区の石

棺墓.石王室土;騒:嬰"七績墓の時期は，弥j七時代の後期に属した。しかし， E (えにおげるi誌の検出は，

これを区悼lii品ととらえた場合であるが i手'il̂Jに須玖1I式土器が検出しており，主主域が，弥之1時代中期

後半から存在したと考える資料となりえないどろうか。

L(卜点王原/久保A地区の調査結果であるが，本人の力量不足もあり，分析も不十分で推測の域を出

ない部分も多い。今後の調査で補填していただくことを願って，本報告を終わりたい。

最後になりましたが，発掘調夜から整理作業まで多くの方々の f俊助，ご協力により，今回の調査

報告をすることができました。心より感謝申 L1-，げます ο また，出土した筒形不明脊銅器に憶しまし

ては，九州大学問谷正先生のご教示とご指導を仰ぎ主したじここに，お干し中し上げます。(出j
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3 .原地区の調査

(11 平成 7年度の調査概要

平成 6年度に実施された県単独事業の長崎県E重要透跡17話閥磁認aJcij査では台地頭部を'1'心として高床

建物携などが路認されたの平成 7年度の当該地ばの認丘は，それらの送携の拡がりを追求することと

新たな遺構をJi{f認する目的で，論王宮17:をhit定して発掘宅2fi-ったり調五区は，台地]支部を rl'心;こ !~T1日i傾

斜面にA~ llY:を設定して， 1， 57:inrを発掘したり Ar式[主，平成 6'rr:t主に調子宝を行った台地m部北端0)

017:0)]官側に設定して，前)]後円形の台取頂上部分伝lZI主全体を発掘した。 B区は尽追勝本石宙線

の東慣uで昭和初・ 51年f支で濠が確認されてしミたJ9Tに設定した。 c区l土， A区と B区の問;こ設定して濠

のつながりを探る目的で設定したっ D区は台J~jJ買部の南1Il1J， G rXi主南東側に設定した。 H区と IIKと

は，平成 (i年度調査のTP. 16で住居跡が確認された台地l買i郊の凶側に設定した。 EIKとF区は県道

のtij担IJに設定して，主義を追うこととした。

調査の結果噌 Ar乏で撚_~\'i 柱建物の柱跡群， A' E. 1区で竪穴住居跡9僚ラ東山方向の漆2条， c ~ 

FIズでi~ 3 条などの~1\~~中期~古墳前期υi) J設携が検出 3れた。遺物は，コンテナ58箱分の出土がみり

れ， A 15互の 2 号，~?穴住居跡で鉄鎌・ガラス小五が出土した。

(2} 平成 7年度調査のi章構

(J)察穴住腎跡(第60・62ドヰ)

1号室穴住居跡(第61関)

AI'去の中央より南側にある陶丸長方形ω竪穴{工居跡で，長辺2.26In，包n立:1.4m安調jるが，全体が百リ

ミドを受けて，深さ 5~lOcmほど皇室が残っているに過ぎない。熔 1mほどのベット状遺構が，南側と北

側片方iこ設けられ，東側には桁約10mu)壁済がみられ，筏50cmほどのヒットにつながっている。主柱

穴は，主事inこ並んでベットの下織にある 2箇所ωピットであろう【床1M中央より丙側に{壬S()cmほどの

焼土而ーがあり，炉跡と考えられる。 透鱗の主戦力{~~は， N !")"'vVである。東側壁iJ;jで2号建物j跡の柱穴

をi切っている。tBJした上訴は，??墳前期の布留式である c

2号竪穴住居跡(立S61l叉)

AL元の中央にある方形の大形~穴住居跡で，長辺7.3m，対辺 6 T1l， i芝さ4(川?を測る しか~"ベッ

ト部分が二段に在ってし〉るので，大形の竪穴住経i跡のなかに一[riJり小さい緊穴住民i翌日が索後した可能

性をもっている。 j段t段ミ日のぺツ i、寸首

!. :3災Jm江の)長方7形3竪:穴Jぺてf住主【広居=雪ムE跡r赤Fとみることがてで、きる O i炉戸E跡切拡主が2箇斤所あ〉るのも' そのことを刀、唆し〆ているよ

うである。大形住民の後に， --IP1りノトさい住居を立て主主えた可能七!ーをもち，Jt:O)大形住!戸?を 2A照穴

住居lt¥ili，後のit)(fを 2B_~:S:穴住居跡することもできょう。 J量約の;主軸プj(立は， ;-';8りE である。古墳fJIJ"

J拐の:trj留式一上保ーに伴って鉄鎌とま失事展?， ガラプ、ノト玉 l点， ζiJl液， {砥石，民石などが汁l;土した。

3号嬰穴住居跡(第60[j'{J)

E4区にある竪穴住応妙である。北辺が35zlh京;立が1.7m白壁にかか丸山はメしみをもっている。
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壁面は40cmほと:'0)高さをも tぅ，さらに床面には10cmほどの段がついているが，全体が検出されていな

いため詳細は明縫で令い。 :jl辺の宇和tJj伎は ~51Wを測る。弥生中期後半の須玖n式J:.苦言が出土して

し〉る。

4号竪穴住居跡(第60函)

E 2区にある竪穴住民跡で，持iがメLい東辺が白壁に一部かかったに過ぎない。東辺は長さ2.8m，笠

間は 9~36cmを測る。弥生中期前半の須玖 1 式ゴ:探が山 LL ている。

5号室E穴住居跡(第60図)

E 1区と F?区の境界付近にある竪穴住居跡で，長さ 3mほどの円形をなしている。上両は詰1)、Fを

受け，依田!は 6-~.品目1ほどが残るにi過ぎない。弥生中期前半の須玖 1 式蛮口縁などがi士uニしているつ

6 • 7 • 8号竪穴住居跡(第60関〕

I区で切り合いをもっ住居跡である。 jとから 8号ヲ 7号 6号li;'i"の)!llijに新しくなっている。 6号

住居は東辺が 4U1， j;IT辺が2.2mかかり，隅は丸みをもっO 堅苦函l土36cmをj切る。主斡j方3位は， 1¥2お6

ある。 7号住民は，北辺が 1rll，東辺が'70crnがかかるに過ぎず，南側を 6~子H二府によって大きく失っ

ている。士一~{k方依はN29\背である。 8 号住民は，北辺が1. ~1m，東辺が2.1mかかるが， j有償jを6号住

居と 7号住震によって切られている。主戦方位はNZl"Eを減る。 7号住民では，白域初頭から前期に

属する煮破片がtU.Tムしているc これらの住居は弥生後期から占境前期の住居跡であろう。

g号竪穴住居跡(第60[SJ)

E4区にある黙穴住居跡で 2弓濠の上品n;に一吉1がかかるようで，南北福が3.4mほどを測る。床面

には胤北方向に幅16cmほどの小済がみられるc 住居の主税方位は， N73Wを測る。古墳前期布留式土

おが出土している。

(②~lず柱建物JMß (第62・63隠し表 4) 

、[乙成6年度調合ーの台士tll頂上部::!ti品;で検出された掘立柱悠物については，宮本長一時;上印王子成6年lこ

22棟の建物を推定復7こされた。平成 7年度調資O)A区の掘立柱建物については，宮本土もは仁l'央郊の建

物(ここでは l 号建物跡と L て与、る)を r日GJ*j~祭殿， j有fWlの悠i'PJにこでは 2号建物としている)を

平屋脇殿とされ，平成 6 年度の北端の建物訴をノト~[~高床祭殿群として‘棟を括iえてこれらの建物が夜

列する紋場怖いの祭場であったと子安定された。ここでは， A区の 1号・ 2号縫物跡、についてふれる P

1 号建物跡(第6:'~図)

A夜中央にある 2x 1 胞の調立持建物で，宮本長:~.Jlßj王が高床主祭殿とされた達物i部「ある O 桁行

己0111，梁行4.2m を測る 3 柱穴のJ毘方は径約50~IOO仁川を測る。-主主Z主二百勅柏方位;は主ふ， N2お5

2号建物跡(第6ω1医図j)

A tx: i者{~j にある 4 x JiilJのJ出立柱建物で，宮本長二郎氏が、i之原脇殿とされた建物i跡である。桁行が

6 2m，耳H子4.3m"戸測る。柱穴の綴プ]¥土径JOc則前後を測る。主事日方位は， 1¥19りWをj切る。このイ出こ，

第62ドlに表したおとおの建物を怨定している。何万ともに， 1 x lf習のiiffl立柱建物官で， 25が桁行3.8

m，梁行3.4mをiHIJる。 26が村T1T4.4m，梁行4.2mを測る。
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表 4. A地区建物遺構一覧表ー(宮本長二郎19961こ追加)

番号 柱 l切 桁行m 梁行rn l自j積m話 桁行/梁行: 番号ー 柱間 桁行m 梁行 m I苅干実111' 者i1子/'?~1子
一…ー .-.，-一一一一一 一一一一一ー一一一ー ーーー一一一一一一一ー一一一一一一

l 2 x 11M] 7. 3 2. 8 2 O. 4 2. (1 1 1 ，1 1 x 1問 3. 7 3. 4 1 2. 6 1. 09 

2 11 4. 4 L 9 8. 4 2. :3 2 1 5 11 3. 5 1. 5 5.3 ， 2. :3:~ 

3 I! 4. 2 1. 8 7. (-) 2. 3 3 1 6 11 ?U . v EI 2. 2 5. 5 1 4-

4 1 x 1 i創 :3. (-) 3. 0 1 O. 8 1. 20 1 7 11 2. 9 2. 6 6. 4 r J. 1 2 

5 .'1 4. 1 2. 4 9. 8 1. 71 .1 8 I! :3. 1 2. G 7. 8 L 24 

6 " 3. J ;). 1 1 O. 8 1. 1 3 J 9 3. 7 3. () 1 1. 1 1. 23 

3， 0 1 O. ;:; 1 7 7 I! 2. 9 2. 1 6. 1， 38 2 () 11 3. 5 1. 

8 I! 4. 3 -白3.3、 1 4. 2 1. 3 () 2 1 11 つu . uq 2. J 4. 8 ; 1. 1 0 

9 11 3. 6 2.2 7. 9 1. 64 2 2 /1 :1. 6 

1 0 11 :). 7 2. 8 1 O. 4 1. 3 2 23 2 x 1間 5. 0 4. 2 2 l. 0 '1. 1 9 

1 1 JI 3. 8 3. 0 1 l. 4 1. 27 2 4 4 x ]間 6. 2 4. 3 2 6. 7 :1. 44 

1 2 11 3. 3 2. 8 9. 2 1. 18 2 5 1 x 1間 :3. 8 3. 4 1 2. 9 .1. 1 2 

1 3 11 :>， 5 2. 6 9. 1 1. :3 5 2 6 11 L 4 4. 2 J 8. 5 1. 09 

第62図 A地区建物跡推定図 (1 /250) 
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③濠・ 1需(第64~66図)

東病方向に 2条の漆が， i¥" B・E.F[苛で検出された。出j恒1)を]号濠，北側を 2号濠とする。

A区 1号濠(第64[:(J)

A区南:舗にある濠で，幅4.5へ 2.5mを測る。東側を長さ 4mだIJl溜りドげた。 f焼酎はV字形をなし

て，泌さ1.17mを測る。遺物は"層に古墳前期の布留式土器がまとめて投棄された状況が捉えられ

た。 6)留からは少々遺物が出十していて、 2号濠ω5層に対応タる掃と:考えられる。 7層からは遺物

lz出 I二していない。 ヒぶから肉質.iJ1ihJ)1点出土している。この他，砥T" 行製紡童話車などが出jーし

たG この濠は，弥生中期lこt照的され，古墳前期Jの布留式段階まで使用されて埋まったようである。

A区 2号濠(第64図)

1 号濠から 5mほど北側に並行する濠で，脳 4~5m 創部る。凶側を長さ 6mほど発指1したが，約

Jm下に炭化物が薄〈ー而に拡がり，弥生後期後半~終末の遺物がまとまって出土 Fる状況がみられ

たので掘りドげを一区止めて出二七状況の記録をとった。濠の}腐は 3 層~8!掃であるが， 3 層故~'1.向

にある炭化物の刀、下の 4~8 層は，西隔を 1m隔だじ凝り子会げて精王室密行った。そ ω結巣，濠の境庁防i

HV字形で，J~函;こ浅いi容が付き，泌さ 1.6ïm を謂臼。 41;説には始、生後期初頭のこと器を含むがー 5 t~J 

以下には弥生中期前半~後半の須玖 T式と須玖]j式古j段階の二七認を含んで:し〉る。そのなかで 7・H

照を中心として上限となる土告書は須玖 I式出段階の資料であって，この主義が当i段階に掘削されたこと

が考えよ3れる。また，土器をみると弥生後期前葉}切のものが少なしその段階をとばして弥生後期後

半の遺物が投棄されている状況がみられる。これをみると.弥生後期初めの段階に 5震 IJliiまで掘り

直しが行われたことが推測される。その後，拐、生後期後半に一括して遺物が廃棄されて弥生終末頃に

はこの濠は埋没しといたことが考えられる。古墳時代に人ると，台地I長部では 1号濠だけ l条，古墳

前期の布儲式の段階まで残っていたことが分かつてきた。また 6隠はよ也L110)黄色紗を多く含んでい

て， ~じ担1)から流れ込んでいるので，土塁が北側にあって盛土が流れ込んだ可能性をもっている。:3 I脅

から 話出土した土誌は，弥生後期後半~終末の時郊の良好な資料て、あるが，破片でなくまとまりを

もっ{国体数日点をカツントしたところ，議18点、36:%，受 8 点16%，鉢 5 点10~%，高杯 3 }.~、 6 9'o，器台

16点32%こいう成絡が得られた。このデ」タを -ii霊的な什常丹活の器穏構成に比べると，姿が少なく

て，苦言台が査に対応したように多いy}，{が指摘できる。この器額構成は，ことが特殊な祭儀場であっ丈P

ことを反攻したまti直として詐徹するととができょう。この他に，磨製石斧，低石， TEfZj，磨石が出土

した。

E区 1号濠(第65図)

E 区 l有端にかかる東I~'Î方 I日jの援である。編3.8m，深さ ().9m を測 η ， 上部が自日平を受けている。 12

層の炭化物j習があり，その仁は弥生後期の土認が，その下郊の14層から弥生'N羽の土22に伴って土製

投持や石庖?などが出土している。 14震から上部は掘り直され大可能性が高い心

E区 2号濠(第(j5図)

1号濠0)2 m~t測に蛇行して検出した東西方1匂ω濠である。 i屈は4.6m，深さ1.25mを測り，上部は
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2号;豪西援土層名

11雪灰縄色土暦(耕作土)

2層晴氏得色土層(耕作土)

3層黒褐色土居

4層 H吉褐色土J曽

5層 にぶい赤褐色土層

6層 黄色砂混在褐色結実土居

7層 炭化物混在自昔褐色粘質土層

8層 明街色粘質土層

9層赤褐色土層(地山)

10層 淡灰色粘土層(地山)

11層 賞授色粒混在;炎灰坦粘土居(池山)

12層 淡灰色風化岩盤(地山)

。
↑』

!号濠東壁土居名

1層灰褐色土層(耕作土)

2層 日音灰掲色土層(耕作土)

3層 日昔赤渇色土層

4層 日音赤褐色粘察士層

己層 黒掲色土層

6層 にぷい赤字号色ー土層

7層 にぷい赤色土層

8層赤褐色土層(地山)

ヨ層 j毘礎淡灰色粘土層(地山)

10層桂色風化岩盤層(地山)

m
 

3
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2号j豪
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第64図 A区 1号j豪・ 2号漉実測図(1 /40) 
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日昔褐色土層(地山粒混在〕

日昔褐色土層(炭化物f昆在)

日昔褐色土層

黒色炭化物層

黄褐色土号(地山粒，毘在j

極暗褐色土居

噛構色土層(i也山粒-E在)9号住居覆土

諸問色土層(地山か)

明貴婦芭土屑(1;也山)

層

潜

層

麗

層

麗

廟

層

層

9

0

2

3

4

5

6

円

E区 l号j華・ 2号法士層ち

l 腐褐灰色土層(耕作七)

2 属 燈 色 土 層

3 j習 にふい褐官、土層

4 a層 日音惰芭土層

4 b層 灰褐色土層

5 層 黒褐色土議

6 崩 暗褐色土層(地，u粒混在)

7 a層 黒褐色ゴ一層( グ ) 

7 b層 鼎掲色土居

8 産量 晴褐fu.腐

E区!号濠・ 2号濠実測図(1〆 80)第65図



C!KI号/葺土層名

!層茶掲色土層(耕作七〕

2層 晴茶宅色土肩(撹由層)

3層黄褐色土層

4層 曙?f持主士長(小礁を含む)

5層 集褐色炭化物属
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3漕褐色土層

l1.E川市
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黒掲色土菅

股褐色土層

灰黄褐色土層(地山)
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I i冒灰黄檎色土壇(耕作土J
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3属褐色 t層

4層責褐色土居

§虐 黄褐色ニこ書

6層 羽黄褐色こと宮

7層 灰 黄i1e色土壌

8層黒褐色土屋

2遺褐色土居

10屠灰砲色土層

11居糞渇色土署

12層灰貴婦龍之層

¥3層 黄喝主主土層(地山〕
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前半を交げているc 下層からは，弥生rj'w]の土器が出土している。この他に砥石が出七している。

F区 1号濠(穿¥661<<D

F区の}有昔前にある濠ご， i京本体は束壁で繭1.3mと狭まっているが，南側からi将がのびて禄と連結し

ている状況が捉えられたG 南側のj持からは，古墳前期の士探がHi-上している。

F区 2号法(第661ヌD

1号濠より 2.5mほど北側にある束函JJ向9)1豪である。幅3.3n1，深さ9.95mを沼I1るが.J部を白日平

されている。下層から弥生中期後半の須玖II式古段階0)士宮喜が出土している c

C区 1 号溝(立:~66凶)

C区南端にある潜て¥二つの溝が意擬Lて切り合っている。 .U説堆積の状況をみると，北側の溝を

iお慎!のi請が切っている C 南側のi誇t;l， $長3.5.m，深さ1.2mを測り，濠であった可能性をもっυ 弥生後

期後半~古墳前期の士 ri~が出土している。

F区 2号溝(第60依!)

F4区にある南東から;北西へのびる幅1.4mの溝で，調査以内で止まっている。 L固で草m巧をおさえ

て掘り Fげは行っていなし'0表[訴で取り 1.げた遺物は，弥生中期から後期初めl援の士号官であるり濠の

口」能性については，掘り下げていないので明確でbなt~0 

F区 3号;蕎(箔60図)

F 1・2区にかかる南東から北西への11阪]. inlの溝である。上認をお3えただけで， ド吉Zの掘り下

げは行っていない。表面jで取り上げた遺物は，弥生後期中頃~終末の時期の土器で，絞行も出土して

いる。濠である可能性については，掘り下げていないので明確でない。

設 1 宮本長二郎!始、生時代の祭儀往築と外来文1tJr邪馬台国への海の道』大阪府立弥生文化博物館 1995 

2 'u本長二日jSr弥生の大型定物ji歴史九州J第 7巻 5号 1997 
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i3，¥ 平成 7 年度誠査の遺物(第67~80図)

平成 7年度ω原tllj区での議杏によって，コンテナ58箱分の遺物が出土した。その数長的な内訳lふ

土器・陶磁器29，171}，¥(，石総・石製品281/.1:，土製品 l点，金属苦言50点，装飾品 1点の計2リヨ8':!-点が出

七した。

CD土器(第6í~76r対)

1号住居跡出土土器(第671':i[)

1~3 1.立 1号住居跡から出土したこ士号号、である。]は，布告'式ω撃である。仁i縁はi長線的に開いて

端部を内上方に摘みぎみにおさめている。寺再表は， !'吋七を受付て調整は明縫でないo f音色の色調で，

胎土のi':i'英・長石を合む。 2は， 111陰系の奈である。直線的にのびる幅広の二重円縁で上半部はやや

外)jに開き，対日ムい頚部を有する。君主表は， Ji!I11ヒを受けといるがすデ認可整されている。 t者色の色調で，

肝7土に石英・長石・赤色砂を合司j'0 3 ~ま， lsO!jijiの高村;胸部片である。裾部は大きく開き，端部を尖り

ぎみにおさめている。深表は， !>l<l íl~を受けて調繋は明際でな '"0 1登i'WJ色認で， )治土の石英・長石・

赤色砂を含む。ごれらは古境庁u期の主将Jで，椀]問康雄氏編叶ーのIIb式， j十土裕弘氏編flミの古墳前期 2

式に11tH:守イ寸けられる資料て、あろう(以 F柳用続年，井上編年とする)。

2号住居跡出土土器(第67図)

4~10は 2 号住居跡から出{二したと器である。 4 は山陰系の二重口縁定である。ロ縁は直 i>: ぎみ

に金九上がり，口縁門出ーは外1Jに突出している。口縁はヨゴナデ調整，頚斉HJ平滑なナデイ土仁げ，主要

部内尚i下端はヘラウズリされている。燈色の色調で， H台オにh英.1毛主ゴ・金主主母を含む。 5はメL底の

浅鉢である。 23表J土風化を受げているが，ノウ議繋のあと平滑なナデ仕 ιげされている。 tftオサエfEE

もみられる。燈色の色認で，H台:1，:tこ:ri英・長れを含むc 6~lIH立高杯である。 6 ・ 7 は丸みをもっ杯

郊で，内i凶に 6 が沈線 7 が淡いl'告が入る。 6 ・ 7 ともに燈色のl'.è:ll~で，精良な目白土をもつが，金実

母・赤色砂を含む。 8・9は低例1の高村、E母子白日片である。結部は大きく開きヲ端部は尖りぎみにおさめ

ている。 両者ともに?辞表は!"'!七を受けている n 再↓土にJJい黄燈色， 9は滋80)色識で，胎土に金芸母・

赤色砂を含む。 101主， 子ッパ状に広がるt車部でめる。;焼成古Ijの穿孔が3笛p}r入る。器表は風化を受(J

といるが，ナデ仕上げであろう》鐙色の色調で治 I二にお立5 ・~雲母を含む。これらは古墳前期の資

料で，初l王[編年のllb式，井上編年の古墳前期 2式に位器付けられる資料であ7-)う。

3 号住居跡出土土器 (tf~時7図)

11-~-13は， 3~-住居跡からL1.1土した土器である。 1 ・ 2 は主主である 1 は，鋤先)8の[!縁のき告で，

υ縁の下に新凶一角形の突帯をもっている。器表[よ風化を受けている。 q月赤褐色の色識で，fKi十Jこ石

英・長石を含む。 12は察 F半高官で，号号表 l土風化をさ是 I-jている。にぷい積色の色W~てか今 l3iî 士に石英;・長

石を合む。 131土，胸部が急去にす lまま川口縁が!く jの字形に外反する広口慌である。腕 l>fには

断I百三角形の突帯が{、「く o r-1縁f'iM-{f13は，王子垣で1討取りされている。然表は風化を受けていて，調子主l土

砂j擦でない。にぷい黄1霊色の色調で，日台土lこ石英を含む。これらの土器は，弥生中期O);sI玖II式古段

F皆0)資料であろう。
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4号住農跡出土土器(第67悶)

141士 4号住民跡出土の七議である。主主の底部で，外民間jがくぼんごいる。外1尚一は風化を受けてい

る。砂j赤褐色の色調で二月台土に石英・長石を合台。弥生rfl却]前半の須玖 I式の資料?あろう。

g号住居跡出土土器(第671羽)

15は，布限式のき撃である。口縁は直線的に聞いて，端部を内上方iこf高みぎみにおさめている。器表

は，風化を受けていて調繋は明瞭でないが，胸部内問はヘラケズリされている。にぶい黄桜色の色調

で，月ii土に行;吏;・長正1.金主主母を月五i-十に含む。古墳前期jの資料で，柳田編f干のnb式，井上編年の占

墳前期 2)えにflr:置付けられょっ。

A区 1号議出土土器(第6RI羽)

1~ 乃は， Z主である。 1 i土，ほほ完形に復!京できた夜W1系の特徴をもつぎ草ごある。口縁は「く jの

'J:形にタト17:し，卵形(]J!:fJ{m ~土中{立に最大径をもち，底部は小さい凸レンズ成をなしている。内外向と

もにハケ調整され，外面;こは煤が付着しているc 口縁はヨコナデ調整されている。にぶい絞色0)色誠

C，胎土に石英・長{i.{i):雲母を合く台。 2は，外商に日7き討を然すほぽ完子恨の懇で，口総は「く J

の字形に外J7:l，端部は1巴厚されて平tflにおさめている。楕円形状の!阿部は，中イ立に最大?干をもち，

氏部はJL底である。外面にはn[Jきが施されるが，民¥1じを受けと部分的にI1Ilき I7が残る。内面は， j旨オ

サ_T_，、ド滑なナラf:Ltげされるが，部分的にハケ日が残っている。機色の色調で， Ml士に記長J・長石

を合んでいる。畿内系の伝統的V様式の影響を受けた主主であろうか。:3は，布告寸式の主主である。やや

肥厚され直線的にω1JるlJ縁t;l;部i土，内 k方に嬬みぎみにおさめている。認表は.J'吋イ七を受u誠整は

明石震でないが，腕部内面はヘラケズリされている。にぶい機色の色調で， IJ"J土lこ長j-j.金三三官f・角閃

石・赤色砂を含んでいる。 S!ま，メUtの小)f芸夜ごある。ややいびつなー)くりで，胸部 }~Jwでくびれて

υ縁は内湾ぎみに立ち上がる o f1~!1ü i士風化をうけるが，口縁はこヨコブデ議繋され，腕部内部はブデつ

けたような調整肢がみられる一にぶい黄t音色の色調で， Efij:に石英・長石・金雲母を合んごいる。，1

は，丸底で査状をなす完形の小形鉢である o :rin函はずデ佐 iげ与れる。によ:ぃ褐色の色調で，胎士に

お長J・1三石・会雲母を含んでいるじ 6・71立高杯である。 6は， 下半告15が丸みをちつ杯部ご， []~丞 ii

緩やかに外湾している c 外出には原点1白15のj生をもたないが~ f}サ聞には接合郊のr，):h五ついている o ~iTIIT 

fj: !武fc を受けている。格色の色調で，胎土に長行・令雲母・赤1~砂を含んでいる。 7 は，仁]縁続昔日を

欠失する高杯で，約三部は屈曲郊の丸みをもった段から仁i縁は直線的に開いている。脚部は比較的短い

tl:状部から結55は大きく開いている。外泊n土風化を受けご ~I持獲が明瞭でないが，杯部内jìjj 仁J214Lこは放

射材、に精「えが施され，柱状-~il5(こ縦hi匂の日古文がうかがえる。明P褐色の色JftJで，日台上にね英・長イ i・念

宣言母を含んでいる 8・9は，完形の支民:である。 S;-3:，釣鐙形0)形態で外;留はIJ[Jきによって函取り

さnたように甘い稜線がはいる。 と部中央部には浅い窪みがつく。内問はハケが施されている。 9I主

務形の突出古/iをもつものて、' とl告には焼成前の穿子しがみられる。 8・9ともに，縫{自の色調で， H'JcJ-， 

に 1J 笑・長石・金雲母を含んでいるの 10は，上部から出土した陶泊二土器の査 I~J 縁片である。;ffiií:伏施文

共による波状文が施されている。これらの土器は，柳田編年の IIa 式~IIb 式，井一仁詩若年。の古墳時代

ハ
h
り



前期 I式-2式に包括される資料であろう O

A 区 2 号濠上層出土土器(第69~'72図)

2 号濠で 3 層から一括出土したものを L岡山 t品とする。 1~6 は，宝章である c 1は口総が「くー

の字形に外湾するき喜で，端部i-:t丸くおさめているじ:?~函 l土風化を受付ているが，内面にはヘラすデの

涙跡がつくじにぷい黄1景色の色調で，胎 iにおJ英・長{i・5長雲/::jを合んでいる。 2~~ 5は， rく」の字

形口縁が立ち上がり端部を平坦におさめるもので，胸中佼に最大径をもす、 4・6iま長腕の形態をも

っているの ほ部は凸レンズ成で 2・己・ 6の瀬に!字みを増している。調整は，外lffjがハウご， I勾商

がすデ佼上げされているが 2の外[婦にはil[Jき1艮が部分的に観察される。色調は 2・3がにぷい賞

後色 4 が1登色~が灰褐色司 6がlす3赤褐色を呈し，いずれもJj古士にイコ英・長;七・金主主母を合λノでい

て， 0 らに 4 は赤色砂を含んでいる。 7'，，151土~査である。 7~ 告は I今湾ぎみに肘曲する複冷口縁を

もっ査で、ある。漁網界に断尚三角形の突帯が 7は1条 9は2条っき 9は1Ji'1~部にさらに]条うさ

併をもっ。協直H士風化をうけているが，ハケの後ナ7'11ヒげきれている。色調は 7が十せを色 8・9

がにぶい採色を呈する。¥，ずれも胎土には石英・長石.:~;聖母奇含んでいる。 10 ・ 11 は，複合口縁の

照的部が外方に突出する援で， 1付傾するIゴ縁タ1ト!訴には櫛状施文兵による波状文を施している。 10は頚

腕界に断旬、三角形ω突帯!f1条つりている。色調は， 10が明演樹色， 11がにぶい燈色を呈し，いすれ

もぬナには石英.Jミ石・金害対を含んでいる。口縁郊の特徴から，福Wti平野より以東のオ日号と考えら

れる。 12~15は大形の議そである。 13 U:.口縁が大きく広がる広 t'1登である。 rJ縁はH[']厚され，端部は

ヨコナデされて浅くくぼんごいる。望丸羽界;こは，台形状0)突帯がつく。にぷい燈色の色読で，日fJゴ二に

:r;英・長石を含んでいる。 12・1!J・ 15，士，大きく 35く口縁部のi弓i訴に段あるいは突y治を千干するもので，

平切な端部開には郊自を施している。頚月司界には~ 111が断I両三角形の突帯を 2.条， 12・15が台形状。〕

突帯そ12が I条， 15が 2 条jj面~~， 14は倒卵形の胸部下半に台形状の突帯をめぐらしている。 140)底部

は?をtV1凸レンズ成をなしている。色調は，12・14ノメ愁色， 15がにぶい援色今呈する。!J台 klこは， 12が

石英・長石・ pJf勾イゴ・赤色砂を含み， 14・15が石英・長石・金雲母を含んでいる。 12・13は，鈎先形

川縁の名残を筏す形態で， ]2の場合には蓋受けの突帯になっている。 16へ 20:土鉢で， 19・20は脚台が

イ、:1<資料である。 ]6・17は丸底の続形主主である o 16は小形品で，イ氏い坊!台がつけば古墳初頭に落ちて

くる可能性をもち， ヒ足当山十二Lilfiのなかでは最も;析しい資料になる。袴色の色調で，胎土に長行・赤

色砂・金雲母を含んでいる。 17はまぽ完形の浅鉢で，丸!まから体上半で屈曲して円湾ぎみに立ちと

がり，口縁端部を平却におさめごいるの外面はハケ説整され，体下半部l止す子 m01'LてL、る。内lliiも，

上部は横伎のハウ調整がなされ司体下半部はナデf上Hアされている。にぷい袴色の色調で，品、七に石

英・長わ・金主主fまを含んでし冶る。 18は r< Iのγナ)1手に外反する仁hf設の浅鉢で，底古1¥は丸i去である。深

手足Jム風化を受けているが，外面下品;は紋ナデ;犬3ノラズリ痕がみられ，内何にもハケ日カ寺号つごいる υ

澄色の色調で， !l台二{:に1"J'英・長訂・金主iI辻を含λノごいる。 19唾 20;土く」の字形に外汚ずるは縁のi長

鉢で， 20が脚台がつくところから19も同様の可能十1をもって U る。 19は内外耐ともに風化しているが，

内面におオサエ痕がついている。 20は外屈がヨコミガキが施され，内面がナノ司お仕上げされている。':ffU
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ぞ?ともに袴色の色裁で，也、 1二にお英・長石・金雲母を含み， 20はさらに角間半iを含む。 21'~25ì，立高杯

である。 21-24は，丸みをもって開く杯下半部から屈曲して口縁が外反するもので，下I縁はそれほど

長く発達していない。 2Sも同様の形態をもつが，杯 F半{fi5が直線的に開いているつ腕部の穿子しは焼成

前のもので 3子しである。色潟lよ， 22・2:¥が検色， 21がにぷい桜色， 24が明褐色， 25がにぷい黄粉色

を呈する。目白土にはー 23がお英・長石を含む↑也は，いずれも石英・長石・金雲母を fすんでいる。 2fγ~::HJ

は波形の形態をもっ15?台であるつ 30が円縁を半分ほど欠失している他はほぼ完形の資料であるハ 26i土，

27と入れ子の状況で出すした小形品であるのにぶい黄給色の色識で，胎土に行突;・長石 -f主雲封・赤

色砂が含まれている。 27・28は類似した形態をもち，外而がハケ，内面にほしぼり疫がみられる。i>tu

者ともに，検色の色調で，胎 lニlこ石英・長石・金書母・赤色砂が含まれてしゅ。 29・3りは比較的iこ大

形ω資料で，体上官M音!れこは日pさ痕がついている。色調 :~t ， 29がにぷい黄燈色， 30がf男子昌灰色を呈し，

!治土はともに石英・長行・金雲母を含む。以上。')2号、濠 f層の士認は 1の察と16の鉢を除くと，弥

生後期後半の下大限式を王体と tる良好tt資料といえよう c

A区 2号濠下層出土土器 C!ii72図)

31~43は 2 号主主の 5~ 81汚から出土した二卜今議てもある ι 3J-41 はき警である。 31~37(，J ， ~U 半部の

破片ーである o 'n~34は，上t絞的短" ，鋤)ur~口総の若手である。 31 は平滑なナデ仕上げされる。 f也 l土屈しイ七

を受Ijているが， ~1:i (.土ハ今回が残っている。 色識は， 31がにぷい褐色， 32 ・ 13がにぶい衿包~， 34がに

ぷい赤褐色を J年~ L~ f:Jii土i土31が石英・長石， 32がまj英・土毛布・赤色紗， 33・34が胎土に石英・長石・

金雲母を合む。 35----.37Lt，鍛えJf5口走法の懇で LJ縁ドに断面三角形の突帯を色つものである。í!~'f;I~lt土，

おがlこぶい員一褐色， 36が耳fj赤褐色， 37がにぷい赤褐色を呈l，IJiJ土はおが石英・;長石・赤色砂・ ft走法:

母， 36が石英・長石・金雲母， 37が石英・長石・赤色砂奇含む。'l8~411;t，要底部片である o 38~'40 

は外成宣言がく lまみをも九， 1lii輪状にくぼみをもつものである。色調は， 38が袴色， 39・.10がにぶい

燈色， 41が明褐色を去し，目子I.J.~_ (，土:38・41が記英・長石・会雲母， 39が石英・長石， ι10が石英・長:j:i.

語、色砂・金主母を合υ。 121まfJ塗煮の体ド半郡片である。外面lはヨコミガキされ今内ifTjはナデ仕土げ

されている。 時J赤褐色の色調で. ，~tì一十jこはお吏・長手?を含む。 43は，腕状υコ鉢上半部}ずである G 探表

は風化を受けているハ浅黄格色ぷ〕色調で， Rむけ:には石英・長正1・赤色在号、を含むコ以上 ω2弓濠 l、層の

土器fj:，弥生中期ú)~i玖 I 式 ti段階から須玖Il式古段階までの資料を含んでいて，上限と弘、る弥生中

期前棄の須玖 I式古段備に濠が撚再!Jされたことが考えられる c

E区 1号濠出土土器(第731立1)

l~ 6は， E:><:1号i長から出:1:した土22である。 1・2は最下問 (]4層)から出tした婆である。

短¥，鋤先形のLJ縁で 2は[]縁0)1、に同f碕三角形の突帯をもっn 器雨iはフデ仕上げされごいる。燈色

ω色調で， H台士Jこ2が石英・反行・余雲母;:;がお英・長石を含む。 1・2の最下履の士，1;0は，弥生

中期Bij葉0)須tU 式てーある。 3~. 6 Iま. J"n長からtJJj: したと器である。 3~5 は煮で， 3・4はLJ縁

が朝顔形に開く広口宣告である。 4 はほぼ5tl~の品で， ~i号i州立ハケ誠実主主れ， さらに口総はヨコナデ，

腕留外面はトデ治されている。 Jj'¥;は凸レンズではないが少し丸みをもっている。 5は，体ーζ半f'il5で}ま

143 



部がH盤状をなしている。色調は， 3・4がにぷい検色 5がiこぶい黄燈f立を笠1 る。)治土には， ー

が石英・長石， 3が石英・長石・金雲母 4が石英・長石・金雲母・角関ιii:含んでいる。 61土， Iま

i主完形の:大形鉢である。「く Jの字形口縁で，底部は少し凸レンズをなしている。内外i白はハウ言語重ささ

れ， rr縁はヨコナデ， r与問下端はナデ仕上げされるの 13慢の炭化物倒から出土した。 3~. 6の上層心)

土器は，弥生後期rl'頃~後半にかけての資料である。

F区 1号濠出土土器(第74図)

1 へ 8 は，婆である。 1 ・ 2 は[く」の字形口縁の在地系の婆?と 2 は下半がt.&:状~~Lナデられ丸

い凸レ〉ズ底宇なしている。色調は尚三昌ともに袴色を呈し， tl白ゴには 1がれ英・長石・会雲母司 2が

l砂岩砂を含んでいる。 3~61主，布留式の察?ある。関上部に 5 は 3 条の沈線， 。は東j突文を施して

いる Q U縁端部は 3・6が仁βに 5t土外方に摘みぎみに仕上げているc 色調は， 3 (.土にぷい黄褐
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第73図 E区 1号濠出土土器 (1/4)
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第75図 F区 2号濠出土土器.c区 1号溝出土土器(1 /4) 
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色， /1 -----5 tまにぶい黄積色を呈する。飴土lま， 3と6がれ英・長石・金三雲母 4が石英・長石 Jが

石英・長石・赤色砂を含んでいる。 7J土口縁が外j零する広rJ王立で，籾部は丸く球状をなしている。内

外向ともにハケ調繋され，腕内面には指オサエ痕が残る。 検色の色調で， 1J白土に石英・長行・角閃石・

金主主母を含んでいるの引は比較的低騎]の高杯であるυ 杯出は休 F半がメしみをもち，問的部かられ縁は

直線的に開くものご，端百iIlは商取りされて、ドtEiにおさめている。脚台は括部がスカート状に拘き，焼

成誌の伊孔が3f:車両f施されている c j受色のl0.&~J で， IJ台土はわりと精良であるが石英・長石・会雲母・

赤色砂を含んでいる c 日は，ロ縁部奇欠失する-flli:.主完形の器台て¥ 〈びれ部が細い寄lりに裾が長く開

いている。内外l古!ともにハケ認摂されている。澄色の色調で，胎一十には行英・長石・金雲母・赤色砂

を合tJo 以上の FtX: 1 号濠出土品は，弥生終末から古墳前期 (tý~回目 b式・井上古墳前期 2式)まで

の資料を含んでいる 3

F区 2号濠出土土器(第75[将)

1~5 は F区 2 与すj蒙かり出七した懇である o 1 i土鋭1先JI'手口縁の主主で，ほ I~光形AJiて、ある。 2~ 4 

1土車関先形 [J縁の下に断l封三角形の突帯をもっ姿で:，はほぼ完)r:1-t~，で日陪ÜiHこ張りをもっている。 5 は

祭腕下半MBごある。色調は 1が後色， 27〉?にぶい字詰色， 1 がに~-:い黄授色 4 ・ 5 がにぷい赤褐色

を呈するο 始一十iふ 4が石英・長石・金雲Nを含む他は，石英・長行を含んでいる。これらの土擦は

弥生中期役半の須玖TI式古段階の資料である。

C区 1号溝出土土器(第75!"，!)

6~9 iま， c区1号潜から山上した土擦である。 6・7は夜ておある。 6Iま山陰系の二重r1縁授で，

口総端部は肥厚さn摘みぎみにおさめて"ゆ O ハケをナテ消してf!:l二げられ，胸部内面はヘラウズリ

されている。 7 はL~J レンズ状のlまをもっ体下半t~5である。色調は 6 が袴色 7 が明褐色を思し， 9右

:tj主1)が石英・長石・戸1伏jお・金雲母 7が石英・長石・金三号FJを含む() 8はノj、l[jO)深鉢で，底は

尖ぎみの小さな平底がつく O ハケ調整され， }ヂ仕上げされる。密色の色調で， 1:.1英・長石を含む U

9は高杯で，在地系の長めの脚部である。外面は，ハうの後にヘラ状呉て、タテミ :JIキされている。焼

成磁の子しが 3箇所長Eされている。桜色の色調で，目白土に石英・赤色砂を含んでいる O 以上のC区1守

溝口J土品は，弥生後期後半から占墳前期の資料である c

F区 3号潜出土土器(第76図)

1 ~12 は， F[x: 3号:常から出土した土器である。 1''.， 3 ~土，察ごある o 1 1主，鋤先形口縁の主要で，

掠JliH士風化を受けている O にぶい検色の色調で，胎十一lこれJ定・長石・赤色!tJ>を合んでいる。 2・3は

凸レンズ状底部のき聖体ド半;治である。外出はハウ調整，内面はずヂ{士土げされ，内)1'>:'付近には指オサ

ヱ一痕が残る。 f立認は 2がにぷい赤褐色 :Jが校色をとさし，目白土に石英・長石・ :I'r:雲母を含むυ 4~. 

7は，1N.であるc 4は，L1縁が新長官j践に開く広口安上手部である。 内外百iは風化を受けているが， 1'1 

縁内出にハケ [jが残っている。棒色の色識で，胎士に石i英・長石・角閃石・余雲母を含んでいる。

5・6Li， fl縁がnち欠かく他は，ほほ気:形0)長鎖夜てボiわる。 腕'II{立が尖りぎみに張りをもち扇球、!犬

をなしていて，江主は平l氏である。外面は平;告すデ仕上げされている。色調は1(:寄方ともにもごJ;-~い後色
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を52ーし，月台士には 5が石英・長石・金雲母 6が"fieR:. Jミ石・角関石を含む。口縁端部tこ刻目を有ず

るわりと大形の広仁11授である。外部はハケ，内面はハケとすデ消しを施している。浅黄燈150)色調で，

HfJ土に石英・長石・金雲母を含む。引ま，小形の浅鉢ごある。小さくくほんだ){~{mから I勾湾ぎみに立

ち上がり，口縁端部は尖りぎみにおさめている。浅黄燈色の色訟で，民主ニLにわ~Jt "長行・赤色砂を含

む。 91;):，高杯の杯T三!こから脚郊の破片である。杯部は平常ナデ仕上げ，納部はタテミガキが施され

てし必。焼成前のJlが3箇月liみられるの務色の色調で，胎士に石英・長石・金実母宅t合む。 10へ ，1L Iま

円縁と裾部の一部を欠失する他はほぼ:之形の君主fγごある。形状は， くびれが上古!iにある鼓11予の器台で

あるし外illfはハケ調整され，門商はナデ仕仁げされ， くびれ部内lidlこはしぼり痕が人る υ 色設は，

10・11がrrz色， 12が明赤褐色を去し，絵土には10がれ英.N:石・角間石・金雲母， 11・12が石英・長

石・:余雲母を含む。以 t:の F区 3 号満出土こし器は 1 を I~くと弓弥生後期中頃百終末にかけての資料

である。

ヨ):[i探(第77~79l主1)

]は， ft雪主主石総ω基部と忠われる破片で jr_主i但1)治iに打ち欠いた扶りがみられる。頁岩製で， 69zを

iIllJる。 AVのピットから出 i二。 2は，Eミお製の石鎌:先端一部片である。隔が2，2cmしかなく，かなり使い

こまれている"AV;: 2号男穴住活出土。 3・jI土粘板岩裂の扇平片刃石斧である c 3 U: 1"1正1.0-濠出

+で， 32gを測る o 4はAI5主 1号濠出tで， 51 g を担~る。 5 は.H料製の総刃石斧である。全面に絞

H痕が残っている" A I5Z 2-~j潔出ナで， 517 日をìH~ る。 6 ~91ま砥石である。 6 ・ 9 は砂岩主主， 7・8

はあ(i板岩製で 6は荒砥， 9 t土中砥 7・8は仕上紙 C，ιは325g， 7は:)00g， 8は22g， 9は188

Zを測る。 6はAじよ， 7 r.立Ai>ど 2号竪穴住民 8はAIX:1 号濠 9 は E 区 2 号濠出!二。 10~'191主，障害

石・白石・絞石?ある c l:lは 面に磨E立をもっ謄石。 10・11・16・19は踏石・絞石の機能をもち，

11・12・14・16・17・19は中央に使用岐をもっ。 15はと下I訟に熔函をもっ回石で，恒Uj削にも裁き疫が

つく。 10・16が安山岩の他は，玄武岩の円軍事を IlJいている。 101s765g， 11が1，100g， 12が940g， 13 

が1.12りg，14が1，040g， 15が815g，16が 820g，17刀;960g， 18が1， (1)0 g， 19が9:)5gをj責1る。 10・

14はAk弓 2号竪穴住居， 11 ~13は A i5<2号濠， 15はF1)<:2号濠‘ Hi(土E区2号語表，17~19t土 Fl5Z:l号

溝出 ti--o

20は， ヒドに平湿な何をもっ台石で， 1/:3---1/2ほどを欠失している。玄武治製で 7kgを測る。

各)士製品・仏製品 (i%~刈図)

1 は，土裂の設弾で，や.s;~申画庁;のラクピー球Jf:'をなす。長さ/:l: .7cm，径:2 .8cm， lliさ32gをj切る。 E

Pくイ号濠の主主干層(J41~j) :.+1土。 2 ・ 3 は.í'，'製 p~}盤で 2 は頁岩製の紡金E司王:1は滑石裂の模造品で

ある。 2l-よ，径3.4口n.I事さ 81l11il， JHさ15gを測る。 :3(.立袋耐が少し欠損しているが，径2.2cm，厚さ

3削ラ言i1さ 3g ~::-zH~ る。 両者ともに AI玄1号濠出士。

④金属器(第80~記D

4 [土，鉄鎌円である。現干子長は6.8口n.縮3-3印]， ，L半さ 5聞を測る o Ak主2弓竪穴住居出土。この(也

に 2号笠穴住居から鉄線'? AI三1サ濠から袋状鉄斧と思われる破片， A区2-i弓j豪から鉄片， E区
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1弓?豪から鉄鎌?などの鉄製品が出土している。

(言装飾ii右 CtT180図)

ユは，ガラス小玉であるc 濃藍色の色調で， AiX 2号E歪穴住民から出土した。

註 1 事E凶辰雄「九州jI古墳符代の研究JI 6 雄ili総 19臼j

2 チ(J二被~ム r~G百1)九州におりる古墳出現知前後の土器群とその背緊 I r児嶋隆人先生喜寿記念論集 古文
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(4) 平成 B年度の認査概要

豆成 7年慢の阪地区(7)調査では，台地高台のJ買部仁会切手主主主物若手と 2条の/j長が検出され，西側傾斜i討

に濠が敢行してのび 9棟の男穴住居跡 3条の溝などの遺憾が確認さtした。平成 85.t:度調夜は，荷

台から東側の傾斜l併において，濠がどのようにのびるのか，居住関係選構の広がりなどを確認するをi

的で，標高12ml記rt交の畑地・水用・荒蒸地に調査長どを設定した。調査区は， A~I 区の 9 Wi所の誠脊

壌を設定して， 1， 140m'を発指した。

調査の結果， AIXで竪穴住居跡5練詩3条ヲ !j¥!，足者1棺基 1，ゑ B区で努穴住居跡 1棟，ピット，

CIヌで盟主プて伝活動;;3 +弘 滋 3条， Di百くで竪穴{主回跡 2j紫 嘉 2，条， 小児三主総選 5 主~， E [8:で#41条，

Gじくでj斉1条とおびただしい数のピット， H~【で竪穴住居跡 2 棟，ピ、ソ i などの遺構が確認されたc

f察穴住居跡は Bt互の 6-~j-(:主討が弥生中郊の他;土，弥生後期から古墳前期U)住民である。 c 区の 7 号住

民， D 1><0) liJ号住居は，禄が埋没した?をに建てられている。濠は， c区の 1号・ 2号濠ーが荷台からつ

ながることが判明し，南端に磁:認さnた3号濠と D阪の 4号・ 5号濠が:新たに検出された。小児主主棺

主主11，A[，zI7) 1号妥結哀が 1J;G t~' (.7 住居域のなかに存主;しているが， n区の 2 号，~， 6号主主t宮家0)~誕

の幼小児十官は ιi号言去の河岸に、昨んで設けられている状況が捉えられた。これらは成人がJm撲される

般的な i，Udlとは採なる性絡をもつのであろう。今[ロ!の調査では，弥生前期から古墳8fT郊の遺物がコン

テブ 175箱分出一七した ζ

(5) 平成 E年度調査の遺構

①夜、穴住居跡(主主89・90!Zl)

1 号竪穴住居跡(完~891羽 j

Al宅、の北}~誌にある悶丸方形の住居であるつ長辺 3m，短Jll2_ 8mをfy!iJるIiiJと小形のH::屑で， E空間は 5

~lOCll1程皮が残る r=iê ぎなし、。床在」に lI，事't:Lζ 炭化物がみ Jうれた。主戦力{立はN紛'E を t)il る。古墳

r}Jjj百郊の-1:採に伴って，一:隷系瓦貧土器，磨お，砥おなどが[U七した。

2号竪穴住屠跡 (4190図)

A6[:J;にある方形の住JJi-で， aJライ主将を切っている。長辺:i2m，短リ~3 .11U を j~11 り，壁尚は12聞か

ら30叩ほど残る υ 床t白jには:廃止と炭化物がみられる。守軸方伎はNUfEを測るc 弥生終;ヰこから吉坊主河

原則の土おに宇とって，棒状の鋭;袋品が11¥Jしている。

3号竪穴住居跡(;;おお9図)

A 8 i?互にある 5fjメL長}j形の住民で束径にかかり~可籾には約 1mほどのペット状遺精がみられる。

長辺3.81n以上，対辺35mを測る。 W1'ilTIは]()cm前後残っている。主車H方伎はN98Eを測る。弥生徒政j

-~古.4'1目な英訳jの土 %riJí 企ziif二上している口

4 号援穴住居跡(第91J~)

A:q主にある長方形の住民で，四位にかかり，長J214. 5mJ:U:，短辺4iJrnを潰iJる。北側から凶側に

かげて iLJ字形に約 1m脳ωベット状遺構がみられる。.:Ir，俣iJは一部5η{主胞を切っているG 主紬Jj

f立は N80'Wを ìflli る。 ~JFì終末~古墳mn到の土器がトH土に伴って，砥心が出土している。
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第83図 A区遺構配置図 (1/100)
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5号竪穴住居跡(詳s90rg!)

A 2・6kぎにある長方形の住民で 2弓:+E居と 4~F:Ý{ì厄;に切られている。長辺7.:'ìm ， 9thZl3.71TIを

摂Gる。丙側には約 1m輔のペット状遺絡がついている。主~.)ij方位は，1\ 104ぃ E を測る。弥生終末前後の

土器に伴って，三線系、瓦質土器片ヲ鉄片，行製紡錘車などがI-t¥上している。

s号竪穴住居跡(第89図)

Bばにある限式L方形の住民で，凶壁にかかっ-(いる。北東側は焼Jこに覆われていたo J壬辺3.61n，短

辺2.6mを測る。壁崩は， 20~況でmほど残っている。 N2TE を測る。 1~ド空中期前半の須玖 I 式土器が出

土した。

7号竪穴住居跡(立l8f>iZl) 

C2・3!5互にある鰐丸長方形の住居で 2号濠に重複していて 8号住居を切っている cjlfj皇室にか

かっていて，長辺4.2m，匁辺2.BmJ~. fを測る。 2一号主主が埋没してから怨てられた住民である。床面

仁部には焼ゴや炭化物がみられ，士器がまとまって出土した。主税万位LtNl Wアで，ぼぼ尚北を向い

ている。この住討は，土器を取り lげたが床面主で検出していないo 5~;生後期後葉~終末似の土器に

凡 i列

アミは焼土 O 5m  
-1一一一一一ァ 一一一「 一一一一

第似顔 B区遺構配置ll1I(1/10日)
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liq--十
1

2
号
濠

凡例

濃いアミが炭化物

薄いアミか焼土
o 5m 
ト一一一一一一寸一一一一ー--'，-- 一一一 T→一ー 一一~一一一一一一斗

C区遺構配童図 (1/100)
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九 f叫

4号濠

庁二:二吉士二ユ二一

1I 
O 

(ド了。じ」計

九ごZ1r。
九段
¥v J' l}'>" 

主pq 
円Jυ

② 
g 

!iJ 

濃いアミカ、炭化物

薄いアミが焼土

第86図 D区i章構~C霊協( 1 /10自)
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{半コて，台石がHi上している。

E号竪穴住居跡(第851当)

C 3区にある住居で 2一号濠に重複している" 71，ラ住民にほとんど切られ，市東隣付近が残るにす

ぎないc ;見存の規模は，長辺 2m，短辺0.9mを測る。輪郭を確認しただけで掘り下げていない。ニ主軸

ブ'JfT)は， N 3'Eを測る。弥生後期の住民で 2ぢ一濠が埋没してから主主てられた住屑である。

日号竪穴住居跡(第85凶)

C 7 • 81ぎにある悶よしの住居で 3サ濠に工って大部分を切られている。 問仰jに綴 1mほどのベツ

E 医二三?重工 三 ] 2 '2コ ( 

三ユL4孟=l=.;'~~"d

13号住 12号ノ主

円

o 10m 
ト 「 ー「一一~一一一「一一一←一一一 一一 l 

第87図 E'F'G'H区i童構配置図(1 /ノ200)

171 

MN  

MN  

川

1
4
1↓
1



ト状造機がつL斗ている。現存の長辺l.6m，続辺l.2m， =L紬Jj{立がN ~ Eを担』る。弥生後期後半期の

土器が出土している。

10号竪穴住居跡(第89!Y?il

D 515互にある方形の住民で，床面は炭化物と焼士に夜わ;fLている。 4弓濠の止に重複していて，長

辺4.2m，鰐辺 4mを測る。主判]jj{¥'i.1立N4可vを担IJる。古墳前期の布留式土器に{半コご， ft止~:tî・民雲行な

どが出十、した。

11号霊穴住居跡(第州民)

D 1・3区にある隙丸方形の住民て、，北壁にかかっている。 長辺3.8tu，定i辺2.6m);)、fを測る。山内

iliUには!~高 lmO)ベット Jじた遺構がついている。主制i万伎は7\' 82νE を測る。弥生後期の土器が出土してい

る。

12号竪穴住居跡(第87)::<))

H 2 15更にある隅丸長方形の[十屈で， 13号住居を切っている o )t壁にかかっていて，長辺6.3_m，短)1)

5.3m を測る。 ~t戸51側は1 ‘ 51TI前後のベット状遺構をなしているようであるが，残りが良くなかったc

床凶iの状況をみると 2械の住i社;跡が重複している可能性をもっている。台墳前期才IJ探式と探に1'l'っ

て石[jラガラス小玉 2点などがLU土c

13号竪穴住居跡(第8ii"Xj)

H 1 T互にある住居で， 12号住居に切られている。現存の溺棋は，長辺39m，短江12.3m長測る。輪

郭〉多様認しただけで，掘りトげていなし弘主戦方{立は， .¥J 4(rWあるいは N50E を i~liる。弥生後郊のR

lPiであろうか。

②i%i・務 (第91[藷)

1号i濠(第91閃)

C J ・ 5 反にある東EE方向の濠である。濠騒が 3~3.6m，荷主主の深さがl. 5m~:i担j る。均TiJlj i土司 V

字形をなし， 1，底面lこは幅411cmほどの溝t止のくぼみがみられ， IJG古jは東へ 6mて":i8cmlまど傾斜している。

土防断面図をとった東桂子では明確にでていないが‘ 4 b ，r~'l と 4C鮮のj習に黄褐色粘賃上が雨から流れ

込んだ状況が捉えられた。 4a・hl殺を上)cふ 4 c・d-eif'1子トi民とする。上憎からは，均'1.後湯

前~~終末の!こ援に伴って熊石，絞石‘石十干司 lil1石がけi二k した。下!同からは，弥生可i期前半から後半

の土器にfjって終石.)1日行が!-J-¥J::し丈【平成 7年度。')1¥区立号濠とつながることが推泌される。

2号濠 (C富山陵J)

じ区中ほどの C2 ・;~， 6・7区にある束尚方向の濠である。 1号詰まから4.6m雨但uに放行しど走

り，西側には 7号・ 8弓王t!0が君主反している。 C6・i;2;:を21ll幅だげ掘り下げた。濠幅2.8m，深さ

().9mをお;る。目5?ilii':-よ，(J字形で底荷に隔lOcmほどの潟がはいる ο 造物は少なし ~jj\l1:.t:11 jm O)..::r:器がお

ごft+l土したにすぎ在い。平成 71.手度:33交のA区1弓濠とつながることが考えられるわ

3号濠(5(J85凶)

C8区にある東日耳方向の語表で司 2号濠かり5.5mr'土'i1ilIJに並行して走るが，後i止の錠古しによって長さ 5
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A 区東壁 12.2m 

--ι一一てご二三二二二三二て二二二二士三ココミご- J
、:J-一ー一一一一一一一仁士一一一一一 一一一二二二士二二三ご:二ごー-......Ji:一一一一ー一ー い

づ平成 6年度調査 L 382 一一一一一一一二二さご土士こ一二きこt 七二
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一一一一一五戸弓ーゴ?言一戸手二子二二二七ご弓 一一、 J 

A 区 南 壁
12.2m 

ん _---Y~ーニ一一一→--ニこで当-士三二二でー二ご二きと=士
J ー =」二三二二三戸戸ニニニ品み十一一

3b 

B 区東壁

←一主: 一--------~一一一一

12己m

l' 

一 一一一一二二二二主二ヱニ三=二二三~二三工二二二三二二二二「

C 区西壁

2b 、一一「一九→ー『
一 一 一ー--一一一一 一一一一--'-一一 一ー←

3a 
ー ---:n;ι

4 

B 区 南 壁

一一 一一→ーえてて一一一一十一二ごご三二 三:てて二ご三士三:ご二三二二::r:::士ーで

~づ二戸ニ

2a 

J 云ヰ二豆三三正戸一二ニ弓c己己宍:ミモ三記云ミミ三三三孟三三三『ご .二二二二二二 一一一一『一-一一一一一一土一

4e 

D区土層名 4ι届灰得色粘寅土層

125m 

1 層 にぷい黄櫨色土層(表土)

4e 
2 層 にぷい黄褐色土j嘗

4 d層 黒褐色粘質土層(炭化物層)

4 e層灰紫褐色桁質土層

3 a層 黒褐色結質土層 ー 層 にふ~L、賞掻色粘土層(地山)

3 b層褐灰色土層

4 a 層 にぷい黄褐色粘質土層

D区 東 壁
11.3m 

4 b層 黒掲色粘質土層(炭化物層)

下 三三 二そ三f一三二万
子ごアIJ'-弘

o 5m 
」ー一一一一←Fー ~ー一 .'-"~J一一』一一一「一一一一一一一一「 一一一一斗

第四国土屠断簡図(1 /80) 

A区土j蒼名

| 層 にぷい黄後色土居(表ゴニ)

2 層 にぷい賞燈色土層

3 a層黒褐色粘質土層

3 b層黒色粘黄土1嘗

3 c層階褐色粘質土層

4 層 にぷい黄褐色粘土層

B区土層名

| 罵 にぷい業穣色土層

2 a層標色土層

2 b層 にぷい褐色土層

3 a層黒褐色粘質土層

3 b層 にぶい赤褐色粘寅土層

4 層 iこぶL、黄儒色粘土原

C区土鳥名

| 層 にぷい褐色士層(表土)

2 a層 にぷい権色土層

2 b層 にふ:い褐色土層

3 a層 灰褐色粘質土層(白色・黄白色粒多〈含む)

3 b層 黒伺色粘質土層(I一号i主覆土)

3 c層 H音褐色粘貧土居(2号住覆土)

4 a層 赤褐色焼こ土 '炭化物届

4 b麿灰褐色土層

4 c層 暗褐色粕黄土層(灰白色粒多く含む)

4 d層灰掲色粘質土層

4 e層褐灰色粘質土層

忌 a層 糞褐色粘土層(地山)

5 b層 黄色粒混在賞鱈色粕土層(地山)

5 c層 明賞灰色砂磯層的、たく締まった基盤層)
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116m 
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!号濠西壁 13-8m 

/ 
l号濠一工層名

一一_1.ー←一一一一←一一----------~ 一一 一一ムー 一一一一一 ! 層 にぷい待色ヰ層(表ニヒ)

2 a層 にぷい樺色土昏

一一一 2' 

2b 

刷、子、~¥~¥一守
、ー"

¥¥  「一二三、二ご五一:ァ------."

2 b層 に」い褐色土層

3 J¥吾 )3(得色土層

4 3層 赤褐色混土・炭化物層

4 b層 灰得色土層(白色・黄色粒を吉む)

4 c愚 詰褐色粘童土層CJxs色黄色粒を多く吉正，，)

4 d層 j点掲色土居

4 e層掲灰色粘質土産

5 b ¥¥  ¥_____ 4b ヘf一二 r一一一一¥ ー ム~-一一一戸←/ 、、、 4' 5 a層 責措主主粘土居(地山)

4c <i2 L 泊、ξ パ
J 

4d / 5c 

2号濠西壁 123m 

べでてで一一 γ:  

臼\\\\---~-ァー/-
6¥¥¥¥¥二//fo 

50 ご4

4号濠密接 11_0m 

4可証F

5号潔西監

O 
』孟i

アb

iO.Om 

2m 
ニニニ二二ゴ

4号j豪商監

5 b層 黄色粒混在費褐色粘土層(地山)

5 c書 誌貰灰急砂離層(地山 J

2号置土署名

1 層 j疋褐色土層

2 層 黄褐色粘土混在Di鱈色結質ヰニ謹

3 層惰灰色粘質土層

4 層 にぷい褐色粘質土層

5 a層明褐色粘土層(地山)

5 b層 黄色粒混在黄褐色粘土居(地山)

5 c層 明黄灰色砂鴨居(地山)

i 層帯褐色土層

2 i曹 にぷい貰褐色土層(地山土r昆在)

3 層 鼎褐色枯草七居

4 a;宮 にふい黄極色粘土層 l地凶)

4 b層 責灰色粒J昆在費置色結土居(池山)

ら号濠土居名

宮褐灰色エ居

2 層 に」い黄掲色粘質二1.(地山土を含む)

3 層 黒掲色粘質土層(炭化物層)

4 層灰褐を枯寅エ層

5 屠黒掲色粘質上層(炭化物語)

6 居灰首唱色粘黄土層

7 a層 に~~ぃ荒療色粘エ層(地山〉

7 b雇 〕武灰色粘土悪(地山)

第91図議土層断頭図(1 /40) 



rn，絹1.5m，深さ2恥m前後ほどが残るにすぎない。)氏出jは東側に傾斜している。弥生後期後半の 9弓

住居を切っているが，なかから弥生後販の土器が出土しているじ

4号、濠(第91函)

Dtえを斜めに東西に走る濠である。 D1・2区を4.5rn幅だけ掘り下げた。断固はV字形で，底面jに

幅約15仰のi品が人り， 2 ll1 ほどで一段深くなっている。濠幅は 2~.2.9m，奈さ凶壁が67cm，東壁が%

cmを i怒り，高から東へ 4rnで約60cm深くなっている。問~rの u凶計画iをみると， 2 f替は士事IJUJゴヒを混じ

えるにぷLゐ黄褐色土層で，北からの流れ込みが捉えられ，土患の盛土のml人の可能性をもっごいる。

仕かからは，弥生後期前半~終末頃の土器に{半って，長寿石などの遺物が出土した。古墳前期の10号住

民が濠が埋没した後lこ建てられている。

5号濠(第91図)

D6 ・ 8 区にある濠で T手f~fから 6. ::>111 ~まど北東にのびて止まっているG 断面、はじ字形で，濠編カミ1. 7

mへ 2.3m，t京さ80cmをがjる。底面はE出品から束に 4rnで24cm尚くなっている。土蝉域積は，レンズ状

に61百にわたっていて，炭化物層が2枚ザンドイツチ状に薄く唯積している。 i建物は， 4 ~ 5 fr同に張

りイ、fしばて状況で、多く出士した。弥生終末~古墳前期Jiij撲の七器に伴って，議石，鉄鎌?などの遺物が

tBとした。

1号溝(第831認)

A1・5尽にある東西方向の濡である。:湾幅0.81mから 1lD，深さ 6cm.~23cmを測る浅いi誌であ

るn 東側は東壁から3.3mのイ¥r置で二つに校分かれして 2号・ 3号i芝を切っているよっだ。溝底は硲

壁付近から東壁付近へ約40cmftgf宗iしている。溝からは，弥生後期から古墳前期初頭の土器などに伴っ

て，磨石， -f-J臼などが出七した。

2・3号溝(第83図)

A5 ・ 6 1Xにある隔30cm------:J Ocm，泌さ 1~ 8cmの浅い溝である。出ijJljから北東庁[白lに2条並んで走

)ている。南凶端は 5 号住居に切られ，一端北側にのびて北東側に炉11斤 l~.，端l土l号満に切られてい

る。なかから弥生後期の土器lJ:どが出土した c 1 ~ 3乃?誇は， Ar:{の居住域にあり，住居右手を区切っ

たり，排水路などの役目をもっていたものでめろう。

4号溝(第品7[';(J)

E4区にかかった南東から北西にのびる幅約80印】の潟で， y5t@さ211へ.30cmを謂1)る。海底の高さは標高

3.5m前後である。後世の水凶恭盤整備でほとんど上部を失ったようで，もともとは濠ごあった可能性

をもっている。なかから，弥ヨ rl"期日)丹塗鉢仕どの遺物が出土した。

5号溝(第87図)

G4区にある東jJlj方向の潜で，北東機で北方向に曲がっている。幅50c却で， 5~17cmO)主主さをもっ

偏狭の溶であるυ 西端から東端にi匂かつて 6cmほど{頃斜している。東側に多くのピットが務認されて

いるので，排ぷÍÈ~の機能をもつものでおろう。弥生後郊の土器に伴って磨そ"などの遺物が出土してい

る。

ぃ。
ウ

4
t
i
 



11_5m 

10 2 rn 

o 50cr内

トー一一~一 一句 二二E二二ニニニニ-ム二三

第92"自 主豊棺墓実;魁図CD(1 /10) 

~ 17ヲ



③薬指墓(江J92・93図)

1号婆棺墓(第山TZD

A2 区にある小児婆t自慕で，日丹?の衰を利月J した合[1窪核1~である。 f^警のと半部から上主主にかけ

と肖!半そ受け，大部分が欠失している。主執方位l土NJ8vV，理淀魚F立はシをiHUるc 下窪には;焼成主をの

穿孔は認められない。用いられている土器は，初、!t後期前棄のi~:，)三持者式のき宅である。

2 号嚢棺慕(第一9~~S司)

D 1 IXにある小児童害指慕である。 l' 察に器i'b~47cm0')~， --.t警に突帯上部をnち欠いたlf2を組み合わ

せた合口薬棺墓でt::警は大部分が丹U平によって欠失している c 下登の1.1縁Tには，灰色粘土のプロ

/ 

117m 

二=三三そ竺竺ミTι旦官士一一~一一二よニニニ~よごご

凡 哲H

アミは粘土塊
o 50c作、
ト γ γ Z ぷ 孟ζ ニゴ

第93図 重量棺墓実測I'i{j豆、(1 /10) 
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ックが 2 1i許可7置かれていたの:主納方üd土"l 65'E ，思1霞角度 l主 ~O' を iWl る。焼成後必1<"孔は認められな

い。使用されている土器は， ~;:i;!Þ.後期後葉の主主である。

3号室善棺墓(第92図)

D J!Xにある小児察結惑である。下主主に日用の主主 t禁?にLI頚部を打ち欠いた去を組み合わせた合

口察松;，~である J 主制iJヲ 1ftは?呼応ηE ， .t里置角度は5lrを1WJり守棺は斜めに据えられている。焼成後の穿

子しは認められない。 ZE棺には弥生後期後三室の土器がl日いられていて，墓墳と d弓濠との切り合いの状

況をみると 4弓濠を切ったように従えたが，検討を Eをとする。

4号護棺慕(第86aQ)

D5[i(北墜にかかる小児楚椴墓である。 東凶方向を向き， ト主主にHliiJJーアーまでき丁ち欠いた ~f，上蓋に

災帯をもっ事きを用いる合口薬指墓である。弥生後期後葉の時期であろう印。

5号護棺墓(第86灰1)

D5区北壁にかかる小児さき棺墓である。東西方向を向き，突帯をもっき主を組み合わせた合円萎棺茎

である。弥生後期前半~中i須の時期であろうか。

6号棄樗墓 (Zu丹6l対)

D7区東俊にかかるノj、児饗42慕である。東同方向老i句さ，突帯をもっ察を組み合オ》せた合円受棺墓

である。毛主撲が 4号濠を切っている。弥生後期後葉以降の時期であろうか。

(6) 平成z年度調査の遺物

平成8年度調査では，コンテナ17:;箱分のj量約が出土したが，その数京的な内訳:土，土器・陶磁器

110，259点，石器・ u製品1，606}~~ ， 1E属;も@28点の計111，893点、である。

(工〉土著書(Zi394~106悶)

1号住居跡出土土器(第94鼠)

1と10は号住居跡出土のJニ器である。 1は，丸f去の浅鉢で， iく」の字形の口認、l土内湾2fみにの

びて婦部を、ド坦におさめている。:器一夫は風化を受けるが，一部ハケ目が残るc 持色の色調でヲ胎士に

正J英，長石，金雲母を含む。この工苦言は，柳田氏の[]a )，:，升仁，t¥;O)古めi前期 l式に所属する資料で

あろうかつ 101主，朝鮮半島系の瓦質蛍破片である。外出には細かい縦席文日[1き目がついている。タト蛮

はh宮!:kEiO)色調だが，器内はにぷい桜色を!日ずる。

2号住居跡出土土器(第百4[ZJ)

11~7・8・9IJ:， 2号住屑幼から出イした土器ごあるc31主制 i半が急速にす iままるイ打開示;系の

察で，口縁(主猿く外反して，録j古i:5を摘みぎみにhくおさめている。脳外置はハウをナデ消し，内面は

tttHfL iこケズリを行っている。灰褐色の色iilsで，胎土に石英，長石，金髪[手を含む。 4I主 rく!の字

形に r-j縁がら百く!よ口宣上半片で，口総端部は平t!iにおさめている。探lliIは風化を受けるが，胸部内面

はヘラウズリされている上うだ。検色J)'f2剰で，品;7十今に石J支， !ておを含む。 h吊Illi部から内f!コした:.::1縁

はさらに強く外反する復合仁l総の'.0;宮破片ーふ立高部を平別におさめるf沼南j平野以東系の主主である。 f者色

ω色調で， IJ恰ニi二に{i英，長石を合心。 6・7~士高ギドである。 6 はおj と深いよまの粁;部で，思illJ ii!íから口

。。
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総は直線的に関心器問は平滑に仕上げられ，色認は務色を呈し，飴土l土精良でよ三fi.赤色砂を含

む。 7 は r\:;~杯胸部で焼成所jU)穿孔が 3 箇所みられる。ナ 7 仕仁げされている。燈色の色諜で，石

英・長石・余雲母を含むり 8・9は， IBJー 1[，州三0)庄内式系察破片である。丸みをもってすlままる制 i

半から口縁は強く許i歯して外反して， it41首15を仁点につまみ上げているが，外方は丸く J0さめている v

IJr，~部 lこは右下がりの細かい叩きロがつき，口縁外[古iは rl[Jき白をナデ消して，口縁内面は平滑なすデ仕

上¥，J.射部内面;主ヘラケズりされるこぶい黄綬色から灰褐色の色調で，日白土に1;英，長石，金三雲母

を子育むのこれらの 2号住民tHj-、0)土Yfmは，朝]日IJ(O)n a ，{，井上fçの占:ti~吉íìJ1;~ 1式に相当ナる資料で

あろう O

5号住居跡出土土器(第941;どJ)

2 と 11 は 5 号伶j胃跡の出土i::.~である。 2 \，土!勾杯で，屈曲部から口縁がW:~線的に問f'l く杯部で，端

部は図取りされ平士f':におさめている 1善治Hよ平滑に1=t上げているが，内面にはハ 7"[:'iが浅っている。

にぷい椅色の色認で，月台釘こ干[英，長石，赤色砂，金雲母な合/、でいる O この二b6~~土，柳川氏の IIa

式，井!氏0)，古墳前期 1式に相当する資料であろう。 111土，朝鮮w島*の:E[質土器jlr-でもある。外商tこ

縄席文;叩きが施3れているが，全体に厨dイ七を受けごいる O 灰色の色認を呈する。

6号住居跡出土土器(第96["{1)

22、28LJ: ， ()号住居跡のi:U七土器である c 22~27は，饗ごある o 22は・ 2:1は逆 ILJ字形の短い仁l

縁のき警で， 2::}は胸部に新民j→了角形の突干ifをもっO 22は外ITjjlsハケ，内部がナデ、口縁がヨ Jjデ調怒

されている。 231土器Edbz風化を受けている O 色調は22がitJ:い赤褐色、 23がl珂赤字号色を去し，Huオーに

22がわ英， 長石，金三聖母勾 2:1が石英，長石を含む。 24:ま，逆 ILJ字形の口縁の5t-C，やや)謡曲ざみ

でふる υ 外国がハケ， f大l出1ーがブデ、調整される。色調は明赤褐色を呈し，胎色に石英，長石，会雲母を

含tJo 25¥27は，外応部が上げ底になった主主庶片である。外出は， 27がハケ， 25・26が子デf上!二げさ

れる。 内面はすデイ士とげさ才し， 25の内氏líûには指オザコ痕がつき，燥が付着している。 i色fil~ は 25が明

赤褐色， 26が鐙色， 27がにJJい赤褐色を一旦<-'，目白土は25が干iPl，長石， 26が石英，長石，角関干1，述、

色砂， 27が石英，長石， j金22母を合位。 28は，短い;it!1:-LJ字形の口縁のをである。空自』同採には l条

沈級、が人る。平滑なナデ仕上げされる。燈色の色調で， E4、土に石英，長石を含む。以 f:の6号住居跡

出土の土器は，弥号'1'期前芳;の須玖 I式古段階~新段階の資料を含んでいるので，住居跡は須玖 I式

古段階に廃棄されたのであろう。

7号住居跡出土土器(第95ii正f)

12~21 は 7 号ベト居跡出士、の士官号である。 12~171;t r く」の土ド形ω口縁をもっ長Æi~の婆である。 17

:主{Jレンズもたのn;;:部ごある n いFれも外lllI:シ、ヶ調整され， 13・17がナデ消い 12・l5がド半を縦に

荒い板状貝でナデられ， 16がドア々を績イ立のケズリを行っている。内田はハウ調整され， 17はブデ消さ

れている。色識は， 12・14・16がにぷいグ主婦色， 13がHiJ褐色， 15ががj赤褐色， 17が赤褐色そ呈するo

qとオーは， 16がG史，長石，赤色砂，金雲母を含むf也n，石英， Jそ石，三主主主N辻を含む"18・191立， 告で

あるο18は口縁が位五起的に開く広口査で，端古fS;ま外J守に尖りぎみにおさめている。 M忌iはr担主化を受け

~ 184 
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ている o こぶし:-<1有税色の色調で，目台土に石英，長石，角閃わ¥金三重i予を合む。 19は直口援で，底部は

欠失しているが，メL底をなすと思われる。器i古iは風化を受けるが，腕部内聞は平滑なナデ仕上げされ

ている。機色の色ßJ~で，胎土に石英，長石，金雲母を13'む。 20は， j宛)f:'の鉢で， [J縁端部上方は面取

りされ平垣におきめている。苦言問は風化を受けるが，ハケ同が残っている。 検色の色調で，飴土に石

英，長正1，金雲母を含む。 2Uま，釣鐘形の支‘脚で，上面は平~ti jj'jj をなしている。裾端部はふくらみを

もJっ，外方に尖りぎみにおさめている。外両は7デ仕 tげされ，内面にはしぼり痕と裾端に指オサエ

疫がっし以上の 7号住民一跡lH土の土器は，弥生後期後葉から終末期の資料と足、われるc

10号住居跡出土土器(第96図)

29~38は， 10サ住民跡出土の土器である。 29は布切式の婆 Cある。球状の胸部は急速に)打ままり，

口縁は内湾ぎみにのびてぶ'Jiを外方に檎みぎみにおさめる。 fこぶい黄燈色ω色調で，胎土に石英-

f乏石・ 4主雲母を含んでいる n :JO~'32 t土鉢である。 :lO1よ，薄子っくりの丸氏の浅鉢である。日縁I品部は

尖りぎみにおさめている。外周は，下半をケズリの後に，全体を平i管ナデ仕 fげしている。内面は，

Jili¥イじを受けて，内氏函には極継のハウが残っている。 議色の色調で，治土』こ平L丸長行， iをき雲母を含

む。 31はー浅いrrrrtえの休部に屈曲して口縁が大きく弱くt"JsOの鉢である。lf，iJliiは風化受けている。明

黄褐色の色調で，胎土には細かい石英，赤色砂を合む。.32は分厚いっくりの小形鉢で，凸レンズ状の

J!"i部から体部は逆 jハムの寸':jt;に開き，端部iま尖りぎみにおさめているυi保亘jはナデ仕上げきれてい

る。機色の色認で，胎士、に石;丸長石を含む。 33r'--~35 は誌杯である。 33(，土屈曲部に段をもたないノッ

ペリとした杯部で，内面には淡い段がついている。器部は風化を受けているc 燈色の色調で!治土に長

わ"赤色紗，金三雲母を含む。 34は比較的小!恨のt軍部で焼成前の穿孔が 3儀所みられる。器両は風化

を受けている。格色の色調で，胎トに石央-，長石を含む。 35は小773のお杯で，外出合はナデ，内面は平

滑なナデ1:1:ヒげされてt-:iる。浅黄燈色の色調でヲ胎土に石英，長石，金雲母を合[50 36-~381ま器台で

ある。 36は山陰系の鼓形器合で， Jti台全体はj量¥11::を受けている O 外I昔、l;j:jデ仕上げされ，内面はヘラ

ウズリされる。桜色の色調でー 2台土に1--I英，長行，金雲母を含むo 37・381土小形の器台で，至主主主の受

部がつくものである。 37は平滑なすデ仕上げされ r宅'i部内面にしぼり疫がみられる。 38は外出が平滑

なナデ仕上げされ，合部内E司令はヘラケズリされているじを1昔話は， 37が浅黄検色， 38がにぶい賞検色，

始七には37が長行，主主モヨL 砂，金雲母， 38が石支，長干"赤色砂， )古関石，金三宮f誌を含むの以上の10号

t七回の出土 Ul書は，柳川氏の[lC 式，井上氏の古墳前期 3~4 式に相当する資料であるつ

12号住居跡出土土器(評t96図)

39は， 12号住居跡から出土したほぽ完形のね杯である。外部の賠曲部には淡い設がつく， I人]度iには

設ははいちないc 器f雨は，平i骨ザデ仕上げされている。関]には焼成前の雰子しが3箇所みられる。検色

の色調で， .~台土に石英，長石，赤色砂，金雲母を含む。この土器iitt，柳田氏の IIb 式，井上氏の古墳

前期2式に相当する資料であろう。

1号濠上層出土土器(第97・98悶)

1~30は 1 号j濠上層出土の土器である。 1-~18は主主である。 1~6 まごは)監 iLJ 字あるいは

186 
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鋤先形の口縁の:~で， 4 ~~ 6は口縁下に断!百三角形の突帯をもつものである。 3は外商ハケ，内部ナ

ヂf上とげされ， t旨オサ工痕がついている。 1・2・5・6は内外面ともにナヂ{土}二げされている。色

調は 1が桜色 2・4がにぶい褐色:>が灰褐色:iがiこぶしユ黄燈i'J， 6がにぶい燈色を呈する。

胎士は 1が石英，長石，赤色砂を含むf也は，石英，長石，金主導討を含んでいる。 7は屈曲口縁のき喜

で，胸部に焼成後の穿孔が 1 箇所つりられている。外面はハケ，内面はナ 7~ 1:Lt:げきれている。にぶ

い燈色の色読者で，治:1ーによ」英，長石，角関石，金主主母を合む。 れま，口縁が[付湾する大形のき電で，援

面はナデ仕[こげされている。にぶい袴色の色識で，胎;士』こ石英，長石，金雲母を含む。 9は，跳ね上

げ口縁の饗て、，苦言iIDl土ナデ仕上げされている。にぶい桜色の色調で，飴土に正j英，ゑ雲母を含む。福

隠平野以東の土器である。 10は， rくjの字775口縁のき警で，端部は面取りされ不明におさめ ζいるの内

外面ともに，ハケをナテ、消している。赤褐色の色調で，胎士、tこ石;英，長行，iQ雲母を含むοII~ 181J， 

体 F半から氏付近の資料である。 ]]~J3は小さめの底でとげ!氏になっている o 14~17は平底で， 18は

凸レンズ状院である。色調は，1lがにぷい褐色， 12・13・17・18が燈色， 11がにぶい赤抱色， 15がに

ぷい燈色を呈する。.1lIl土は， 11・13・16が石英，長:ri，金雲母， 1.也が平I英，長イ:を含んでいる。 19~28

は査である。 19は)き「ノ、J0)字形に開く広口予言で，口縁結;部l土肥厚され外方に織みぎみにおさめて

いる。外国は平滑なナデ仕 J'げされる。 lこぶい燈色の色調で， !J台:1:1こむ英，長石，角関石，金雲母を

含む。 20・21は，月塗主主で， 20は袋状口縁夜， 21は複合仁]縁査である。色調は， 20がにぶい穣色，:n

が際色，胎土は20が石英・金雲fミ:j:， 21が行英，長行を含む。 22ヘ 24は，複合rl縁の主主である。日縁は，

21が内湾形lこ， 23が直線的にrJ]傾して， 24が周&k部から内ltuしてさらに強く外反するものである。色

調は， 22がにぶい黄捻fFJ，2:1が明赤褐色， 24が燈色呈し，飴土は， 22が石英，赤色砂，金雲母， 23が

石英，長;[j，主主雲CJ;， 24が石英，長イヨ，角関れを含む。 25~28は{4:下半から!広付近の資料である。 2S ・

26は平)~o 271土丹塗士著書ご角がかなり摩滅しているo28は凸レンズ状i去である。色識はj 25・28が検

色， 26がにぶい黄燈色， 27がにぷい燈色を呈する。胎土は， 27が石英，長石，金雲母を含む{也辻，石

英，長石を含んでいる。 29は高折、胸部ごあるc器Dii1まナデ仕上げされ， 1主状吉li内I員1にはしぼり痕がつ

く。焼成前の穿孔が 3箇所みられる。燈色の色調で， ff白土に石英，長石，赤色砂，金雲母を含む。 30

は，朝鮮半島系の瓦質の土苦言で，ロクロ整形時の凹凸がみられる。灰色の色調で，外t骨?に黒灰色の化

粧土が一部俊っている。楽浪系の鉢片であろうの以上の l号濠J二!湾出土の土器は，事-J¥牛"[，期中頃から

後期終末E頁までの資料を含んて切る。

1号濠下層出土出土土器(穿j99・10()図)

1 '~'14は，務である。 1 ~12は，逆 iLJ 字形あるいは鍛j允形の懇で， 7~12は LI総ドに断面三角

形の突ffFがつく。色調は 1・4・6・9・11が桜1f]， 5・8・10・12が明赤褐色 2・3がにぷい

褐色 7が淡検色を呈する。胎土は・ 12が石英，長石 2・1・5・7・11は石英，長石，金髪

iも 3が石英，金雲母 6が石英，長石，赤色砂，金雲母 9が石英，長石，赤色砂を含L'o13は，

跳ね.1:11口縁O)~~である。にぶい黄検色の色調で， fu'i土にj乏石を含む。 14は，外底面がやや1"1んだ底

部の護体下半部片である。外wiはハケ調整の後ナデ仕上げされ，内在れまナデ仕上げされている。 1金色

189 
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の色調で， ij台七に石英，長石を合む。 15は，仁]縁が逆 rLj字形の鉢で，器1屈は風化を受けている。

笹色の色調で， fJ台一七に石英，長石，金主雲母を含む。 16~211は叢である。 16・ 17は土買い逆 I Lj字形の[ごl

縁の広口議である。外国はずデ仕上げ，内面は風化を受付る。色調1:]:，16が浅黄機色， 17がにぷい黄

掻色を皇し，品、土に161土石英，長石， 17は石英，長石，金雲母を合む。 18・19は，口縁が朝顔形に潟

く広口奇で， 18は丹塗土器である。色認は， 18が澄色， 19がにぷい裕色をj早い日台土には1誌が石英，

長石， 19が石英，長石，赤色砂，金雲母を合む。 20は， n主主の直口査である。口縁端部は，目巴浮され

て上方を面l絞りして，外 t:方に尖りぎみにおさめている。にぷい樺色の色調で，胎土に石英‘;長石を

含む， 21Hイ主の葦でもある戸外商はタテミガキが施されている c 1-，函には孔が竺ぞくが，({dN喜したもので

あろうか。袴色の色言問で，胎士 lこ石英，長石，金主主母を含む。 22~28は， ~霊底部であるの 22-2 ，1はと

げ!氏， 25~28は平氏である。色調は， 22 ・ 25~28が澄色， 23がにぷい褐色， 24が赤褐色を呈し，耳11士

には， 22・23・25・27がわ!英，長イモ，，余雲母， 24が干"英，長;ι 赤色砂，金挙時， 26が石英，長石，

28がh英，長石，;ffi、色砂を含む。 29~33は，安底部である。 29は丹塗土器鉢。タiト底罰は，平成である

が， 30・31・33はややくぼんでいる。器直[は，サデl:Ll:.げされるものが多いが， 30と32の外面はタテ

ミガキされている。色調は， 33が浅黄燈色の他は，燈色を呈する。胎土に， 29が石英，長石を含む他

は， 1~r英， 1そ石，金雲母を含んでいる O 以上の 1号濠ド腐のこl:探群は，弥生中期前菜か内中期後半の

主j玖 i式市段階~須玖lJ式古設F告の資料である。この 1号濠は弥生中期的葉の須玖 I式11段階に淑首せ

され，上層十ー器資料から弥生後期終末には埋没したことが考えられる。

3号濠出土土器(員iilOl図)

1は 3号濠出土の姿である c やや張りをもっIff司自lから IくJの字形に口縁が外湾し，端部は面取

りされている。外出はブア仕上げされるが， f也は風化を受けている o にぷい赤褐色の色調で，l治土に

石英.長石，金三雲母を含んでいる。この土器は，弥生後期後半~終末期の婆ごあろう。

4 号濠出土土器(主fHOl ・ l02~)

2 ~15t;t， 4号濠LU-=:i:の土器である。 2- 8 I止ま警である。 2~4 は「く 0)字形口縁の婆で， 3 f土

ほぼ完形の資料で腕中イ立に丸く張りをもち， 4 l'よ長月間の形態をもっ。外面は 2がハケ 3がハケナ

デ消し 4が風化を受け 2と31ごは煤が付着している。 f1'Ji主Iは 2は風化を受('J-， 3 ~まナデ 4 は

ハケナデi点しされている。いずれも検色の色調で， ~.白土に 2 ・ 4 は石英，長石，金雲母 3 は石英，

長石，赤色砂を含む。 5~7 は，月間下半の資料で，凸レンズ状底である。 5 は焼成後に子しがありられ

ている。外出はいずれもハラナデ消しきれ， I今回は 5がナデ b・7がハケ:1-7'消しされている。い

ずれも務色の色調で， M'T土に 5が石英，よさ石，角侠i石，金雲母 6・7が石英，長石，金2雲母を含ん

でL当る。 81士服部にさ足悟をもっほi主完JBの大形斐である。砲弾形の胸部で， }.底部は巴I レンズ ij;}~まをな

し，口縁は逆「ハー;の字形に開いているの!コ縁端部;土而取りされて平坦におさめている。腕下端に焼

成後の穿孔が認めらtl，-'S。検色の色郊で， Mi土に石英，長石を含む。 9・10はj栄鉢である。 9は口縁

をクく失する鉢で，小さな底部がつく。外商はハケチデ消しされ， I今回はナデ仕上げされている。 101主

レモンの上半部を切ったような形態の小形鉢で，尖りぎみの小さな底がついている。外回は風化をう
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けるが，ド昔前]は寸デ仕上げされている。穫色の色認で，飴土に石英，1毛石，角関石，金主壁1苦手守含む。

J1~14 ，土長官である。 11 ・ 12は屈曲部に淡い稜がつく複合f1縁の)'J主主主授で， 12は口縁の官日を欠失する

他は，ほぽ完形の資料であるc 外阪はハケナデ消し， Pll貢n主ナデ仕とげされている。両者ーともに，浅

黄袴色の色調で，胎土に石英，長イ f，金雲f止を含んでいる o 131土，fLく張りをもっ球形0)胸部と薄い

凸レンズ状@の市である。認面lますデ{土 kげされている。外面には赤く化粧上がつけられているよう

だ。検色の色認で，胎土に石英，長石，金雲母を含むの Hはほぼ完形の広[]査で，メLしミ球形の胸部に

外湾する口縁がついていて，端部[5は丸くおさめている。底部は，分以い凸レンズ状底である。 内外l冒

ともにハケナデ消しされる。燈色の色調で，胎:上』こ石英長石，金雲1;1を含む。 15は，低脚0)高杯、で

ある。器表J主、j"滑なブデ11:1，げされ，裾部にはハケ臼が残る。柱状部内函には，しぼり痕がつく。総

色の色調でヲ飴:士に石英， J是正 J，金雲母を含む。以上の 4号濠出土士宮品は司弥生後期前一ずから後期後

葉の十訴を主体としていて， 15の高杯は，古墳初頭まで落わてくる資料と思わjνる。混入品であろう

か。 4号濠は，弥生後期前半以前に掘削され，弥生後期終末頃には埋没していたことが考えられる。

5 号濠出土土器(第1()3~104図)

1 ~.26は 5 号濠出士の土器である o 1 ~13はき室である。 1~8 は「く」の字形口縁の在地系の饗

である。 8は#f半i.n資料でうレンズ状!氏の底部をもっ。外取はハケ調整されているが， 6 l.ま「半

を板、伏見で縦{すにナアツ 7している。内面はハケ調整され 2・3・5・8はさらにブデ仕上げされ

ているの色調は 1・4が明赤褐色 2・3が灰褐色"が黄綬色 6が灰黄褐色 7が褐色 8が

樟色を呈する。 日告ー!ニは 8が石英，長ε[を台、む他は， {-寸英，長石，金雲母を含むコ 3・5・7の外出

には煤が付着している。 9~Bは，外来系の察である。 9t土，月間部に~J と細かい flll き討をもっき室C'，

全体に風化を受付ているの口縁は「く|の字形に外反して，止払官を摘みぎみにおさめている。腕内出l

はヘラケズリされている。伝統的V様式あるいはrf内系の主主であろう c 灰褐色気味のにぷい黄燈色の

色調で，胎土に石英，長石，金禁DJを含む。 10は 1-< Jの字形に口縁が外湾するほlま完JT:5の小形主主で

ある。胴上部に最大径をもっ球状の胸部で，底部l土尖りぎみのヌ1底のJ1:内系の饗である。口縁はliiijみ

ぎみにおさめている。器原l土全面に風化を受けているc 外IllH土問]きの後にナデ仕上げか。内函は絞状

呉でケズリが1lわれているようだっにぶい格色の色調で， ，~台土には石英，長石，金雲母を含む。 11へ

13は布告f式系のjZ喜である。 11は張りをもっE阿部が急速にすぽまり， Iくjの字形に外反したは縁の端部

iよ内上ノフに摘みぎみにおさめている。腕部から口縁内j出は細かいハウ調繋され，鯛J半から [J縁外}訴

はずデ消しされている。 HI''9内面は，ヘラうズリされる。時j赤褐色の色謁で，胎土tこは:n主l~，長石，金

雲母を含む?0 12は「く」の字形に外反する口縁はやや内湾して，端部を外万「へ摘みぎみにおさめてい

る。腕部から口縁部はナデて平滑にf士!げられ，嗣fl~両はヘラケズりされる。総部には東日突文を施し

てし唱。浅黄燈色の色調ご， f船主に石'-!fi.長石，金量t+手伝合むc 13は内湾ぎみの[J縁で，全体に風化

を受けている。腕部内面はくびれ却の1.4cmTからヘラケズリしている。 fj(色の色調亡、，目白上には石

英，長行，長注言言roを合む。 14~21は査である。 14へ 151主， LJ縁が「く J の字形に外反する広口主主で，

緩部は面取りされ "jZf1!におさめている o 14は外腐はE現イヒをうげるが，内面;こはハケが残っているの
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15は外i市がハケ，内l主1はハケで下半がナデ消されているc 色調は， 14がにぶい積立~， 15が明赤褐色を

呈し，飴土には両者ともにお英，長行を含む。 16は，ほ lま完~ラω守まで，卵形の胸部から頚部がIl~(ーなぎ

みに立ち上がり，円縁が少し外j汚する資料であるο !t1古15i主，JL)，氏に近い凸レンズ状痕である。後色の

色おで， 目白土にお英， 長Tr，赤色砂， 金雲母を含主台了。 1口7iは正i声由"l上[仁口一J見子変正である O 若宕~IT面百出』は主河

るが， I付由ムにはハケロが残っている。にぶい黄1景色の色調で，飴土に行実，長石，赤~l砂，金吉里i'J を

含む。 1B ・ 19は長類蛍である。 18;'土濡球状の鯛占ちから~~部がi自立して立ち上がり，日綬(V" やや外反す

るもので，端部i立平坦におさめている。胸部はハケ議事実され，口頚部1か ~oHi'l部内面上半にかけてナデ

仕上げされている。明赤褐色の色調で，胎土に石英、長石，金雲母を含む。 19は，布留式系の長頚蕊

で，メLい球状の，jf>~古甘から打頚音iが逆|ハJ の字形lこ開く資料である。外面から口空真部内面は平滑なナ

デ仕上げされ，腕部内lmlまヘラケズリさ Zしている。に，，~:い黄梅色の色謂で，日治土iこ fí英ヲ長行，湾、色

1iji，角関石を含む。 20は球状の胸部から口類部がiSEfハjの字形に開く広日夜であるが， IJ縁音15は肥

厚されて空白部との淡い段がつく。外向から口穎部内問は jデ仕上げ， ij舟部内面lこはハケ日が残る。浅

黄燈色の色調で，f治土に石英，長石を含む。 21は， I L!陰系の二重口縁登である。屈治郎は鋭く外方;こ

突出し，口縁立品1&1¥1土摘みぎみにおさめといる。器iJjjf主将しく風化を受りるが，胸部内面jのくひかれ部L4

cmドからヘラケズリされるのにぶい黄捻色の色調で，庁;?土に石英，長石、赤色砂，金雲母を含む。 22

~24i主，鉢である。 22は，小さく外反する短い口縁をもっ丸Jf\'ω鉢である。ほぽ完形の資料で，器i民

全体が平滑なすデftJ'，げされている o Iごぷい鐙色の色調で，目白土に石英，長Etを含む。 23・241土，丸

ほの浅鉢である。 23は体「半がヘラケズリされる小形の鉢で， f患はナア1士仁げされるが内面iにハケ日

が残っている。に3:い黄桜色の色調で，胎士に石英，長石，角閃石，会:雲母在、含む。 24はほぼ完jf:手の

鉢で，小さな凸レンズ状底がつく。務面全体は，ハケの後ナデif与されている。灰褐色の色調で，目白 t

に石英，長石，金雲{叫を合むつ 251主目耳i台イ寸の主主である。民]台部を欠失している。丸く張りをもっ胸部

外出はパケの後上半郊をヨコミガキが施されごいる。;車線的にむち iがる口縁はヨコ 7デされ，内向

はナデ仕上げされている O にぷい黄鐙色の色調て、，胎土にお英，長石，赤色砂，金雲母を含む。 261ま

低瞬]の高村、である。郷台には焼成Hiiの穿孔が 5ft高所認められる。君話回は風化を受けている。にぷい黄

穣色の色調で，ぬ土によi英，長{-1'，金雲母を含む。以上の 5副主出…十の土器iよ，弥生後;明後葉から古

墳前期初頭期の柳日i氏のIla式，井上氏の占墳前期 1式までの段階までの資料と考えられる。この濠

は弥生後期に掘削され Lら媛前期初頭ごろに埋没したのであろう。

その他の土器(第105図)

1は，ほぽ完形の丹治鉢である。器部は風化を受けているが，外i主iはノ、ラ調整され，内面はナデ仕

上げされている。にぷい後色の色調で、 5合土に石英， fミ石句ィ古住吉雲母を含む。 4号溝から出士した。 2

は如意Jf;J)寮[J縁片で，端部l土平坦におさめている。外i留には斜位のハケ，内面横{すのノ、ケが入る。

機色の色調で， Iめ士に石英，長石‘赤色砂，金三雲母を含む。 131:生ピット 14出土。おじくーではこの{也に刻

包をもっ如意形の饗口縁片が3点出オーしている。 3は，鋤5¥ミ形口縁のほぼ完形のき喜一r，口緩Jドに阪商

三角形の三宅帯をもっ。外屈はハクラ内屈はナデ仕」二げされる。 iこぶい燈色の色調で，リ治土にお茶，士三
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石， fi奇閃ま~J，金雲母を含む。弥生中期後半の須玖]j式古段階の資料である o AI:3:ピット 3L-/j土。 4~j:， 

布溜式のき事である。 球)1予の!阿部からやや凹凸をもち内湾する口縁で，端部は外方に尖りぎみにおさめ

ている。胸部は横伎のハ今，胸り強から i寸縁はヨコナデ調整される。 胸部内面は，くびれ部の 7mmほ

ど下からヘラケスりされている。胴上半には，刻突文が6街所施されている。 A区ピット 110出土。 5

~lf)は朝鮮半島系の土器である。 5 ・ 6 は三韓系の瓦資査片で，外i布に 51土格子白文， 6 ~主総席文の

日Pきが施され， 6 Iこは細いちt線が入る。 5I土A8区 31'呼出土。 61土c;2 I玄31町長土。 7・81主楽浪系

の瓦質二f":採で 7は鉢口縁部 8は品目かいj患結文ロ11きを施す査服部の披1¥'である。 7~土 G4 区 3 層，

8 は A6 [)Z 3 層出土。 9~lGは，陶質土器宣言彼片である。いずれも縄席文rrp さを施L.， 1O~13は沈線

がめぐる。 9がD7fX:21当， 10がD6区 3際， llがD3区 21国， 12が1¥7区 2関， 13がA区 l層， 14

がD6区 2層， 1日5がD8 k以メス~ 2 1:属巨詳4l出1封1土o ，遺室構出土の項でとり上げた 1号号一住/毘から三章緯章系瓦質守夜託片 1}λ 

5号{住王居から三車韓章系瓦賓王査筆片 1点 1号濠止層から楽浪系の瓦主主鉢片 1点が出土している。この{也に，

三緯系瓦質主主片がA8区.3Ii説， D 6区 1熔， G 1 i玄から出土し，陶質土器宣f破波片がD3区3層 2λ万，1，(

D4区 31屑再昆， D 7区 3i'騨呼から出土したのその内訳は，楽i良系瓦資土器3点，三韓系]記号室土器 7);~{，院j

質土器11点である。

1号饗棺(第106関)

主主と霊童を組み合わせた合口泰棺である。 L姿は，後恨の自11平を受けて制中位以ドを欠失している。

「く jの字形に口縁は外反して，端部は商取りされるがまだ丸みをもっ。腕外商はハウ，口縁iまヨコナ

デ， n~J内婦は平滑に牡仁げられる。;こぶい褐色の色調で，胎士に石英，長石，金雲母を含む。 I、窓 i土，

メLく張りをもっ服部から I< Jの字形に口泌が外反する警で，端部は丸くおさめている。外面はハウ

ナデ治し，内面はナデ仕上げされる。にぶい総色の色調で，胎士に石英，長石，金雲ほを含む。焼成

後の穿子しは認められない。 1号主主棺は，弥生後期前葉の高三瀦式の警が使用されている。

2号室華棺 (筑106!立D

*帯をもっき警を組み合わせた合口きさ棺てやめる。 ヒ姿は，口綾部を打ち欠いて使用され，胸下半uei'主

後世の創平を受けて欠失している。腕部内外留ともに風化を受けているが，ハケ日が残る O 浅黄澄色

の色調で，胎 iニlこ石英，長石，金書き{立を含む。 ドき警は長腕のき警で，j，底部は凸レンズJ伏成をなす。器出i

は，B河部がハウ，日縁がヨコナデ，内面が平滑なナデ仕上げて。，内l底面には指オザエの痕がつく。袴

色の色調で，fl白土lこ石英，長正1，金雲母を含む。 仁n官ともに焼成後の穿子Lは認められなし ) 0 2号害警

棺は，弥生後期後葉の卜大路式のき警が使，府されている。

3号護棺(第106図)

査と饗を級み合わせた台υ饗，f[{である。上警は，口受買部を打ち欠いた査を使用している。器I訴はハ

ケジ)後にナデ仕上げされている。 赤掲色の色調で，胎土に石英，長石，金雲母を含む。下~ti ， 口縁

が「く jの字形に外反する害事で，底11IHよ分厚い♂1レンズ状!去をなしている。腕部は内外回ともにハウ

調整され，ロ縁はヨゴナデされるのにぶい黄桜色の色調で，飴土に石英，長石，金雲母を含む。 3号

察本包は弥生後期後葉の下大偶式の土器がJtJいられている Q

-200 
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②石器(寄íl07~llJ図)

1'~ 9は 4 • R が安山岩裂の他は，点線石製の剥片正_î~i%類である。 1 ，主ナイフ形fl添で，但u辺を

刃演しを行い，斜めに刃;認をもつが，先端を欠失している。 A区1号思穴住居跡Ht::とした混入品であ

る。 2は， 1部j辺lを調整して平坦な刃{~~をもっ台形様石器である。 D3 区 2 桜山土。 3 ・ 4 は石核でるあ

る。 3は，上面に打I同をもち下位にま引jぎ取っていて，多角錐、伏をなす。 ド織には自然菌[が残る。 A.7

f?{ 3層出土。 4は亀甲形の石核で，潤凶からffJJ片を事jぎ取っている。 GHZ3J話出土。 4は小形の石

とである。丸く刃部がつき，先端が欠失している。 G2 ほの 2 脳出土。 6~ 81主イ;鍬であるつ 6~8

l土平基式の三角形量産であるが 9は五角形で主主部が白んで双闘をなす。日はB3 1>( 2 }}R~ 7は 12区

2層， 引 tB3区 :2J~ ， 9はcrr乏の 1号濠けJニL。

10・11は，頁岩製の療製石綴である。 10は完形品で，蒸吉15が平坦で，仰IJJ!lが丸い三角形をなす。下

一自には細かし〉傷が入る。長さ5.5cm，艇2J悶 n，J事さ:3mm，重さら gを測る o 11:は土二

部がlド刊門l口叶i可1んでいて二部を欠失してし￥る。 10は C 区の i 号濠上尾~íH，\J二。 11 は A I>く♂ピット 104 :1:土。

12~Hは隣製石斧である。 12l.ま蛇文 tLJ製の石斧で，先立高と芸部が潰れて欠顕している。被石こして

再利用した可能性が高い。 13は<11途から折れた及、岩裂の石斧で，刃部を欠失している。 Hlま頁岩製の

石斧を大きい刃iJI¥をもっ機器として再利用している C 重量は， 12が290g，13が190耳， 14が4民8gを量

る。 12はBHK3層， 13はA6区2層， 14はC区出土。 15は， rlJ央に径:13日n(f)子しが貫通する凝灰泊製

の11錘である O 慣i関と下部を欠失している。JItJ量は250gを二男り， A5tx:31出HニIニ。

16~21 ・ 40は砥;行である。 16~19 ・ 40は砂岩製で， 20・21は粘板岩製で， 16~19は荒砥. '1'低， 20・

21 はi:LIJ~~である。 16 ・ 17 ・ 21は{下市iを使用し，他 i主側関も使IiJ している。特に， 20~ま全i掃を使川

している。 16・17l-土俵IJj而に筋状の傷が入る o 40は大形の孤石で ;u出が欠損している。上下問と伊IJ隔

を使用している。重電は， 16が440g， 17が358g， 18が325g， 19が645g， 20カ ~;i75 g， 21が1，810g ， 

40が7，100gを震る。 16が10号竪穴住居， 17が 2号濠]二時， 18が10号察穴住民， 19が 7号竪穴住民， 20 

がHI5ミ， 21が 2 号濠 [~.mj出土。

22~39は，震正1 ・f1."l石・絞石である。 22は 7 号竪穴住居出土の謄石'r.ï!i石で，上下回に絞れの痕

跡がみられる。玄武将製。重量J470gを量る。 23はー 10号竪穴住民出土の謄石・完走石で， .l:T同と煩!i

[出こ蔽打在とがつく c 花嗣決裂。量主主900gを;量る。 24，--..-3]は1号濠出土品で， 24，，--，27が}層， 28，，，-31・

33・34が下層から出土した。 24は惨状の円際を用いる努右・絞石で，先端・郷町・ 1:雨Hこ紋n痕がつ

き， n宣伝としても使用している。 25は F函を潜在百として主に使用する所言骨子科ーであるυ26は， 上下面

と但UI宜Hこ蔽打痕がつく。 27はと卜函に蔽打痕がつき，磨hーとしても使用している。い n'Lも玄武布製

で，重量は24が955ふ 25が1，;，:lO g， 26が558g，27が1，002g を量る。 28~30は熊石で， 28・29は 1

下I古ifこ微かに品交m浪がついといるり 331土雨織とド函iこ蔽打1肢がつく絞石である。 3]は日耳石で，側面に

絞打疫がついているc~34はと函が少し PJiんでいる。 28~31 は玄武お製， 33砂治安1， :J-'1- l主安山~~製であ

る。重量は28カ'820g， 29が260g， 30は355g，31は880g， 33は260g， 341よ880gを;量る。 32(，土 4

号濠出土の白石であるoX武岩で，重量が670立を量る。 35は， 5弓濠出土の棒状GO僚をI-llいた飯石で
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1号満ある。両端部が使用によヮて割れて積れている。玄武岩製で，重量が450g を Eまる。:l6~39iJ:， 

出 tの踏石.[l:'J石である。 36・38・39:j:j際石で，却は上下関に微かに高対j痕がつく。 37はiニ下回とfit/j

36vS' 織に高支打主主やもつQ'J1iーである。 36・38・39は玄武岩今 37は安山告の円悪告を用いているコ重量は，

38が1，000g， 39が960gを涜tる。1，125g， 37is845g， 

12は玄武7号探穴住居からI1-LJ:した台石で， ，11は半分ほど欠損じている。 41は安山お，4J・42は，

12が12.52kgを亘る。'J:V'45は玄武治岩である。 41は上記に殺打痕がみられる。電電:は， 41が7.3kg，

裂の石臼ごある。 43は12号照穴住居から出土した資料で，大きな円擦を丹1いる c 上下街に丸いf1:'!みを

七百吉:こ丸い回みをもっ資料である。重量もつ。重量[主19.3kg房設る。 44は角の夫しい板状石を片]l，(、て，

上尚一にある丸い凹みは中央よりずAIX出士。 40はI号溶から11-)土した大形の石と!で，12.8kdf量る。

れた{Îl震にある。重量401曜を電る。 46 ・ 47は凝灰宕製のK;J~白子JfgO)石製文民事で，地元ではクド石と呼

]号潜出土。 4.72kgを量る。 47は全面に削られたJJQJ~ばれる。 46は，耳形のJ巴子を作り出す資料で‘

2k耳主音きる。Gli<JBI'0 痕そ残す資料で，

③1'i製品(第117図)

1は，粘tEiお製の.fi製紡垂車で，中央に筏 5mmの子iが空げられている。筏4.8crn，浮きO.9cmラ重さ
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20gを伊jるc 五号笠穴住民出土。

④企属器(第1l6l当)

1は有茎の叙綴て炉、身には銭がつく。先端を欠失している。重量 2g を量;る。Il区 2 層出土。 2~4

は欽涼である。 2は鋳造鉄斧で，刃部は先端をほとんど欠損している。長き llcm，上部幅7.4cm，推定

刃幅8.Gcm，上部のI宇"23.2cmを測る。 G1反3j宮出土。 3・4は銭。先て、ある。 3は，長さ5.5cm，_r.:部

信8.7cm，R，訴さ 3mmを測る。1'1.5 j;主 3層出土。 4!ま，長さ4.4cm，.1::部幅6.9CI11， fJ幅7.3口n，厚き 3mTI!

を測る。 C51:K 2 層出土c この1tflに 25)，\~の鉄片が出十F した。

⑤装飾討1 (第117閃)

2は硬三五製のイゴ製品であるが，大部分を欠損している。 Fll耳Jま平坦に磨かれていて， ヒ部もいくら

か磨いているようだ。未製li11であろうか。 15gを量るoA71X2層出土c 3-v ]7はガラス裂の玉であ

る。 3~16はガテス小玉である 3 ・ 6 ・ 12 ・ 13が青緑色 4 ・ 8 が日高青色 5 ・ 7 ・ 9 ・ 10 ・ 16が

濃F支色， 11がくすんだ青緑色， 14がくすんだ緑青色， 15が藍色を呈するc3は]号漆"・ 11・12は

12号室主穴住民， 4 i土1-JH;{ 31言 6・14はH3区 21詳 7は 21'1.15<:3麟 8はA81;.(3崩 9はAlx:

ピット 127，10はG41X2層， 13はA，6TZ:H詳， 15は日以， 16はAH主3層出土G 17は，ガラス製管玉

で，両端を欠損している。淡緑色を呈するつ 18区 2脳出土。

註 1 柳田康雄 l九州 jf古演時代の研究16 雄LLri翠 1991 

2 井ょ絡弘1:1七部九州における古墳出現期前後の t器群とその背景Ji児嶋隆人先生喜寿記念論集 古文

化論叢l 1991 
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(7) 平成 B年度の調査概要

半J支持年度は，台地高台の東斜面部を議査対象として幣穴1=tRi}跡，濠J'-尽などの居住透析止が拡がっ

ていることが明らかになったり平成 9年度の調おふ平成 8年度認安対象区より潟{闘に [.m互の言馬

表区を，さらに丙側ま砲にもmr><そ設定して650m?O)発掘を行った。説存の結果， 1区ごは弥生中期か

ら古駿前期の男穴{土居i跡 81束，幅約 2mの浅い椅 1条，多数の柱穴・ピット，小児務棺墓 1基を検出

した。 II区で[;1:，弥生後期~古墳前期の照穴住一jJ;跡目線，主義 1条蒋6条，多数の柱穴・ピット，小

児三重棺県;4主主春、検出した。 III反では，弥生後期~古墳前期の住民跡、などと推測さ nる落ち込み 4箇所

が確認された。原地区では，弥生中期~山噴前期の土器に伴って石器，鉄器などの造物がコンテナ43

箱分出土したが， Il~では後漢と忠われどち主党れが 2 点H\土した。今1"10)識をでは，平成 8 ifのD区で

確認された 4号濠がIH主で検出されたことにより，東西;正iif:ゴ0)区泌を目前:j!こした濠が~gí~rJ ，このびるこ

とが明らかになったことと， tLJ地問東部にもJi引土遺構が後認され環濠のiAJJ;ま内部全体に居住域が反問

第118図平成 E年度認査区域図 (1/2，000)
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I区北壁土層名

| 層灰黄褐色土層(耕作土)

2 層
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Il区間壁土居名
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していたことが想定できるようになったことを成果としてあげることができょう。 1・IIじまの?二時は，

畑地の lへ 3貯の竣績があって，その下にある地山を切り込んで弥生時代~古墳待代の1室長警が検出さ

れた。しかし，遺構はすでに約千を受けていて，古墳前期以降の畑地開発によコごヒ部がf寛吉Lされて

いったごとが推測される。なお， 1区では 3母住居跡を切った柱穴若干が南北方向に政び，占績前期以

降の相1&列の可能性をもっている。

(8) 平成 9年度調驚の遺構

①聖子大住屑跡 (tr'il23~125図)

1号竪穴住居跡(第123図)

1 7 ~lO区にある長万形の住民で， ::ltiJlは北塁まにかかっている。西側と北側に約 1m揺のベット状

遺構がみられ，東側は自il平を受けているので，もともとは東側にもベット状i量権があったことが予想

される。長辺が推定8.51n，匁辺が 6mを測り，読ささが50c"，ほど残っている G 主軸方{立はN78Eを測

る。床雨には;焼土や炭化物が分布して，偏IO'~25c"，ほどの悩誇がめぐっている。この住民には，古墳

前期の布留式土苦与を主体とする移しい数の遺物が廃棄されていた。

2号室穴住居跡(第120!Z])

1 4・6区にある住居で，北側は 3号暇穴住居跡に切られ，南側は南壁にかかる。南涯に5.1m. 西

辺がL1m確認された。床而には焼jや炭化物が分布していた。

3号竪穴住居跡(第124図)

1 4・6区にある長台形の住居で 2守男穴住f奇跡と 4号竪穴住居跡を切っている。長辺が6，7m

で，均一辺が東f~IJ 4 m，西側;3.3mを減る G 壁面lは40cmtまど残っている。凶j互には 1r11揺のベット状よさ憐

があり，北~]J と r+1隔にも小さなベット、伏J童隣がみられる。床面は炭化物がかなりの範囲覆っていた。

土軸方伎は，N8TWを測る。古墳前ノ明の土器に伴って，砥石などの石器が出 1した。

4号竪穴住居跡(第124Gsi)

1 3・4区にある総丸方形の住居ご，南東稿を 3号竪穴住居勤;~二切られている。長辺が2.7m，寄託辺

が2.51nを測る小F予の住居で，壁面は 6C"，'~ 15百ほど筏っていたにすぎないじ北東照には約 1m角のベ

ット状i震構がみられる。大部分が炭化物で覆われていた。主軸方イl~nま N 9 'EをMる。北西側にあるピ

ットが切っていて古墳前期の布軒式が出 tーしているので，弥生後期終末頃のf土原であろう。

5号竪穴住居跡(第1201主J)

1 3 p<ーにあるi現丸の住居で，大部分はJ.t澄に入っている。南辺は2，2mを測る。壁河は 4，'--' 5cmほど

残るにすぎなし泊。弥竺後期の住居であろうかの

E号竪穴住居跡(第1201辺)

1 2・4じくにある住居で 2号時穴住居跡に切られて， ::Ill也照が出ているにすぎない。残った北辺

は4，2mを測る。床面には炭化物と焼土もみられた。弥生後郊の住居であろうか。

7号竪穴住居跡 ($fUZO間)

1 1区にある方形の住民で， 8号竪穴住居跡を切っている。大部分が西笠に入っている。壁面は 2

戸

f
t

つd
q
ノ



叩ほど筏るに過ぎと主¥'0 

8号竪穴住居跡(第一120凶)

iい 2[ベにある楕円形の住民で I弓竪穴住居跡に切られている。盟問は lへ~] .5cmが残るにすぎ

ない。床!長11こ張り付いて，弥生1 ド1駅前主主の主~玖 I 式の警などの遺物が出土した。

9号竪穴住居跡(賞il21閃)

l!8区にある長方形の住居ご， ]0号号竪;'(1.主席跡を切っごいる。北辺が:)2!n以上，丙辺3.2mを減

り f笠f訴は 7へ 15cmが残っている。床両0)南丙吉151こ炉跡を思われる焼土問がみられる。主軸プJ佼lまN

7WE をì~a る。弥生後郊の土擦に伴って担]石などの遺物が出土した。

10号竪穴住居跡(第121凶j

1[7区にあや }j形状ω住居で， 9号笠穴住民一跡に切られている。北辺がl.6mJ;，(Jを沸!る。壁面は10

倒的後が残るにすぎない。弥生後期のH二属であろうかc

11号竪穴住居跡(箔121関)

II8区にある力形状の住居で，l!区U)南東院に北辺志:t23m， .!&î~立がL4mかかった。照!鼠はlOcm前

後残っている c 功、I1ミ後期後手の士総が出トーした。

12号竪穴住居跡(第121図)

114・8l<にある隅丸方形状の住居で，南側:立大部分が荷誌に入っている。北辺は4.3mを測る。壁

面はll'~15cmほど残ってh る。弥生後期の住民であろうか。

13号竪穴住居跡(立1125図)

1I区のLI'央部にある隅丸長方形の佐居で， 16号祭穴住居跡と 2場・ 3号泌を切っているつ長辺5.4

mラ短辺1.3rnや測り，北側からJiIi伊U;こfLJ字形にベット状遺構がついている。床i主iiま大部分が炭化

物に変われている。 J工事ilJ方伎はN68、Eを減る仁 2号満から出イした遺物が功、牙ニ終末期の時期であるの

で，古墳初頭頃の住居と考えられる c

14号竪穴住居跡(立&121図)

II1・2区にある隅)<L方形状の住居で 1弓禄が埋没した後に造られている。北東側は15号竪穴住

居跡を切っている。西側が内一空まに人っている。 長辺4.7m，短辺 3m以 iーを担a る ο 東側床1却にまt~ '1炭化

物11liがゆられる。主唱ijプif立はl¥7Wを減る ν 弥生後期後葉~終末の土iliiが沫IfUから出土した。

15号竪穴住居跡(第121図)

II 1 D互にある隅丸万形状の住民で， 14~匂竪穴住民主事に切られて北京隅付近が浅るにすぎない。弥ヨー

後期の住民であろうか。

16号竪穴住居跡(第125図)

117[;更にある!持丸方形状の住居で，l:l号室主穴仔居跡にむりられているが 2号i誇を切っている。束辺

は3.6mをま!IJる。古墳前期初頭墳の住居であろうか。

17号竪穴住居跡(第121[2])

1I6・7区にある限丸んム形状の1iJ&で，大部分は東伎に入っているυ 長辺が 3mを測る。 時期が明
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日号室主穴住署跡

日号竪穴住居鼠

13. 2m 
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i号j毒土層名

i 層 黄色・灰色粒混在構色土層

2 層福色桔質土J害

3 a I官灰短色結官土層

3 b層 坊にゆ、ぃ褐色粘置土層(賞褐色粘土が混入)

4 層 炭化物混在湾を草書質土層

5 層 にぷい謂色粕量土層

6 a層 にぷい黄樗色帖二七層(地山)

6 b層 明黄捨色凪ゴヒ場盤屠(出山)

2号溝土暑名

i 層 貫主音色ブロック;R在によい黄褐色土署

2 署灰費樗竺結露土層

3 ，層 にぷい責笹色粘ごt，l~(地山)

3 b層 明黄控色風化岩盤層(地山)

凡出

アミは炭化物

第12，函 竪穴住居跡実;員j関②(1ノ"6日)濠・溝土層厳蕗思(1 /40) 
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確な遺物は出土しなか〉たが，弥生後期の俊民であろうか。

信Ji最・溝

1号濠(tf5121・1251当)

1I 2 ・ 4 \i<:にある断面 fVI 字形の濠である。東凶方向を向き，東側から平fj~ 8年度調査Dぷの 4

号濠とつ令がる濠である。続約 2Ill， i索き90cmを視rrる。 l阜商にはるOcmほどの溝が揺られていて， 1"j{則

と東側では9仁川mほど傾斜している。 14号室J穴住居跡が重複している。 七民推績は， 3 b騒tこ地山の黄

褐色粘土カ)~ri目IJから流れ込んだ状況が従えられる。詰まからは，弥ヨタ;期待fí葉~後期後葉の遺物が出ご!こ

した。主主l土総生後期初め頃に綴f'iUされ，弥生後期後葉頃には埋没したことが考ヌられる。

1号溝(第120以j)

i区東側(13・14・151え)にある雨北方向の溝である。幅 2mrw後で，深さ約20~<lOcmの浅いj需で

あるの弥生中期~後期の iニ涼細片に伴コて台イ→i，員雪右・出i石などの造物が1+¥1:した。[主[GJj溝や相f:7yi路、

にしては浅すぎるf惑があり，通路tKO)遺構の可能性も考えられる。

2号溝(箔121・125図)

1I4区から 7区へ問内ーから北東方向合同jく潜で 7区で止まっている。 3号法， 13号・ 16号車手3て住

居跡に切られている， I臨 1ill， l*さ61忙mを深川断面は rVJ字形をなすo J.立阪は，東培ぞから4.8mの

位置て、約28cm下がっている。なかから弥生後期後葉から終末の土器に伴って，熊石・磁石などの濯物

が出土した。

3号溝(第121凶)

Il 3 ・ 7 区にある東西方向の匁い満である。長，~4_7m，続60uη，深さ 1IJcI1l前後をíl1U るの 2 号~f専に貫

複して， 13号竪穴住居跡lこ切られている。 I古墳前期初頭ごろの時期が推測される。丙慨にある 4号満

と会すになるものごあろうか。

4号溝(苛5121関)

112・"¥i<:にある南北方向の緩い海である。長さ3.3m，幅60cm，深さ 5cm前後を測るの 3号満と対

;こなることが推滅される〔

5号溝(第121関)

llJ 区日誌に長さ 2.6mほどがかかった済で，南側で止まつごいるようだ。出J~当ーから北京ωm，u を向

き， 幅80cm，詰与さ 20~31Jcmを測る e

E号溝(第121図)

II 1 • 5区にある柄、狭ω泌である。 1ま[jJ背)j附をiムjさ， jL自主から3.1111の{てr震で比一まフている。板20cm

で，深さ 5cmを担iIる。早さl~lïJiíi跡0)壁j蒋の可能性をつ。

(診察結墓(第126~~128凶)

言霊棺墓f土，ノト児宣告棺が I区で 1主主， II 1':':で 4ぷ検出されたc 以下，説明を行うり

1号護梧墓(詩Jl261羽)

113区にある小児窪棺である。後世の自リ平を受けていて，大半を欠失する主査結ごある。単棺の可能

4
J
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性をもっ。主軸は東凶方向をi向く。弥生後期後葉以降の丙新式系統0)¥亙口壷を用いている。

2号室喜棺萎(第127区J)

1I6区にある小児受精で，警とき撃を組み合わせた合口受棺である。}警と下察(f)組み合った部分の

下には，黄白色の沿 i了塊が2笛所渋かれていた。 墓墳は 3号室警柁墓の墓場Hこ切られてし〉る c き聖十gO)主

~前j方位は N61"E，坦i萱角度は:30を測る。使用された楚には燥が付着していて，日用認を転用したこと

が分かる。総生後期後葉の土器である。焼成後日〕穿孔は認められなかった。

3号主事樗萎(第一127図)

II6区にある小児婆棺で，墓上高が 2-jラ空軍棺墓0)墓i践を切っている。後ドtc'J郎平宇受付て，かなりの

部分が欠損している。大;告を平IJ1+]した単式寄宿である。察t~fの主戦方{立は N7()' E，埋霞角度は18。をまm

る。使用主れた帝は，弥生後期1~を耳きから終末の資料ごあろう。焼成後、の穿ずしは認められなかったυ

l 一一一ι二一 -L3
("¥J  

X¥¥Lノ
平成 8年度整槌王軸 yぅ位

90" 

MN  90
0 

平成9年度主主棺主事t方位

平成 8年度聾棺埋置方位

平成 9年度翠権土呈置角度

第129図 嚢棺の主軸方位と埋霊角度 (MNは磁北)
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4号室襲棺墓(第126図)

II 6 c互にある小児童票総で，翠と棄を組み合わせた合口妥結である。後lli:の紛乱を受けて， 十三主の大

半を欠失している。下ぎ宅内の土は少々赤みをもっていて，赤色顔料が散布されていたのであろうか。

妥結の主制II方位はN94"E，JJIlほ角度は:J l'~' を i~li る c 使用された察は，弥:'t.後期後;葉の資料でもあろう。焼

成後の穿孔は認められなかった。

5号護棺墓(第128図)

II1・2区にある小児妥結で，大形査と鉢を組み合わせた合[J察結て、ある。接合同は紡土干告でぞ買わ

nていたO 務権に対して高が大きく，察棺lよ南東日1誌に寄っている。;争;J!'~は，長辺J .47m，凶辺1.42

m，東;711.08mを出mr) ，ぼI自立は三段になコている。:1霊?千fの1:'1物}jfj'[はN82E， "型iiR角度は40'を測る。

使用されたき21は，弥生後期後棄の資料であろう。焼成後O)~，f子しは認められなかった。

(9) 平成 g年度調査の遺物

平成 9年度の)京地区の調交では，コンデナ43箱分の遺物が出二とした。その数量的な内訳は，士君主・

淘総器26，364点，石器・石製品382ぷ，金属器13点の百1'26，950戸、である。

①J 訴(第130~135図)

1号住居跡出土土器(第130・1311;Z])

1 ~，32~土弓J主，~却下J11土の土器である。 1 へ 4 Iま， Iくjの字形口j訟をもっ在来系の主主である ο l 

kIノト形主主で，内外耐ともに風化を受けるがハケ目が伐る。 2は外i語が風化を受けるが，内面には*JHか

し〉ノ¥ウ調務きれているハ乃は服部外商がハウ Fデ消し，口縁はヨコナデ，胸部内面がハケの後ヘラう

ズリを行っている。 4は外聞は平滑なすデ{土↑げ，胸部門!商はへうケズリされているようだ。色調は‘

1 が明ì}}~褐f去の!也は稔色を長ずる。胎士に 1 ・ 4 は石英，長石，金雲母~ 2'主石英， 1三;ふ夜、色砂，

1t土Tj丸長:，h-，赤色砂，金主主f辛を含んでいる。 5~15は布留式系の主主である O 口縁は端部を内!-~，1]

に摘みぎみに仕 I~げるもの( 5'~ 9・15) と外プJに摘みぎみに仕上げるもの 03・14)がある。外部

は，ハケをナテ泊したものが多いが 6や12には波状の渋:線が絡されているu 胸部はくぴれ部から 7

棚~"1.5mmほど|ごからヘラウズリされて， 'る。 11の月間部には，焼成後に穿子しが施されている。色調は，

lが[;I(褐色 6・8・9・15がにぶい燈t0" 7・10・11が燈s:， 13がにぷい黄燈@.， 14が灰黄褐色を

呈する。胎土;土::;・ 6・9・12・13・15がれ丸長干"合雲母 7・8・11・14がお丸士三平;， f可

侭石，金雲母， 10が石英，長石，赤(:::，砂，雪rf;fJを含んでいる。 16~22は，去をである。 16~18は二重

口縁のLIJI詮系査で， 16・18は突出する恥uHi部からl反立ぎみに仁j縁が立ち jがる資料で， 17は口縁が逆

「ノリの字形に凶く。 16は端部を肥厚して摘みさやみにおさめている。 16は，平滑なナデ1:U二げされ，胸

部内隔がヘラケズりされる。 17は， ，黒部カiI;E~1Lを受けているが，腕部内面がヘラケズリされる c 181ふ

平滑なナデ仕上げされるが， Hii部内面は風化を受ける。色調は， 16がによ;い責任燈色， j也は燈色を:せす

る。船三七U=， 16がイ3英，長石， t長雲母， 17がわ英，長正"語、色砂，金三宝r'!，18カ'LCi丸 長Fi，ftj閃.{:;， 

金髪母を含む。 19は，長空自去のi回線的に能jく口頭部である Q ナデ1:1:.1二げされ，端部は尖り;¥'みにおさ

めている。可耳赤褐色の色調で，百台土にε;英，長イJ，角関心"ゑさきょ立を含む。 20は，山!iiき系のj扇t出ffi3ip
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ら逆「ハ」の字形に開く二重口縁の小形来である。制郊外商はハウブテ i悼しされ，口縁はヨコナ T¥

1同部内面はヘラケズリ主れる。にぷい褐色の色調で， ~.白土に石英，長石，赤色砂，角閃石:i主雲母を

含む。 21・221土ノj、形丸底j素である。 211立法霞が風化をうけるが，外出ーには細かいハウ自が残り司内面

はずフ i:tJげ3れる。 22t土，器官立がτj1.1討なナデf上iげされている。色調は雨宮ともに治色を主主ヌーる《

21は精良な胎土で，石英を含む。 221土日白土に石英，長石を含むの 23・24は鉢である。 2:3!-土，口縁が少

し外湾首る ).L底の主~町二口縁は内面が肥厚されて段状の綾がつく。器;罰は!下~1Lをうけるが，内部はす

デられているυHJj褐色の色調で， !J(-ì土に石英，長石，赤色~r~'， 金Wfまを合υ。 2 ，1 は，1lTl状 U)体部から

屈曲しご大きく開く口縁部の鉢で，深夜は風化している。捻色の色測で，飴土には石英，長石，金雲

母1?含む。 25~28は，高杯である仁 25~27は脚部ご 25はう、ノパ〉伏:こ1却が開くもの， 26{主筒状の柱状

(fj初、ら内湾ぎみに裾が続くもの， 271主低5却の脚部である。器認はナデ{士 1，げされ， 25(7) Pi而にはしぼ

り疫がつく。焼成前日)穿干しが3箇所みられる。いずれも燈色の色調で，月台ゴーに25が長石，赤色砂， :iif. 

L3母， 26が石英，赤色砂，金雲i'}， 27がii5定，合三号f予を合1J'o28は口縁端部を欠失する高.f'+で，杯部

l土小さい体部からj目的しとμ縁が逆「ハjの字lこのびるc 胸部は，析、郊に比べて小さく， P'l錐状の柱

状Jおから裾が強く折れて開く資料である。黙面はi弘イじを受けるが，制部;，j、下r，すなすデiLJげされ，内

向にはしぼり痕がつく。浅黄燈色の色調で， )治土に'fí'主主，長析を台台。 29~32a. 山陰系の鼓形添台

でもある。 29・30はくびれi部内面が平坦[iij伝もつもので， 31・32はくびれ部内面が稜がつくもωである。

外治iから受部はナデ仕上げされ， 1括部内i副主ヘラケズりされている。色調;ふ 29・32が鐙色， 30がに

ぷい綬色， 31が浅黄検色そ呈する。 Ilf;:!:，1こは， 31がイj長:，長千九赤色砂， ~(t:雲母を含むi也 k:t，イ二[英，

iミ石，会雲母を含むu 以卜の 1~住居跡Lli ，J:のこi 器 IJ，相w田氏のIl b 式，者二|氏の古墳自立場 2 式に相

当「る資料であろう。

1 号濠出土土器(i~"í J 32凶)

1・2は号濠出土の十A器である。 1は，到し江主1Rの月阿部から頚吉'15がi白ーなぎみに立ち上がり，口

縁は郎防部から匁〈内依する複PirJ縁在、もつ査である。外面l土ハケナデ治し，'-1縁はヨコナデ，内面ー

はす，'F'{士!こげされるの lこぷい費後色の色調で， irn土に{I九;民正iを合主}o: 2はほぼ完形の長空足立Eで，

1m部lz凸レンズ:伏底宇なす O 口頭部外i向1は平滑なナ7'11上17'，I阿部外部と LJ3要i郊外部はハケナデif'lし

されているけ明赤褐色の色調で、飴上に石英，長石，黒色紗を含んでいるのこれらは，弥生後期前半

から後葉期の資料て、ある。

2号溝出土土器(箆132・B3)

:3 ~18は 2 弓 i似品1:<1).1器である。:3 ----9はう乏であるぜ 1・4， 6，"'"日はく i の字形rJA誌の惑

で， 3・4は/J、万三の{f15支買であるc 乃は尖りぎみの丸底 4・sはriレンズ状低である。外出1は，ハ?

34整され，さらに 6はブデ消しされ， 1l主底部がケズリのiをすデられているようだ。内l虫[はーハケ読

され 4・5・7・8
'
++デ仕上げされている。色識は 3.ー・ 6がtこぶし¥t会色 4がにぷい黄

燈色 7が褐色，にぶい赤褐色を皐する。胎土には， 3・7・8がお;英， :1'三行，金雲母 4・6が石

丸長石，赤色紗，金雲母 sが石英， f乏石，角閃石ー:金雲母を含む。口縁が「く 0)字に夕、反する
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長昨日]の察で， く ~fれ音5に断面三角形の突帯がつく。口縁端苦1\は尖りぎみにおさめている。胸部はハウ

ナデ消し， U縁部はヨコナデされている。にぶい賞授色の色調で，胎士に石英，長石，金雲母宅E含む。

10・IIは，鉢である。 10は，口縁が[く jの字形lこ外反する大形の鉢で，胸部は丸く張りをもってい

る。胸部外部は，ハケ調整され，下半をナデ消している。 rJ縁はヨコナデされ，胸部内治]は風化を受

けるが，ハケ日が残る。燈色の色調で， jj{1土に石英，長石，余雲母を含んでいる。1H士丸底の小形鉢

で， :riliTI吉はハウの後ナデ消している。司fJ赤褐色の色認で，品、斗:.1こ1il定，長石，金主塁tlj:を含む。 12・B

1三奈である。 12は屈曲部から内湾ぎみに強く 1fiれる複合口縁の帝口頭部である。口縁はヲコ 7--J調整

され，他はハケの後にナデ{上 kげされている。明赤褐色の色調で，日台士に石英，1ミ石，金雲母を含む。

13は卵形の籾部から長い霊買部がたち上がる査で，空白胴界に 2条のニ角突;骨子がつく。底泌は凸レンス寸人

底をなす。捺函はハケナデ消しされている。にj:い袴色の色認で，胎士に石英，長石，金雲母を含むの

14~"18は，以f1、である。 14は深い身の鉢に胸i台がつくもので、ほほ完形品である。外闘はハケブデ消

しきれ，ト人i泊1は、l'滑なナデ1土1".げされる。桜色の色調で、日台土にお;丸長石.黒色砂，金雲母を含む。

15は鼠l状0)杯f;甘で，屈曲部に断面三角形のが]目をもっ突帯がHく。体部外面はハうを7デ消し，口縁

l立斜めにert文がはいる。内面は平滑なナデ仕上げされる。明黄中母色の色調で， 13u土に，石英，長石，

金雲母を含む。 16は丸い且li;売の体部から口縁が大きく開く品杯でるあるc 原山部内面には鋭い稜がつき，

口縁械部は丸くおさめる 3 住状昔日[土杯部との民合部で折れているが，角がとれど摩滅しているので，

欠損後も折、部だけ使用されているようである。器開l土平滑なブテれとげされている。機色の色調で，

飴土に石英，菜料，金雲母を含む。 17は，丸い体吉区の屈曲部からさらに関〈口縁で，端部は平坦にお

さめている。胸部は杯おに上七校して短いようだ。口縁はヨコナずが施されて， f也;立、子滑な 7デイ士仁げ

3 れる。明赤褐色の色調でー lJi:ìl.にヂí)L 長~ゴ，赤色砂，金雲母を含む。 18は，割とノj、形の脚部で，

品目し B柱状部から裾吉1は内湾ぎみに開く】焼成前の穿子しが3筒所みられる O 諮問は風化を受ける，こぶ

い際色の色調で， Jf<:i土にイ11A，長引，.1l雲母を会む。以上の 2 号待出了f の士器は，弥生後期後%~終

末期の資料である。

その他の土器(策1幻図)

19は，1Il区 3弱から出土した完形の小形丸氏奈である。丸い籾01¥から口縁は内湾ぎみにのびる。端

部は尖りぎみにおさめている。浅い黄綬色の色調で，船十一に石英を含む。柳田氏の llC式，井!二氏θ一〉

古.iu再なf月3j.{;の資料であλう。

朝鮮半島系土器(第134図)

1~6 は朝鮮半島系の土器である。 1 • 2は楽浪系のlC長官主と考えられる破片である。外面には細

かい縄席文日日きが施され，内田il土平滑に仕上げられごいる。淡灰色の色認をもっυ]は 11区日)2層，

2は 15 区の 1 脱出土。 3~61土陶釘土器てある。 3 iJ:， 1号竪穴住Jmから出土した需破片で，襟商

はずデ仕上げされている。灰褐色の色調で，割とザラザラした胎土をもっ。 4・5は，総席立;日pきの

後に沈線、を施す査絞片手， 4 1:上淡灰色， 5 {土灰色を呈 Fる。，'1~ま 1 1311.の 2層， 日主Il2i:互の 1震出

土。 6rま格子、白日日きの豪破片で，内l切には丸い当具撲がついているc 明るい灰色のl';:iI~で，器内はア
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ズキ色を呈する。 14区2fi忌， 1 Hえ2i慢出子。この他にも， JEC質の蜜フ破片が 171X11肖から出土3

無文の掬負土器家破片が， I3 fZ~2 踊， 112区2層 3点， 1 15区1層，1lI2C主 1~~ 2層からtH土。格

子百叩きの議破片が， 1 5区l製 2点 I5区21肖， 1 6区2層， 17i5Zl!i脅3九日， 1 8区2層出土。

以上24点の出土がみられた。

1号室豊橋 (第1351%])

I号褒棺は，止しい胸部からは縁が立ち上がる油、LI査で，体下部を欠失している。境界には断面三角

形の突帯がつく。口縁端部には「ハJの字形にtmを施す。器厨はハラ調整され，内面iにはf住民52度が

みられる。明褐色の色調で， j}'J土iこ石英，長fi，金雲母を含むυ 弥生後期後葉以降の資1ーであろう。

2号嚢棺(第135凶)

2号き霊棺は，きまと主主を組み合わせる合ロミ華街である"若草は， ITI阿部の大半を欠損する主要である。 f< _¥ 

の字形の口縁で， jli首rtrHよ平たく泊i取りされている。底部は大きめの凸レンズ状底である。口縁はヨコ

ナデされて，胸部外河i土ハケ，内l同は"}デ11とげされる。にぶい褐色の色調で，日台仁に石英， J壬:fI， 

金主JI号を合む。 I号室は，「く iの字形に外湾寸るτ1縁で，端部は摘みぎみにおさめている。桝部は惰円

形状をなし，成部は凸レンズ4RL底をなす。 u縁はヲコ7デ識繋され，腕部はハケナデ治しされる。外

商には煤が付着してし必 O にぶい黄褐色の色調で，~t1土にわ英，長石，金三三HJを含む。 2 号主宰相に使

用された婆は，弥生後期後棄の資料である。

3号室草棺 (第135図)

3号室善福は，頚限界と』岡下半に 3条ずつの台形状0)ヲミJ治をもち，丸い続部からは薮ι111が朝顔形の大

きく開く交である。rJ緑内閣には蓋受けの突帯がめぐる。 底部は， r'::J レンズ状}í~ をなす。外面はハケ

調整し，内面はナデ[上 t:げされ，内，@面にJ首才サエ痕がつく。燈色の色調で， I治土に石英，長行を含

む。この土~f.Fは，弥生後期後葉~終末の時期の資料であろう。

4号室喜棺 (?{}l35[):2]) 

4号喜重松は，照折部に断f師三角形の突帯をもっ発を組み合わせて合口主主棺としている。撹乱を受け

ていて，全7?よそ復元でき々かった。 t二塁塁l土， r く」の字形に外反する[]縁のき建で，端部は、\~~f!令におさめ

られ，刻日を施している。底部は， ~tい凸レンズ状)氏をなす。汀縁部はヨコナグ， ij司郊外面はハケヲ

デj肖し，腕部内聞はナデ仕上げきれる。袴色の色調で，日台土に石英，長石， ff住雲母を合んでいる。下

準は， iく!の字形日縁のま喜で，底部L:t， f.円1レンズ状!氏をなす。円縁部はヨゴナデ，胸部内外国iはハケ

調整され，下半は J-デ仕jげされる。検色の色調で，治土に石英，1毛行，金雲母を合Uo 4 号~オ官の

王室;土，弥生後期後葉の資料であろう。

5号護棺(第135以iJ

る号窪棺l土，協:こ鉢を組み合わせた合口議精である。上主主(J・2)は， 上三i~: ~こよL く張りをもっ腕

古liから口縁f;J:rく」の字形に外湾する鉢で， I話折苦15には断(貢i二〈角形の突帯をめぐらす。応部は，凸レ

ンズ状底をなす 。[J縁はヨコナデされ，腕部外国はハケの後にナデ消して，内向は平rftfなナデイ士J-_げ

される。にぶい赤褐色の色調で，日台土に石英，長Ti，金言雲母を含む。下室雲 (3 • 4) は，11.し注目隠部か

-2同



¥ 吋 つゲ

酬 f
E三三

十ー
¥ζ 

1
1
¥
(
 

1
1
I
l
i
-
-
I
J
J
J
1
 

K3 

一」¥

[[f/7プ7デ寸←二つ7:711:j一¥7

¥¥¥¥¥、j〆μ〆/¥K口
2 

"'-:--:-:~ 

3 

4 

/マト¥¥

:二r

!?/ 

さ

二一一7

、い

2 

コて之乞τzτz

j 
:J 

K5 
O，m 

出土霊童棺(1 /6) 

pn一
戸

D
qノ
お

第 135図

K4 



ら口縁が大きく梼く大査である。空ìí~pl界と腕下半に l 条~rマコ同庁i由 I 'コ」の手形の突帯をめぐらす。口

緑江省部はやや把厚されて，平坦:こおさめた屈にま<Ue.を施しているの底部は，平氏である口外商はハケ，

内向はナデ仕上げされるが‘おオザエ疫がみられる。 明赤字号色の色調で，胎十Jこu英，長石，金雲母

を含む。 5号豊富十宮に使用された i擦は，弥生後期後棄の資料と考えられる。

②石器(第136~147凶〉

1~14は，製UJt石器J1îlである。 6 が安Llüg製の他i土，黒日産石製てvある。 1 ・ 2 は，ナイプ形石i黙で

ある。 1 はí11U辺がプランテイングされる小形の 7 イブ+8石器で，刃{n~ を欠損している。IfI区ピット 2

出土。 2はいびつな横剥jぎの剥片を丹1し当たナイブ7修行認で， 1別辺がプブンテインクされ，刃部には刃

こぼれがみられる。IIl3区3層出土。 3・4は台形様Ti潔で， lc4i者ともに横意思jぎの却JI'，ーを月1いるじ 3

は，一方の先端が突出する斜めの刃郊をもっO と部;こは!ヨ然i認が残る。 n>z:ピット 33出土 4も;ょj古:1)

が Jjが突出していて，側辺はシンメトリーの形態をもたない。 I3区2層出土。 らは様剥ぎの剥片

を用いた角i設が;ヂ1器である。 ta:iの自然厨が残っていて， I弓礁の良好なお材を使用している。 6は一

方のmlJ辺に刃郊をもっザイドスクレーパ~である o IIliざピット 2lli二七o 7・8は，両者ともに三角形

の形態で，基部にくぼみが入る四基1!i(茎式のお銭であるr8l主先端が)(援している。 n主1lI2V2脱

出一十 8~士山 11，z 2層出土。 9~14は石被である。 2 ・ 11 は角在来， 10は円{警の良質な石材を用いてい

る。 9は 110区2層出:示。 10は 11三区 1層IJJJ:<J lH土16区 2J冒出r.o I[Ri索時代の石核であろう。

12~W立，白い渠が入る地元の旦~ff雰石きを用いた多角形の石核である。却j離された稜線はj寄れごカ、ジガ

ジした感がある。 12は 1V 1号時穴住居跡、， 13 はIIl ~g2 隠， 14 は1Il 3 ><2桜山土。

15・16は磨裂石77さである。 1日日引iは主えJ只良キギr

た後にも高敵支υJ行!と Lし，て{使史用した可能性をも〕ている O 重さ2巳3i抑0耳を量崖量3主fる。 114!，z 1隠Hi土。 16は玄武岩製

で，刃部・装部ともに欠損したリI途の資料である。買さ80gを量る。 16区2l'同汁1土。 17~，28は砥石

である。

17~27は，砥石である。 17が粘絞告， 19が安IU;&~ を}小、る他は，砂岩在使斤i している o Jnム全側

面を使用するもので，重さ2，400gを量る o 1区 l号竪穴住居跡出土。 18は.上I語と慣，fj面会使用するも

ので，重さ60gを足る。 II区2号潜出土。 19は，欠損しているが， 1J!IJ阪を使用している。重さ80gを

量る o 1 I主1号竪穴住居跡Hi士。 20は，主下[訴を砥石として使用しているが，砥Eれれ自習をなしてい

る。重き540gを昂る。 21は， J. iTIiを使用するiF!こきめの縮かい砥わでいある。重さ280g を量るつ 22~ま，

上下討を砥石として佼片J-9るが， r5凶していて台干:-:1として使用したのであろうか。重さ1，360gを量

る。 23は， と下両側面とも使用していて司上原の表罰が光沢をもっ。京さ 240 耳を量る。 20~2é;は‘ I

iX l 号~穴住民il1!~から U\土した。 24~，271土，裂と大I1ラの砥ねである。 24 ・ 26 ・ 28はヒドを砥l主i として

使用し， 25は上両だ(jを使用する。 24は上下向日)表面が光沢をもっ。 28は表部に傷が人っていて， 26 

は側面が 2筒所干!ち欠かれている。重量は， 24が:J，740g， 25が1，740 g， 26が5，120g，27が2，940g 

を主主る。 24がII区ピット出土。 ltilは， 25が I区 l号竪穴住居跡， 26・27が I区 3号竪穴住居跡f{i土。

28~52は，長警石・凹石・鼓石である o 1.J材 ~J ， 27が砂岩， 30・40・48・49がまと山:弘 42が鉄石英の他
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l主，及:武岩0)円燥を利用している。 2Br":32は， --ITilだけに廃l討をもっ磨石で， 33は側面に磨D':iをもっ

ものである。電電は，おが1，lOO g， 29が550g， 30が240g，況が740日， :12が1，110g，3::1カ5500gで

あるυ3]が I区3号緊穴住民跡出十一の他は， 11ざ1号緊穴{t尻跡1.+1土てFある。.'34!i，上il!i中央に丸く

浅いP-~みを~ 35 ~土仁 Fに丸く浅い ['"1みをもっ怒行である。 3'1 は 1 ， 260g ， ;~5は 1 ， 000g を王去る。内:者と

もに， l 区 1 号竪穴住居跡出土である。 36~38t土敵イfと原石と ω兼用品である。 36は上下の磨i古i の'1 '
央に高HTJ，艮がつき， i'tn誌に絞石としての使用痕そもつもの017は隣聞は 跨で，中央tこ敵打痕がつき，

設石としての佼mで剥離している。 38は!ド函に磨富合もら先端に絞石としての使用伎をもっつ事

震は， 36が1，270g， 37が1，100g， 38が260gをfまる。いずれも I区 l号竪穴住居跡出土である。 39は

長い円擦の但l雨を漂mrrとして使うもので， 40は長い円程襲の111litcfiを樗防として使い，先端ふと側面jを妓石

として使用するものて、あるc 君主量は， 39が1，2，，0g， 40が80ugを量る。両者ともに II>U 号怒穴住居

跡山1:0 411J:， 一両だけ磨間をもっ磨行である。 ffid660gを混;る。 42は， ，1-面中央iこかすかに高対J痕

がつき，先端を絞石と使月Jして欠損している。主主さ660gを去る。j]と42は， IIPZ13号竪穴住居跡から

出土。 43は， .I::fli百lこが磨商をもち，中尖が少々破れによって["1む。重量は980gをffiるo II区H号笠

穴住居跡出 L 44・45はー同だけ磨面をもっ磨石てみある。重量は44b
'
280g， 45カ;960gを震る。 44は

I区 1号j持出土。 45は!I区 1号濠出仁。 46:ム 側l耐に際荷をもちl'電線が殺行として使用されている。

重さ600gを譲る o 47 (ま， 上トに熔lliiをもち，小央に厳n痕がつく接室長Iで，雨端i土敵石としての使用さ

れている。重き1，660gを主主る。 46・47は， II区 l号録出土。 48はlゐ i、函がメLく1'1]む白石である。重さ

1，780 gを量る。 m互1号濠出土コ 49・50は， 上

百のみに磨面をもっ廃石であるじ E主j設は49が

1，lOOg， 言。が1，570gを主主る。 IIIX2号満出土。

51は，上下i函の中央にメしくかすかに敵打痕がつ

く磨石である。重さ615gを量;る。 521土，棒状の

円程表の1lIU由iを磨函として使用する庭石で， I両端

を磁石として使用している。重さ1，180gを量

る。 51・52は， III又2弓1斉iti二上。

53~60は，玄武岩裂の台れである。 53~55は，

割と小形の製品である。 53・ω(-j::上下前を， 54 

は}屈を使用している。 i豆長は， 53古ヨ6，540g，

54カヲ1，600g， ~)，)が2 ， 520gを反る。いずれも，

i 区 I 号、竪穴住居跡出!二である。 56~'60は，大

7βの台石である。品8・601主上前JI，57~59はトム F

函を使用している。 56と60は， .1:闘が丸くま日j落

していて，絞打をともなう作業によってごきた

ことが縫泌される。重主主は， :J6ir¥J6，3Jsg， 57が
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10マ06kι，58が甘，64kg， 59iJ;~ ， 28kg， 60がK，06kgを景る。 56・57は 1[>';3号室穴住民WJJiHj土。 5f¥はII区

]3 弓竪穴HJðlÊlj~H\~!-:Q 59は I区]号法tH二i二。 611はIlIX:ピット 2出土。

G臼1は， 烏絹J子子形をなす2凝t疑ctJ灰茨 r長お工J: 皇製~oの)支脚ごある。 表;対古雨lに;は土/ミてで岳刻られたI加11川l日(ι口印f告J

的な火熱熱どを受けて赤褐f色'1を E記~.-9 る]::蚤草 E忌量は2 ， 3k均gを;荒辛る ο 1 1:/， 1号室主穴住居断、片1--1である。

③金属探

j念隠者告は 13点 t~， J: している。ト守主主器は， TI 4 区 2 阪から後主主îj~ と忠われる鏡片が 11医'f*分 2}訳出土

している〔鉄関係でl主 T区 l号竪穴住居跡から棒状や鉄車肢と推定されるものや鉄待乙官、われる資料

が出十ーしていス。鉄淳と忠われる資料l士、 T 10区~ Wiiから 3点山[，している。他に鋭、片が， 1 10区 2

層から 2点， JlI51X:2i言から 1点出土しているの

註 1 柳田康雄「メし州 J j ι/，jfi自i時代の研究jj 6 雄山応 1991 

2 才i'1'，裕弘i~t.部九州における 'l~í噴出現期前後の土器れとその与景 1 r児似隆人先生喜志記念日出集 't11文

化論議 1991

司船小 最高

平成 7年度から平成 9年度における原地区の調査について，年度ごとに説明を行ってきた。」こで

はそω成果について， 主とめな箆単に11いたい。原地区 lよ，標i1~J18mの台地頂部を中心としご拡がる

区域であり，阪の辻透跡の中!TZl部分と考えられる。そこで説売の主般は，宗教的なセンター透絡の{潅

認と居住域び)実含ぐを把駁することにあ J た。 ~';il交の結果，前方後円形の台地m吉FC潔儀建物群が検出

され， ここが祭割f義1湯易であることカが1明明ら均かゐとなつた。 I民詰副{住上i限誇烈f係糸でlは土， 弥生中村R期羽へJ古墳H凶的iJ刃矧:ヤ弘初Oιの一，)堅穴住j民T守昔i闘;功l、

と弥4，吉煎i守H煎煎手剥!末の寸

閃雨牛焔繍一」り1雨有慎側tには告濠妻がf和何行司]条も東出也H方向tにこ主走Eつて区域を区切つている乙と治がY消磁認さ才れ1たO 時期的には，

弥生中期前菜lこift!tf:jijされたも心と，弥生後J昭和]駁頃に狩，百せされたものがあることが明確となった仁濠

は，弥生後期後葉以降になると埋没してしまうものが多しその上に黙穴住lf苦が建てられているとこ

ろもある。住居域には警が走っており， tf俗、域を区切ったり，排dくの機能をもつものと考えられる。

また，東側傾斜面の住居域では， 11主主の小児妥棺墓が検出主れていて，一般的な慕地とはド!格の異な

るものこ考えられるの特に，平成 8年度II長との i弓濠ii，平成 9年度の 1;コ語表とつながることが確認

されたが，この濠に沿って列をなして10茶のノj、党婆棺が検出されているのは、大変興味深い事象であ

るc 濠との関係につ 1パて検討売、要する。この他に 3箇年度の成!渋としてあげることがごきるのは，台

地では基本的なむ;住域は内環濠の内部余14'に及ぶことが推測され，環濠外に墓域や畑地が展開してい

たことカ>':f'をi!Jrrて、きるようになったこと)ごあろう c
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4 .高元地区の調査

~ 1) 調査概要(第148l刈)

平成6年度，戸辺国]教育委員会は8'1庫補助をうけて，高元地じくの範囲確認調究を実施し，竪穴住居
uミ，L:

，Qjy"土J:J~， 貯]淡穴を検出した。この結果を受付で i' ちなる居住域の確認と張域確認の1こめ，平成10

年 2月:1D~>平成10年 3 月 2411 に同地区で範阪縫認調査を実施した。 調査[主は， R3からI12Z(lmX

50m)， IH< (lmX40m)， 1II 区 (2mX20m)， N区(lmX40m)，VT< (lmX，lOm)， YI荻(1 

m X 17.5m) を設定し， 218m'を調査した。

(2) 遺構

I 区でピ、ットなど検出した。1Il~主てもは弥ノ'[:!k子代終末期~古墳時代初頭の小児翠桔Ji~; 2基が検出し，

V区でもピットなどを検出した。!J 'N.YI区ごは遺構は~r(認ごさなかった。

(3) 遺物

%~~t~時代後邦トr古墳時代前期の土器を中心[こコンテナ 11箱分の遺物がH1-=t二した。

(4) まとめ

今回の~tJ杏の結果，居住域も墓域も篠訟できなかった。調子王伝 I~N区は!京の辻遺跡中央の舌状台

地図炉10)傾斜i討に， V' VHZ.Lt同じく台地の北側斜面に{v:i.試する。 V区を除く，全ての調査阪のほと

んどが，地主主は玄武岩の岩機であり，1II区で小児祭給菜 2#;が検出したものの，広範に住居や埋葬施

設を設付ることは同難であっ J七と考えられる。 特に台地問{WJ1百出の傾斜l土，東1J!~斜面のなだらかな傾

斜に比べ急で，さらに冬には北西からの強い季節風が1直接当たるため尽住に適する環境ではなし1，;)v 

区は，努穴住居跡が吉u平されたような痕跡らしいものがあったが 1mのトレンチ幅では明らかにで

きなかった。今後拡大した調;青区を設置し，再度調盗を実施することが望まれる。

設1 芦辺町教育委員会 fffi{の辻遣員長J芦辺町文化財調査報告苦第 9集 1995 
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5 .池田大原地区の調査

(1) 調査概要(第]却問)

平成 8年度のj}j{/久保A地区の発掘調有では，この地[誌の1東矧約 100m，雨cit約 l~Omの範問の墓

域であることがE産品主主れた。この結果を?受け，さらに墓域の範間と内容を確認 j一るために原ノ久保A

地区に〕五銭1る池田太;原地rz:におい一心平成lO{r:1 月 21U~平成10年 3 月 6 日に範凶確認調査を実施

した。調査区は， I有から 1(:z ( 5 m X 15m)， II区 (5m¥]Om)， IlI!X: (lmx:l Om)， N区 (5m 

X10m)， V区 (1m X20m)， VI以 (1mX]Om) を設定し 235m2を調去した。

(2) 遺 構(毎}15ll院し第1511翠)

I区ごは， ?ま 1条とどット討が後J11された。

濠は， i:函隔J官定iiJ2 m， ドI自j幅約30cm，深さが>j80cmてC'f1YrUuV字形をとる。本調ヨ午、区においては北

白から南東に延びる長さ約 51n与Ocmを確認した υ 涼内からは須玖l150!; 土器の占段階が出土し，弥生時

代中郊の遺構とぢえられる。大原地区l土，遺跡の中心である百状の台地を取りさきく多重環濠の外に{立

霞するが，この環濠の外での新たな防御線の存在がこれにより明ょうかになヮたc

ピットitf.は守木の絞E1J;と考えられる組汁[ドjにやや大きめのものと，校穴状小デくに大別できるω 住穴

の方は27占去を確認したが，成部の匁筏の平均は約11， 7 CllIであり，かなり細い柱が ¥j.っていたと考え

られL，建物としては仮設の/れほのようなものの存夜しか考えられ公い。

主た，柱穴の深さは平均17， 6 CllIと沿い、ので， この調査以はi!1:Utに壱岐特有の「鰻駁品!イヒ，近現

代には水ili化を受けて，弥生日:f代日〉遺務部l立大半が削平され失おれたたもωとはJ邑われるが，この調

査が今にこれ以!このj章構があったとは考えられない。茶域に1対速する遺構も確認できず，居住域とも考

えられなl.r¥， これは I!Xに限h ず，今回の池百l大原地iぎの誠弁区全てにあてはまることである 3 この

ため，このばで確認した濠は池flj火原地P互にあった何かの防御ため，またはそれと他とを区画するた

めに設けられたものではなく，多量環濠に籾別の防御線を加えることにより Jり強間な防御体制を

つくろうと豆、函したものとすfi'if甘される。

II ~ V11><はー数倒のピツ「を確認したが{ff¥は確定でき人確かなj電機Y正確認できなかヮた。

(31 遺物(治152図)

今阿の~ì'Jftでは，わずかな土器片と黒曜行}十がlむとしたに過ぎない。さらに形式が判明するのは，

I区から出土した 5点、の弥弁士擦のみである。 1~4 は，鋤先形LJ縁の主主の1.1縁部破片であるの 1 ・

2 1土1fl玖 I式土器新段階の， 3・i主主民玖ITメ土器古段階の資料である c 詞4F法は 1~~ 4ともに内外

j;l;Jj自j風化が甚だしく不明である。色調は 1・3がに>;-;い柊色 2・4が総t'lである。胎 Lは]-~ .] 

ともに石英， Jミ1~，金支母を含む。 1 ・ 2 ・ 4 は濠!守から :l は l 層(現在の水町f下.1:凶)最下在日か

ら出土した。

51土 ~;j\~-t土器の五訂ff-g官である。 断面0;形態から弥メt1t-j郊の資料であろう。調整法は内外lIilともに

風化が激しく不i別である。色調はじIJい後色である。胎上は石英，長石，1Q議ぽを含む。 1出 (J)l;夜
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の水凶作土居)最下部から出上した。

i4i まとめ

今回の調査の結果により，池田大原地区は芸よ域でなく， I副主域でもないことそ確認した。また，多

量環濠に{何別の防御線を加えることによって，より強[認な防御体制をつくろうと窓伏]したものと扱担g

される，多重島幸濠の外部に存在する1JiJOl濠を確認することがごきた。

A 

。
」 平一一

1m 

! 褐灰色土層

2 炭化物混黒字E邑土居

3 炭化物混暗唱色土層

4 炭化物混にぷい黄掲色土屋

4 

第151図 I区 1号濠土層図(1 /20) 
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第152図 I区出土土器実溺図(1 21 
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6 .原ノ久保B地区の調査

;'1) 調査概要

阪/久保R地区lふ平成 H年度に謂交したIlV 久保A地[xの墓域lこ隣十をするノト111)11から南白部の地

にあたり，標高22mから14mである。

調査依は 1~Vl[メを設定し/こっ 1 !X t玉県道~rilll勝本線と小)11111が交差 1 る南凶側の標高 18n1から 16

mの畑である。この地点からは紹子日52句度の第 3次;箆筒確認調査においご占墳時代初頭の合仁Jき草稿2

が検出されており，今!iliも出土が期待されG，調王モ!えも南北20m，東凶10mを設定した。しかし，品目査

の結果は， rlijIfi!の破片の官H と忠、わ ~L る b のが数点日}~したのみで，池山のね主主層まで浅く，追加資

料i士得られなかったG

前回の量生栴の出土状況は 1サ察結が合r1なのに対して 2け妥結は大形の畿と成を欠失したJJR棺を

組み合わ t~ さらに.u~m5をかぶせたいわば三京棺で，譲 (tIftjには青戸]色の粘t で日張りがされていたっ

副葬品は l-:c}姿棺が水品玉 i制とガラス五多数 2サ妥結がffJ玉製管玉 2{I問とガラス製小玉多数ご両

方とも主軸を北I[~tニ~;]けていたG

II区は南から北lゆるく傾斜した:閣に設定したが，遺構も選物もiil4i認できなかった。1Il1J:はこの反

域0)'1'では一番低い燃で標的約Hmであるのこの州iにもf:ln和，，?年lこ2InX2nlの試綴積を 2留所設定

し，占f¥;の:UITi器が!-HJしている。地i:r!J誌によると 2枚のよ同を造成して l枚の広さにしたという

ごとで，雨ーから北へ切盛されてい

る。今回も須忠器jtや土問I器i十が

nfr'~_ftl;民から UJ土じており 'flJJ良R与

代ω包含胤が併i認された。 Nへ V

区は造物f色合層は認められなかっ

た。 VI[Z:は調査域で一言5ifi}いTV-r:.こ

{itW1し，阪討委して稲荷神j:f:，){絞ら

れている。神社の周回は削られて

いるが， 1昭和52年当時は弥生終末

期日)を棺が断面iに伐されていた。

詞交J，~iは束丙に設定したが，察格

と辺、むれるノト破片が数点出上した

にすぎなか〉た。この地域は下段

ω沿?の切り過しにも?笠松ω出土が

維認されており，弥作終末から占

墳3手代初JTI互にかけてω基地が22ま

れていたと考えられる。

tv 

第 2号聾棺

第 1号室恒棺



第154図
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(2) 土層

第lJJI~lの土!討は遺物が出士した1lI1?Z:である。 1 層は耕作♂土焼， 2 I認は埋め七で風化燦などを含みあ

まりしまっていない。 3層は!日表ー士で褐色をJ乏している。 4層i土黄褐色粘質土で小指大の擦や黄色い

お粒を含み無造物婦である。 5 震は褐色*&質土層で遺物を:t~CF含む。 6 隠は結褐色粘質土綴ご品作J よ

り県味を了}若手び結露も強い。遺物を含む主要包含層である。

14.0m 

i 耕作土層

2 埋めjニ

3 司表土層

4 黄得色結費土層

(3) 遺物

①土器(第157関)

記ι一一~三J

5 喝色結質土層

6 暗褐色結童土層

7 地山署

i ν 一一一一一一一一ι一一一-一一ー-一一一一」ι一一一-一一一一~

。 15m 

ニエーーニーーニゴ

第155図 席、/久保白地区1II区土層実耳目図(1 /30) 

1 C~ VI tx:の謂杏区て、LU土i した遺物は意的には非常に少ない。 弥生上i?tiは I区と VI区でわずかに出土

したが図示できるものではない。第156図にあげた資料はすべて III区出土台 t師器と須恵器，それに石

様であるの須恵岩手は十数点ωU-{土で特徴あるものをここに示した。 1は叢で天井部と体部のj章にゆる

い沈線が見られる。またrl縁部外{郎?は約 3mmの栢でヘラ調事きしたあと繊細な刻みを巡らせている。

2は巧、身で日縁部はやや外反ぎみに立ら上っている。小111編年のnn切と考えられる。 3は身か蒸かわ

からないが，頂部にヘラ記号が残る。 j~ 9は主i建、器服部n-である。 4の外ffijはハう日調整され!付同

は叩きのあとナデ消されている。 5は外商が波状0)可jさiヨ，内部は格子の日日き [1がわ Fかに残 η焼成

はやや甘い。 Gと91;;外商i立総白状の日[Jさ目でfAJt認は平行ri[Jき日である υ 7 i土外ffijが洛子回日戸きのあ

とナデYI与しており，内向n土問心円の叩き自である。 8:ま外 f百格子日 11[Jさのあとハケ日 jjj~繋を行つごお

り，内問は同心i可文0)口flき目ごある。須恵器の年代についごは 6世紀後半額と考えられる。

JO~.12 は」一自市浪である。 10は小形主主で風化が寄し1. λが円縁内 11Uにハケ行涙をその F音iHこ削り j肢が確

認できる。 11も風化を受りているが，仁口i縁外に浅いj沈究線が施されている o 1ロ21は土荷土材{

f杯F干ト悶司部百とのf接左ぎ白で剥再離量飢{しJ てしい》必るO 関iの中央部は絞られくびれているが場主l'を欠失してしゅ。胎士には

白い砂殺や石英粒会合みきめ説Hかいが焼戎甘く，色劉はflfl色をzaしている c 時期的には須恵;2~ と同年

代と考えられる。
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②川23(第15ii2])

主!若5i土2点、t!'(tである心おはやや扇:1えな向安全擦で綿く Jなった端部に日!Jし λた痕が筏り， IIPきイ[として

のがIjj弔が考えられる。-，茸さ580g，石賀安山岩質 14は指ドj形自然擦の長物のI可i出?と日p¥'た痕と，匁輸

の1勾面にも]，P¥λたと思われるガサガザした疫が鮫察され11!Jさ石と考えられるo

.:.t !i 

(4) 昭和52年出土の望書棺について(第156i':'a)

1号雪空宇官は主軌を]，¥-fi9-Wにとる合口察棺で，耕作等で全体ω半分は欠失しごいる。 1--警は底部

を欠失しているが，1.1縁部は特徴が筏っている ο 外反した[ゴ縁の端部にはタj自がi笠り，頚1iiiに 1条と

胸部に 2条の，柄が広く 11-'央部をややへこませた突帯を巡らし，機に j-'f'、て目占り付けている。内外の

器凶全体に斜め方向にj;Lいノ¥ウ自が施されている。なお内i扇のfl縁部から)jJiiJと部にかlナ子]が塗られて

いる。 r、受は上主主よりひと何り大きく U縁径5J.2cm，器r'i~:î70. -km を iR~る。口縁部は外方向にほぼ直線

に伸び端部は平らにお3めている。頚$に 1条と胸部に 2.条の隔が臣、くヰ]央:が少しくぼんだ突帯が巡

る。底部は丸氏に近く，不規則的1予を呈している。内外0)器表尚一は荒いハウ白3田空室が見られる。上主主

5DCITI -i 

g 

第156図昭和52年出土の護棺実測図(註 1より)
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と下~の疑合告がは青u色の粘土で日長りしている c 土1渋も浅っているが，言霊tilはほぼ水平に埋葬きれ

てし〉る 0

2 号泰治はま執をN … 620~~WIこ向け 1 守護符とほぼミl泊している。この主主桁は本体部を宣とま警で企

わせ，jJ'l: OJ部分を惹としてかぶせる。いわば三重棺の干高fJ'主である。 \~~i (j)~frS7}tム上の査が民会、欠失し

ているが，法当;から:考えるとこの査の磁を利用したものであろうっ崇の汀縁おは外反しつつ伸び，端

部は少しくぼんでいる。類部には断面三角形の突イ告が]条と，最大筏0)目閑却しこt:t幅の!よい突帯を 1条

それぞれ貼り付げている。内外の探表にはハウ H調整が見られ]3容な作りである。

ドき三月はf夏区{U縁!f:多民、m，復1ET主主大籾fをはら7~6cm~CU総fIが大きい。器「みは底郎を欠くものの84cm内

手トになると推定主れる。口縁古1\は外方に立っすぐ仲ぴ‘端部;ま平I但におさめられている。頚-ßl-~に 1 条

と胸部虻 3 条の阪の広い突常を巡らし，内外のa~表面にハ今回調撃が見られる。査の 1，とまtl1ú')接合部

には斉灰色の粘土でfi張りがされている。

1・1号察棺ともに1:1fff-形式は所新式ごあり，持1¥目的には古墳時代初頭と考えられるc

(5) 小結

原ノ久保B封1jP<:では 6館所の謂育 Iぎのヰ!で，遺物包含層が確認されたのは 1箇所にとどまり， 8

t設時代の造物の出土とな勺 jょ。また今同』上iWA資料が得られなかった昭和521fの姿棺出土地点につし過

ては，ヴ日与のfHJー状況と比較よると包計百がr)IJ平されていることも考えられるじまた:fia{¥ij判中社の切り

還しやその Fの水田のi事部分lこ婆棺が位置していることはトjIII! 1を墳に南側IjJ)高台地域が古墳時代

の主主域として利用されたと考えられるのであるつ

註 1 TJ忠u))上遺跡」長崎県文化財説査報告書第:H集長崎県教育委民会 197oより転、故

2 向上文献より抜粋
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W まとめ

平成 7年度から平成9年度に実施した「原の辻遺跡発掘誌l育事業」の調査ιついて，今度ごとに各

地区をとりあげて各担当者が説明を行った。調査は，阪の辻遺跡lJ~j'l :i由ずる台地を対象として，主に

Jùli~ と居住関係遺構の実態について追求を行ってきた。墳主主域 lお平成 7 勺一度に大川地区，平成 8 年

度にj反ノ久保"，U也12<，平成 9年度に原ノ久保B地{えの調査を実ノ施したの昭和52年の弥生後期終米から

占筑前期初頭の丙新式饗粧が 2基検出されてL込た原ノ久保B地区では，新たな填菜の確認はできなか

ったが，その他の地ばでは箱え石棺墓，二上壌~~ (木棺~，o ，石若土j蹟墓，小児禁中古菜 j~告などの遺構が

検出さtLた。大111:l也区は，調そをによっご，東間約60m，南北約百Omの総同に拡がることが緩認され，

墳墓遺構は過密ではなくゆったりした需己主主状況をもつことが判明した。滞状の遺構は，境主主や墓j或を

区画するJ認の可能性をもっている。これまでfJj図規矩同神鏡やi今行花文鏡などの後j美銭，出産の有委主j

t司謝11，ガラス勾玉・符す，小T，1I裂勾玉・管王，鉄製ヤリガンナ・鋤先・剣なと、の品Ij葬品が出士し

ていて，幼小児墓までがガラス玉をもつことなどを考慮すると，予言j)な集団によって営まれた墓地で

あったことが推測される。墓1或の時期は，弥生中期後半から弥生後期を主体とする。原ノ久保t¥;由以

は，議査によって遺跡東山約100m，雨北約150mの範問に拡がることが確認された。 D地tz:では，墳

墓群が南北方向に並んで常まれていて，箱式石棺墓から小型佑製鋭や，石製勾一九ガラス小:E， 9号

士壊から長宣子孫銘l人j行花文鏡，筒形不明青銅器，正{製管玉，ガラス仏j三五，ガラス丸五などが出土し

た。 9号士I駿演は， {:後麦i位止に芽誠tられて逮物が廃棄された十

たないG しかし， f付行花文章克はもともと l'日径20cmの大)1手元形鏡であっご酋長級の墳墓:ご約められて

いた i可能性が高い資料である c D地区の丙担Ijは一段高くな Jた畑地になっていて，もともと小野氏宅

の方にのびていたことが考えられるので，この場所に鋭山一j二の候補:l!~を求めることができるのではな

いかと思量している。 υ[xと Pばでは弥生後期の墳墓が確認されたが， E区の溝では弥生中期後半の

丹f全土器などが出士していて，墓地として利沼されたヒ阪がこの段限まで遡ることが考えられる。請

は， j賞菜や菜域を区画する可fiJE特ミが高いと忠われる。

RTI住域を念頭においた調訟は，平成 7年度から平成 Q年度の源地区と平成 9年度の両元地区，治出

大!京地区で実施dtLた fbl地区では，標高18mO)台地Jfj~9íを中心として，東側と西側の台地傾斜i酎の

調資を行った。平成 6年度に続いて平成 7年度に調資ざを行った前方後円形ω台地I園部では，祭儀建物

群が確認されて，祭銭湯として宗教的でシンボワックな1j~l板区域であったことが明らかになった。こ

のmiif5南端には 2条の主語が東凶方向に走っていて環濠内を区切る区南様であるということが平成

7・H年度読者そで媛認さtした。しかし，平成 8・9任「支の誠杏によって，東1l!1J1境、斜面1で若干たに:;条の

;rr{が東西点!勾に走っていることが硲認された。これらの区南濠Jふ中期前葉の須玖 Iメ占段階に掘削

されたことが考えられる 2条の濠(7年度 1・2号濠， 81fr窒1・2号濠)と，後期初頭頃にiffi自りさ

れたことがJ設定できる濠 2条(8年度 4 ~ 5号濠)があり，前干すは後期初頭領にFi抱月11されているこ

とが土居の状況から推測された。平成8年度調査の 3号主義は， CIL 8弓主主穴伎居跡を切っていて，弥
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生後期後半段階に掘削されたことが考えられるが，すぐに埋没したようである。区凶i~京は，弥之[-:，後期

後葉から終末段階には塚没しごしうるが，平成 7年度調交の l号漆が柳田渓雄氏編'Y.O)11 b式(これよ

り柳田編年とする)まで，平成8年度調交の 5号濠が柳川編年のlIa式まと?残る。 I"Jじくつながる濠

であっても，白地I買部では I号濠が部分的に残っていたことになる O

原地区では，弥生前期末の土41が平成 8"r度言語杏のB区でw土していて，弥生中期前菜の竪穴住同一

跡が平成 8 年度~!iß夜C 区 6 号住民と平成 9 "l一度改J杏 JI三日号住居の H東が検出された。この他に弥生

後期から占墳前期の竪火iH'i跡が重複した状況で1tIi[認主れているじ濠がj雫没したf去に重複した竪穴住

j奇跡が，平成 7t1'-)支調査のEk三9弓住居(2号濠)，平成 8"1二度調立のじ!又 7計士居(2号濠)， D区

10号住居(4弓濠)，平成 9 年度~f~査の II i2Z14号ii民(j号濠)である。柳田編年でいうとラ E区9弓

住居がIIb式， C:Z: 7号住居が弥生後期後葉から終涼ミラ D区10号住居がIIC式， I1[><:14弓住居が弥生

後期後葉から終末のJ認が出土してし〉るじ原地反での居i:tlふ弥子i前期末に;部ることが確認され，苫7

境前期の抑制続年の flC式段階まで存続したことが明らかとなった。また原地区の東側斜面では， 11

基の小児主主桔主主が検出され， f'-'1元1ll17:てやも 2基の小児婆償基が検出された。これらは， 般的な墓地

とは性格の異なる墳誌と考えられる。特に，平成 8年度D尽の 4号濠とつながる平成 9年度II阪の l

号濠に沿コて10芝、の小児言霊平'f{が並んで確認されたのは，絞めて特殊な伏j兄を示していると考えられる。

平成9年疫の池田大緑地区の初安では，北丙から南東方向の濠が l条検出されたが，居住関係の遺

梼は確認され，なかった。濠は，弥生Lや期iこ掘削さ札たが，間もなく Jm没して掘り直されることはなか

ったようである。 昭和見・弘年には，この濠から荷民事J]()um の位置に同様な濠が確認されごいて，台

地南西部におげる 2条の防御ラインであった可能性が高い。このlIil回大原地区て、民住関係遺構が昂t認

されなかったことにより，環濠が整備された後の低地そ除く台地でω主主本的な居住は，内総のなかの

ヱリアに限定することができるようになった。

以上の平成 7年度から平成斗戸 9il度の調査によって，本遺跡が弥生前期末0)t&:1寸I1b式段階に居住

が開始され，古筑前期の1PP出編年IIC式の段F皆まで集落がイ了i売したが， その段階に大集落の解体が起

って?肖滅したこと在明らかにできたωが，今回調煮の大さな成果の A つといえよう。

最後になりましたが，発掘郊をから報告秀作成まで移くの人の支援を受けました。特に，話1i夜事務

所の内業の方々の献身u'Jな応援がな行れば，ヰ;需は成立てもさなか )T二と思いまヲ。いつも指導をいた

だいています原の辻遺跡調査指導委員会ω先生方，福岡大学式末純一氏，横山際f.~，指導・ ~~i惹いた

だきました多くの宍様方に感謝申し I-Ifます。 47岐の文化財調1'1'にご尽力をいただいていた松永皮J吉

氏が， rn二年12月6日に急逝されました。原のil:j遺跡の部斎においても，苦楽を共にして遺跡への思い

を議り合いました。本書の成稿を見てもらいたかったと!凡っています。これから，な岐の考吉+ため

に逼迭されるブJと期待していた人だ、けに天変残念に!t3ll，~ます。心から忌H事の窓を表して結語とします。

:tt1 続出康医 it~州 J [-"，J1<匹Hi:o)研究! 6 雄 UI関 199J 
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